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本書は佐久市が行う市道改良事業に伴い平成0年度～平成12年度に行つた芝宮遺跡群上芝宮遺跡 2・ 3・ 6、 下曽根遺跡 2・

3・ 4‐ 5,6・ 7次調査の報告書である。

調査委託者   佐久市 (平成6～ 10年度新幹線高速道課、平成■年度から高速交通課)

調査受託者   佐久市教育委員会

遺跡名および所在地

芝宮遺跡群 上芝宮遺跡 (NSK)

佐久市大字長土呂

下曽根 (OSS)

佐久市大字小日井

調査年度及び面積

平成6年度 上芝富Ⅱ・Ⅲ、下曽根Ⅱ (1潟00r)

平成7年度 上芝官IV・ 下曽根Ⅲ (5や00r)

平成8年度 下曽根Ⅳ (1,450ば )

平成9年度 上芝宮Ⅵ、下曽根V(874ぜ )

平成lo年度 下曽根Ⅵ・Ⅶ (1,453r)

平成ll年度 下曽根Ⅷ (980♂ )

平成12年度 整理調査

調査は、平成6.7年度を林幸彦、平成8年度を三石宗―・森泉かよ子・小林員寿、平成9年度以降は小林員寿が担当した。

本書に掲載した上器写真の一部は (株)こ うそくに委託した。また、 トレースを含めた図の版下作成は (株)ア ースネッ

トに委託した。

土師器の胎上分析を行うために、三重県埋蔵文化財センターから北野型の試料を提供していただいた。

本書の編集・執筆は小林が行つた。

本書および出土遺物等のすべての資料は|、 佐久市教育委員会の責任下に保管されている。
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遺構の略号は以下のとおりである。

竪穴住居l」L― H  掘立柱建物址―F  土坑一D  滞址一M  どウトーP

挿図の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構-1/80  遺物-1/4

上記の原只じに異なるものは図中に明記した。

遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を「標高」として記した。

土層の色詞は1988年版 F新版 標準主色帖』に基づいて示した。

写真図版中の遺物番号および縮尺は、挿図と同一である。

住居址の面積は床面積であり、カマド等の付属施設が含まれている。

挿図中におけるスクリーントーン等は以下の表現である。
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第 I章 調査の概要

第 1節 調査の経緯と経過

芝宮遺跡群は佐久市の北部の、浅間火山第一軽石流の堆積と浸食により形成された「田切台地J

上に立地 している。田切谷を境界に東南の「田切台地」には長土呂遺跡群、西北の「田切台地」

には周防畑遺跡群が展開しており、佐久市有数の遺跡密集地域が形成されている。

今回、佐久市による市道改良事業が遺跡群内において計画され、遺跡の破壊が余儀なくされる

事態となり、佐久市教育委員会が平成 6年度～12年度にかけて、道路拡幅部分だけでなく現道下

も含め調査を実施した。

翻

釦

趣|&ゞ
第 1図  芝宮遺跡群上芝宮遺跡 下曽根遺跡位置図 (1125,000)



第 2節 調査体制
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管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

教育長

教育次長

埋蔵文化財課長

管理係長

管理係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

大井季夫

奥原秀雄

戸塚 満

谷津恭子

田村和広

車間芳行

林 幸彦

富沢一明

三石宗一 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

上原 学

大井季夫 (6月 退任)依 田英夫 (7月 就任)

市川 源

戸塚 満

谷津恭子 (6月 退任)

田村和広

大塚達夫

林 幸彦 三石宗一 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

富沢―明 上原 学

依田英夫

市川 源

北沢元平

棚沢慶子

田村和広

大塚達夫

林 幸彦

富沢―明

三石宗一 須藤隆司

上原 学

小林員寿 羽毛田卓也



平成 9年度

調査受託者

事務局

事務局 教育次長

文化財課長

文化財係長

文化財係

平成 6年度～12年度

調査担当者 林 幸彦 (平成 6・ 7年度)三石宗一

森泉かよ子 (平成 8年度) 小林員寿

青池紀子  浅沼ノブ江 阿部和人

岩崎重子  丼出愛子  丼出徳四郎

上原幸子  江原富子  遠藤 しづか

小田川栄  小幡弘子  柏原松枝

(平成 8年度)

(平成 8～ 12年度)

荒井ふみ子 飯沢つや子

岩崎友子  上原 希

大井文雄  大塚由美子

金森治代  川多アヤ子

教育長     依田英夫

教育次長    市川 源

埋蔵文化財課長 須江仁胤

管理係長    棚沢慶子                  ―

埋蔵文化財係長 大塚達夫

埋蔵文化財係  林 幸彦 三石宗一 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

富沢―明 上原 学

平成10年度

調査受託者 教育長     依田英夫

事務局   教育次長    北沢 馨

埋蔵文化財課長 須江仁胤 (管理係長兼任)

埋蔵文化財係長 荻原一馬

埋蔵文化財係  林 幸彦 三石宗一 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

富沢―明 上原 学

平成11,12年度

調査受託者 教育長 依田英夫

小林宏造

草間芳行

荻原一馬

林 幸彦 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也 富沢―明

上原 学 山本秀典 出澤 力

調査員



第 3節 調査日誌

平成 6年度

上芝宮遺跡Ⅲ

平成 7年度

上芝宮遺跡Ⅳ

平成 8年度

下曽根遺跡Ⅳ

平成 9年度

上芝宮遺跡Ⅵ

下曽根遺跡Ⅱ―平成 6年 10月 12日 ～H月 16日 。11月 22日 ～12月 22日

平成 6年 12月 26日 ～平成 7年 3月 31日

下曽根遺跡Ⅲ―平成 7年 9月 12日 ～12月 19日

平成 7年 12月 20日 ～平成 8年 3月 31日

―平成 8年m月 6日 ～11月 19日

平成 8年 11月 20日 ～平成 9年 3月 31日

下曽根遺跡V―平成 9年 9月 16日 ～10月 23日

倉見渡

/1ヽ林よしみ

佐々木久子

佐藤志
'デ

子

須藤瑞帆

角田すづ子

東城幸子

中條悦子

萩原宮子

林美智子

真嶋朱子

百瀬将史

山崎 直

渡辺久美子

木内明美

神津ツネヨ

小林幸子

小山澄恵

佐久本真樹子

沢井皐月

関口 正

角田 時

樋田咲枝

中山たのし

花岡美津子

樋沢しずえ

増野深志

森角雅子

山浦豊子

渡辺倍男

木内節雄

小金沢たけみ

小林妙子

小山正吉

桜井聖仁

篠崎清一

高橋陽一

角田 トミエ

中島武三郎

成沢冨子

花里四之助

細萱 ミスズ

官川百合子

柳沢孝子

山村容子

菊池喜重

小須田サクエ

小林立江

小山 功

桜井牧子

清水佐知子

田中ひさ子

角田良夫

中島照夫

新津 誠

花里香代子

堀籠滅子

武者幸彦

柳沢千賀子

吉原照美

菊池康一

小林喜久子

小林まさ子

佐々木正

佐藤愛子

篠原昭子

土屋貞子

東城友子

中島フクジ

新津幸雄

花里三佐子

堀籠みさと

茂木幸一

柳沢豊志子

和久井義雄

現場調査

整理調査

現場調査

整理調査

現場調査

整理調査

現場調査

整理調査平成 9年 10月 24日 ～平成10年 3月 31日



平成10年度

下曽根遺跡Ⅵ

平成11年度

下曽根Ⅶ

平成12年度

―平成10年 8月 17日 ～10月 26日

平成11年 2月 10日 ～3月 19日           現場調査

平成10年 9月 11日 ～平成11年 3月 31日       整理調査

―平成11年 12月 6日 ～平成12年 1月 14日       現場調査

平成11年 11月 8日 ～平成12年 3月 31日       整理調査

平成12年 5月 23日 ～平成13年 3月 26日 整理調査・報告書刊行

第 4節 遺跡の位置と周辺遺跡

○位置―芝宮遺跡群は、佐久市の北部に位置し標高730m～ 760mを 測 り、小諸市・御代田町に隣

接 している。遺跡群は浅間火山の軽石流期 (1万 4千年前～ 1万 1千年前頃)の噴火活動により

堆積 した第 1軽石流 (Pl)を 基盤とした地層が、水による浸食を受け火山山麓に特有な「田切

り」により区画された浅間火山南西の緩傾斜台地に立地 している。遺跡群を区画する「田切 り」

は現在、幅50m・ 深さ20mほ どの規模を呈 しているが、地形の形成上の特質から時間と共に成長

したものと考えられる。つまり、「田切 り」により区画されている遺跡群・遺跡に人々が生活 して

いた当時においては区画されていなかったり、往来に支障をきたす程のものではなかった可能性

も高いわけである。その傍証として本遺跡群内や聖原遺跡の調査において、広大な面調査が実施

されたが、明確な丼戸址は 1基 も確認されていない。つまり井戸に頼らなくとも生活用水が確録

できる状態であったわけである。その状態とは、「田切 り」が今ほど大きくなく、「田切 り」を流

れる小川からたやす く水が得られる状態を想定させる。

○周辺遺跡―周囲には、東に長土呂遺跡群、西に周防畑遺跡群・曽根城遺跡が「田切 り」を挟ん

で展開している。遺跡群内下曽根遺跡周辺は上信越自動車道の通過や佐久 ICの建設に伴い、公

共・民間の開発が集中したため、必然的に埋蔵文化財調査 も数多 く実施され、これらの調査によ

り下曽根遺跡を含む一帯が古代において大集落を形成していたことが明らかとなった。1990年 ～

1998年 の 9年間の上記遺跡群・遺跡毎の調査を概観 したものが第 1表である。試掘や立会い調査

を含むものの170.000ポ に及ぶ面積が調査され、1.200軒近 くの住居l■が発見されている。しかも、

この数字には県の調査分は含まれていないのである。はからづも芝宮遺跡群の北半分の中央を縦

貫する結果となった今回の調査において、長土呂遺跡群聖原遺跡の巨大集落と同時期の大集落が

下曽根遺跡にも展開していたことが判明した。更に上信越道に伴う調査により、下曽根遺跡西方

に「田切 り」を挟み隣接する周防畑遺跡群にも同時期の大集落が発見されている。高冷地で保水



力が弱い酸性土壌の土地に稲作は不向きである。また、このような大規模集落を支えるほどの農

地は確認されていない。更に、墓地も不明である。集落も古墳時代中期後半頃突如として出現 し、中

世には継続されない。多 くの課題の回答は今回の調査でも明らかとはしえなかったが、遺跡の大

まかな1生格は今回の調査により明らかとなった。

遺跡群・遺跡名 開発主体者 年度 保護措置 面  積 内 容

長土呂遺跡群 1 (株)佐々木組 H4 試掘 3,956nf 遺構 造物未確認

長土呂遺跡群 2 (株)吉 田製作所 H2 試掘 700nf 溝J■ -2、 Pに -1
長土呂遺跡群 2 (株 ) 浜 田 H5 試掘 l,242Eざ 溝址-1

長土呂遺跡群 3 神津ゆきよ H7 試掘 5,082nギ
住居址-7(奈良～平安)、 掘立柱建物址-4土坑
-1(縄文)

長土呂 上大林遺跡 l セキスイハイム信州 H3 試掘 2,062111 住居址-4(古墳後期)、 溝址-1

長土呂 下聖端 I 佐久市 S63 調査 5,000コド
住居l■ -47(古 墳後期～平安)、 掘立柱建物址-21

竪穴-2上抗-2、 溝址-12

長土呂 下聖端Ⅲ (株 )信濃住宅 H4 試掘→調査 719∬ 住居址-1(古墳後期)

長土呂 下聖端Ⅳ (株 )関東ガス H4 試掘 1,139111 遺構 遺物未確認

長土呂 下聖端Ⅳ (株)与志本林業 H ll 試掘→調査 2,846111
住居址-7(奈史～平安)、 掘立柱建物址 -19、 土

坑-2、 溝址-1
長土呂 聖原 I・ Ⅲ

～Ⅵ・Ⅷ Ⅸ
佐久市土地開発公社

Hl
～ 7

調査 97,000n∫ 住居址-975(古墳～平安)掘立柱建物址-860等

長土呂・聖原 ] 佐久市開発公社 Hl 調査 1,870珀 F
住居址-9(奈良 平安)掘立柱建物址-2、 土抗
一文、溝址-2

長土呂・聖原Ⅶ (株)東京電力 H5 調査 ，正 住居址-3(古墳後期～平安)、 土坑-2

長土呂・聖原 X (株)ア メニテイーズ H7 試掘→調査 3,400詢 F
住居址-35(奈 良～平安)、 掘立柱建物l■ -39、 溝

址-8、 土坑-32

芝宮遺跡群 2 森泉英 H2 立会い 330コ F 遺構・遺物未確認

芝宮遺跡群 3 (株)千 山広告 H4 試掘
を

ｍ 遺構 ,遺物未確認

芝宮遺跡群 4 (株)吉田製作所 H4 試掘 1,373コ∫ 遺構・遺物未確認

芝宮遺跡群 5 (株)ヤ オトク H4 立会い 840111 遺構・遺物未確認

芝宮遺跡群 5 佐藤邦夫 H5 試 掘 967nf 住居址-1(古墳後期,上芝宮IのHl未調査部分)、 竪穴-1(時期不明)

芝宮遣跡群 6 (株)U R ttI量 H5 試掘 9811ド 住居址-2(平安)、 溝址-1
芝宮追跡群 7 佐久市 H6 試掘 1,937nF 遺構・遺物未確認

芝宮遺跡群 9 (株 )守谷商会 H7 立会セ 165∬ 遺構・這物未確認

芝宮遺跡群 10 (有 )エンドレスオート佐久 H10 試掘→調査 1,458nば 住居址-3、掘立柱建物址-1土坑-2、 溝址-1、 Pit-4

芝宮遺跡群11 (株 )竹花組 H10 試掘 1,525nド 住居址-2、 土坑-2、 Pit-7

之宮・上高山遺跡 Ⅱ 神津縄雄 H3 試掘→調査 1,657nド 住居址-1(奈良)掘立柱建物址-5
芝宮・上芝宮遺跡 I 佐久市 H4 試掘→調査 470n正 住居址-1(古墳後期)

芝宮 上芝宮遺跡V (株 )クロスロード開発 H7 試掘→調査 1,678nド
住居址-9(奈 良～平安)内 2軒調査掘立柱建物址
-2、 土坑 2

芝宮
I

.南下中原遺跡
佐久市 S63 調査 7,00011i

住居址-11(古 墳後期 平安)、 竪穴-3掘 立柱建

物址-3等
芝宮 南下中原遺跡
Ⅱ

出光興産株式会社 H4 試掘→調査 2,15911i
住居l■ -4(古墳後期 奈史初頭)掘立住建物l■ ―

2、 溝址-2、 土坑-1(縄文)

芝宮 高山遺跡 I 佐久市土地開発公社 H5 調 査 4,705nギ
住居l■ -24(平 安)、 掘立柱建物址-6、 土坑-22
溝址-2

芝宮 高山遺跡 ] 佐久市土地開発公社 H7 試掘→調査 3,000コド
住居址-7(平安)、 掘立柱建物址-9、 土坑-5
溝址-3

周防畑遺 PTfN辞 3 柳沢秀樹 H4 立会い 2,072コド 遺構・遺物未確認

周防畑遺跡群 4 (有 )新栄開発 H5 試 掘 2,999コド 遺構 遺物未確認

周防畑遣跡群 5 (″k)ウェルストンクロス H6 立会▼ 96.3m 遺構 遺物未確認

周防畑 周防畑遺跡 I 千曲錦酒造株式会社 H8 試掘 6,800珀 F 住居址-7(平安)、 溝址、土坑等

第 1表 芝宮遺跡群 とその周辺における調査



■―調査範囲

■I― 県埋文センター調査

|

|

第 2図 芝宮遺跡群 と周辺遺跡



第 5節 基本層序

上芝宮遺跡、下曽根遺跡共に基本層序は変化なく同一である。

第 I層  耕作土

第Ⅱ層 灰黄褐色土(10YW/2)、 ローム(10YR8/4)の 混在土層 50cm

第Ⅲ層 黒褐色土層 (10YR2/2)弱粘質土層

第Ⅳ層 浅間火山第 1軽石流 (Pl)の堆積層

第Ⅲ層は遺跡の低地部分に広がる層であり、遺跡全面を被する

層でない。遺構検出は第Ⅲ・Ⅳ層上面で行ったが第Ⅱ層中におい  第3図 基本層序模式図

て確認できる。また、溝址の一部については第 H層上面において検出できるものも存在する。第

Ⅳ層は、佐久市北部の広範囲において基盤層として存在する。

軽石流が高熱であったためか、同心円状に第Ⅳ層中から吹き出したガスあるいは液体により、

白色・責色・赤色の粘質土が生成されている範囲が存在する。これらの粘質土は古代の人々によ

り、主としてカマ ドの構築土に利用されており、その採掘坑が確認できる。

第 6節 検出遺構・遺物の概要

○上芝宮遺跡Ⅱ

検出遺構

○下曽根遺跡Ⅱ

検出遺構

。Ⅲ oⅥ

住居址

掘立柱建物l■

土坑

Pit

・ Ⅲ・Ⅳ ,VoⅥ

住居址

掘立柱建物址

土坑

溝址

Pit

竪穴

6軒 (古墳時代後期

1棟

4基

20基

●Ⅶ

109軒 (古墳時代後期

41棟

9基

5条

702蓋き

2基

平安時代)

平安時代 )



第Ⅱ章 上芝宮遺跡の調査

第 1節 遺構と遺物

OHl号住居址 (第 4図、図版 1・ 74)

遺構-2次調査調査区の東端で検出された。調査区外に延びるため全容は不明であるが、東南隅

にカマ ドが構築されているものと思われる。東西長3.6m、 壁残高40～ 56cmの規模を有 し、壁下に

は連続 しない周溝が巡 り、部分的にPit状の掘 り込みが伴う。柱穴はPl～ P4の 4基が主柱穴で

あろう。確認された柱痕は径15cm前後であった。覆土は自然堆積である。

遺物一土師器が出土している。量的には極めて少量である。 1は底部に右回転糸切痕をのこす小

皿、 2は柱状高台に右回転糸切痕をのこす小皿、 3は内外面黒色処理でヘラミガキ調整が施され

る碗で、高台中央に方向不明の回転糸切痕が認められる。 4は足高気味の高台を有する碗、 5は

底部に方向不明糸切痕をのこす鉢である。

OH2号住居址 (第 4図、図版 1・ 74)

遺構―Hl号住居址に切られ、僅かな部分が残存 していた。カマ ドは不明であるが、壁下に部分

的に周溝が巡 り、この周溝から直角に柱穴に連なると思われる、所謂「間仕切 り」溝が認められ

る。南北長4.2m、 壁残高44～ 52cmの規模を有 し、Hl号住居址の掘方下から検出した2基の柱穴

は径20cm、 深度50cmであった。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器 2点が図化可能であつた。 1は橙色で極めて焼成の良い杯である。内面はナデ調整、

外面底部にはヘラケズリ調整が施される。 2は短い口縁部が外反する鉢で、内面に粗いヘラミガ

キ、外面口縁から体部上半には内面同様の粗いヘラミガキ、体部下半にはヘラケズリ調整が施さ

れる。

OH3号住居址 (第 5図、図版 1・ 74)

遺構-3次調査調査区西端で検出された。隅九長方形の平面プランを呈 し、南北長3.2m、 東西長

2.8m、 壁残高16～ 24cm、 床面積11,1ポ の規模を有する。長軸方位をN-25° 一Eに とり、カマ ド

は東南隅に粘土で構築されている。床面上で2基、掘方から4基のPitが検出されたが柱穴は判然

としない。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器が 3点図化可能であった。 1は底部に右回転糸切痕をのこす小皿、 2・ 3は共に方

向不明の回転糸切痕をのこす、碗である。高台は足高気味である。
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1.黒褐色土層 (10YR2/2)耕 作上。
2.黒色土層 (10YR1 7/1)。
3.黒色上層 (10YR2/1)。
4.黒褐色土層 (覧OYR3/1)75YR5/6を ブロック状に含む。
5.黒褐色土層 (10YR3/2〉 炭化物・75YR5/6を ブロック状

に含む。

罐.明褐色土層 (10YR5/6)。 掘方坦土。

■ 柱痕 (10YR3/3)。

0   標高 73406m   2m

1.黒褐色土層 (10YR2/3)。
2.灰白色土層 (10YR7/1)。
3.褐灰色土層 (10YR5/1)◇
4.にぶい責橙色上層 (10YR7/3)

鰈 明褐色土層 (75YR5/6)75YR17/1
を帯状に合む。掘方埋土。
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第 4図 上芝宮
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1.

2.

3.

4.

5.

B  6.~~   7.

縁.

斡.

黒褐色土層 (10YR2/2)。
極暗掲色上層 (75YR2/3)。
黒褐色土層 (75YR2/2)。
褐色土層 (75YR4/4)。
極暗褐色土層 (75YR2/3)カ マ ド構築土の流出層。
暗褐色土層 (10YR3ん )。

暗褐色土層 (10YR3ん )。

黄褐色土層 (10YR5/6)カ マド掘方埋土。
暗褐色土層 (10YR3/4)貼 床。
カマド構築粘土 (10YR2/3)。

0   標高 73410m   2m

3

耕作土 (10YR3/3)。
黒褐色土層 (10YR2/3)。
黒褐色土層 (75YR2/2)。
褐色土層 (75YR76)。
暗褐色土層 (75YR3/4)。
にぶい責橙色土層 (10YR7/4)貼 床。
暗褐色土層 (10YR3/4)掘 方坦上。
黒褐色土層 (10YR2/2)掘 方埋上。
明黄褐色土層 (10YR6/6)掘 方坦土。

基
号住居址H3

■
２．
３．
生
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鐵
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系電国≡ラて(1)
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乗
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弓 子 (2)

H4号住居址

第 5図 上芝宮 H3

標高 734働m

H4号 (1)住居l■



第 6図 上芝宮 H4号 住居址 (2)

OH4号住居址 (第 5・ 6図、図版 1・ 74)

遺構-3次調査調査区中央で検出された。調査区域外に延びるため全容は不明である。東西長4.48

m、 壁残高36～44cmを測る。カマ ドは調査範囲には存在 しない。 2基検出されたPitは 主柱穴であ

り、壁下には周溝が巡る。覆土は自然堆積であつた。他遺構との重複は認められない。

遺物―土師器が出土 している。 1～ 4は郭である。 1～ 3は緩やかに外反する口縁部と底部の境

に稜を有する。 1が狭 く比較的平坦な底部を有するのに対 し、 2,3は丸底を呈する。調整も2・

3はヘラミガキや内面黒色処理が施されるが、 1は内面ナデ、外面ヘラケズリ調整である。 4は

半球状のもので、内面ヘラミガキ、外面にはヘラケズリ調整が施される。 5は鉢で、内面にヘラ

ミガキ調整と黒色処理、外面にはヘラケズリの後ヘラミガキ調整が施される。 6。 7は長胴奏で

6が丁寧なナデ調整により仕上げられ、調整痕が不明瞭であるのに対 し、 7は外面のヘラケズリ、

内面の刷毛目状のナデ調整が明瞭である。 8は多孔で小型の甑である。外面ヘラケズリ、内面ナ

デ調整が施される。 9は壼の底部である。内外面共に丁寧なヘラミガキ調整が施される。 3・ 8・

9に は底部から体部にかけて黒斑が認められる。

OH5号住居址 (第 7図、図版 2・ 74)

遺構-3次調査調査区中央で検出された。西方にD3号土坑を挟んでH4号住居址、南にH6号

住居址が存在する。隅九長方形の平面プランを呈 し、N-35° 一Eに長軸方位をとる。南北長3.4

m、 東西長4.Om、 壁残高44～ 64cm、 床面積17,7♂ の規模を有する。カマ ドは北壁中央に構築され

ており、地山を削 りだして粘土で被覆をしている。床面上で 6基、掘方で 1基検出されたPitの 内

Pl～ P4の 4基が主柱穴であり、径18cm大の柱痕が認められた。掘方の調査から柱は掘方の状

12
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0   標高 73480m   2m

黒褐色土層 (10YR3/2)10YR2/3・ 10YR7/6を 含む。
黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/6多 含。
明黄褐色土層 (75YR5/8)。
黒褐色土層 (10YR2/2)炭 化物・焼土含む。
褐色土層 (10YRγ 4)。

赤褐色土層 (25YR4/6)。
暗褐色土層 (10YR3/4)。
にぶい赤褐色土層 (25YR4/4)炭 化物・焼土含む。
褐色土層 (10YR4/6)灰 主体。
暗赤掲色土層 (25YR3/4)。
柱痕 (75YR3/3)。
柱痕 (75YR2/2)。
黒掲色土層 (75YR2/2)掘方埋土。
黄褐色土層 (10YR5/8)掘 方坦土。
カマド構築粘土。

カマ ド天丼部崩落層。

H5号住居址第 7図 上芝宮
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態で建てられ埋土により固定されていることが確認された。そのため、床面上では柱痕しか確認

できなかった。壁下には周溝が確認された。覆土は自然堆積である。他遺構 との重複は認められ

ない。

遺物―土師器と須恵器が出上している。土師器には杯-1・ 2、 奏-4、 甑-5が認められる。

杯は2点共に内面黒色処理が施されるが、 1は放射状の暗文部以外はナデ調整であるのに対 し、

2はヘラミガキが施される。外面も、 とが底部にヘラケズリを施すのに対 し、 2はその後粗いへ

ラミガキを外面全面に施している。奏、甑共に内面ヘラミガキ、外面ヘラケズリ調整が施される。須

恵器には杯蓋-3と 奏 6が認められる。杯蓋は日縁部と天丼部の境に稜を有 し、日縁端部の内面

は凹む。奏は外面に平行叩目、内面には同心円状の当具痕が認められる。

OH6号 住居址 (第 8。 9図、図版 2・ 74・ 75)

遺構-3次調査調査区中央、H5号住居l■南で検出された。調査区外に廷びるため全容は不明で

あるが、東西長5.52m、 壁残高40～ 50cmの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に位置し、地

山を削 りだして粘土を被覆した袖の先端部分には、焚き田部分の天丼石を支える石が残存してい

る。これに支えられていたであろう天丼石とカマ ド天丼部分は崩壊していた。壁下には周溝が認

められ、これから直角に住居址内部に向かい延びる、所謂「間仕切 り」溝が存在する。掘方も含

め4基検出されたPitの 内Plと P2が主柱穴である。径18cm前後の柱痕が認められた。覆土は自

然堆積であり、調査部分においては他遺構との重複は認められない。

遺物―土師器、鉄器が出土 している。 1～ 5は郭である。 1は比較的平坦な底部から外湾しなが

ら体部が立ち上がり、日縁部が短 く直立するため、日縁部と体部の境には稜が形成される。内外

面共にヘラミガキ調整が施される。 2は須恵器杯身を模倣 したものであり、内面ヘラミガキ、外

面はヘラケズリ後粗いヘラミガキ調整が施される。 3は九みを帯びた平底から口縁部が直立する

もので、内外面共に丁寧なヘラミガキが施される。 4・ 5は底部が浅い半球状を呈 し、日縁部が

緩やかに外反するもので、体部と口縁部の境には稜が形成される。外面底部にヘラケズリが施さ

れる他はヘラミガキ調整が施される。 4は内面黒色処理、 5は内外面に赤彩が施される。 6は小

型の甕でタト面はヘラケズリ後ヘラミガキが施され、更にナデが力Eえ られる。内面はヘラケズリ気

味のナデ調整である。 7は須恵器を模倣 したと思われる重の口縁部で、内外面にヘラミガキが施

される。 8は底部全体が開口すると思われる甑である。ヘラケズリ後に粗いヘラミガキ調整が施

される。鉄器 9は 中央に円が 2連 したような孔が穿たれた方形の板状のものである。用途・性格

は不明である。
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1.耕作上。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR5/8ブ ロック少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR2/3ブ ロック含む。
4.黒褐色土層 (10YR2/3)。
5.暗褐色土層 (10YR3/3)。
6.暗赤褐色土層 (5YR3/3)。
7.黒褐色土層 (5YR2/2)。
8.褐色土層 (7.5YR4/6)灰 主体、焼土含む。
9。 にぶい褐色土層 (75YR5/4)。
10.黒褐色土層 (10YR2/3)。
11.暗褐色土層 (10YR3/3)。
12.黒褐色土層 (75YR3/2)。
13.暗掲色土層 (75YR3/2)75YR7/8ブ ロック多含。
14.極暗褐色土層 (75YR2/3)。

議:黒褐色土層 (75YR2/2)10YR4/6プロック多含。掘方埋土。

攀 極暗褐色土層 (75YR2/3)。 掘方埋土。

錢 黒褐色土層 (10YR2/3)。 掘方埋土。

熱 褐色土層 (75YR4/6)。 掘方理土。

罷細凶煮

罹細凶煮

第8図 上芝宮 H6号住居址 (1)
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第 9図 上芝宮 H6号住居jI(2)

OFl号 掘立柱建物址 (第 10図、図版 3・ 75)

遺構-2次調査調査区北西端で検出された。10基のPitに 構成される側柱式の建物址で、南北が 2

間4.6mで柱間2.0～ 2.36m、 東西が 3間6.2mで柱間1.92～ 2,32mを 測 り、柱穴の径は48～ 80cmで深

度は20～60cmの 規模である。N-65° 一Eに長軸方位をとる。柱痕が確認されなかったため、柱

の規模は不明である。

遺物―土師器小皿の底部片が 1点出土している。方向不明の回転糸切り痕が底部にのこされている。

ODl号 土坑 (第 10図 )

遺構-2次調査調査区南西端で検出された。D2号土坑を切る。南北1.8m、 東西2.Omの楕円形を

呈し、N-36° 一Eに長軸方位をとる。深度は80cmを 測 り、逆台形の断面形状である。出土遺物

は皆無であり、時期・性格は不明である。

OD2号 土坑 (第 10図、図版 3・ 75)

遺構-2次調査調査区南西端で検出された。Dl号土坑に切られる。調査区外に延びるため全容

は不明であるが、径 2m前後の円形の平面プランを呈するものと思われる。断面逆台形を呈し、

深度1.52mを 測る。覆土は人為埋土の可能性が高い。

遺物―土師器の郭片が 1点出土している。外面は口縁部を除きヘラケズリ、内面と外面口縁部に

はナデ調整が施される。
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B

0   標高 73325m   2m

黒褐色土層 (10YR2/3)◇
黄褐色土層 (10YR5/6)◇
黒褐色土層 (10YR2/3)

Dl号上坑

第 10図 上芝宮

0   標高 73346m   2m

標高 73365m
耕作土。
黒色土層 (10YR2/2)。
黒色土層 (10YR17/1)夕 ミヾス少含。
黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム粒子・パミス少含。
褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム主体。

― -1

1.黒褐色土層 (10YR2/3)。
2.極暗褐色土層 (75YR2/3)。
3.暗褐色上層 (10YR3/4)。
4.黒色土層 (10YR2/1)。
5.褐色土層 (10YR4/4)◇
6.暗褐色土層 (10YR3/4)。
7.黒褐色土層 (10YR2/3)。
8.黒褐色土層 (75YR3/2)。
9.黒色土層 (75YR17/1)。
10。 褐色土層 (10YR4/6)。
11.褐色土層 (10YR4/4)。

◎

４

⑬ 二◎

４

③Ｇ

一　

　

Ａ

一

Ｆ
一

Ｅ
一

Ｂ
一

D2号土坑

Fl号掘立柱建物址、Dl・ D2号土坑

Fl号掘立柱建物址
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0  標高 734ωm  2m

D3号土坑

1,暗褐色土層 (10YR3/3)10YR7/8ブ ロック多含。人為埋土。

0   標高 73310m   2m

D4号土坑

1.黒褐色土層 (10YR3/2)φ 2cm以下10YR7/8ロ ームブロック少含
2.10YR7/8ロ ーム

第11図 上芝宮 D3・ D4号土坑

OD3号 土坑 (第 11図、図版 3)

遺構-3次調査調査区中央においてH4・

5・ 6号住居l■ に囲まれるような位置で検

出された。東西長、南北長共に2.2mの 円形

の平面プランを呈 し、底部中央には径18cm

前後のPit状の落ち込みを有する。底までの

深度80～ 90cm、 Pit部分を含めると116cmの

深度を有する。本遺跡及び周辺地域で検出

される通常の縄文時代の陥穴とは平面形状

が異なるものの、断面形状や所謂「サカモ

ギ」の痕跡と考えられているPit状の落ち込

みの存在などから本址は縄文時代の陥穴と

捉えておきたい。出土遺物は皆無であった。

OD4号 土坑 (第 11図、図版 4)

遺構-6次調査調査区の中央東よりにおい

て検出された。調査区域外に延びるため全

容は不明である。調査範囲内においては他

遺構との重複関係は認められなかった。長

径 4m前後の楕円形の平面プランを呈する

ものと思われ、深度は調査範囲の再深部で

76cmを 測る。断面形状は不整で緩やかな凹

凸を有する鍋底を呈する。覆土は自然堆積

であり、出土遺物は皆無である。

第Ⅲ章 下曽根遺跡の調査

第 1節 遺構と遺物

OHl号 住居址 (第 12図、図版 5。 75)

遺構-2次調査調査区西端において検出された。Fl号掘立柱建物址に切 られる。攪乱及び調査
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区域外に延びるため全容は不明である。東西長2,4m、 壁残高28～ 32cmの規模を有 し、東壁の中央

と思われる位置に粘土でカマ ドが構築されている。カマ ドと対峙する西壁の中央部を除き壁下に

は周溝が巡る。Pitは 1基検出されているが柱穴ではなく、柱の位置は不明である。覆土中の 3層

は人為埋土であることから、住居廃絶後に竪穴が若干埋没した状態で、人為的に埋土がなされ平

地化されたものと推測される。

遺物―土師器が 3点出土 している。 1は鉢で内面はヘラミガキ、外面体部はヘラケズリ後に粗い

ヘラミガキ調整が施され、日縁部はナデ調整で、所謂「有段口縁杯」のような稜線が巡る。外面

底部には黒斑が認められる。 2は小型の甕で、灰白色の色調を呈し、胎土には白色の石粒を多含

している。在地の上器ではなく、搬入品であろう。 3は壺の体部である。内外面共にヘラケズリ

後に刷毛目が施される。

0   標高 7奄 3511m   2m

l.黒褐色土層 (10YR3/2)耕 作上。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)。
3.10YR2/3・ 10YR6/8・ 10YR3/2の 混在土層。人為坦上。
4.黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/3粘 土多含。
5.暗褐色土層 (10YR3/4)粘 土主体。焼土・濃化物含む。
6.黒褐色土層 (10YR2/3)。
7.暗褐色土層 (10YR3/3)。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)。

第12図 下曽根 Hl号住居II



OH2号住居址 (第 13～15図、図版 5・ 75～ 77)

遺構-2次調査調査区西半中央部で検出された。F2号掘立柱建物址を切る。隅丸長方形の平面

プランを呈 し、南北長5.4m、 東西長4.6m、 壁残高28～ 56cm、 面積30。8♂ の規模を有する。カマ ド

は北壁の中央部分に石芯を粘土で被覆して構築していたものと思われる。5基検出されたPitの 内

Pl～ P3の 3基が主柱穴であり、本来存在 したであろうもう1基は水道管の攪乱により消滅した

ものと考えられる。また、本址は拡張されており、掘方の調査により、旧住居の床の 1部や 2基

の主柱穴、1基のPit、 カマ ドの火床が残存 していた。平面規模は本址よりも80cmほ ど小型であり、

特定方向に拡張したものではなく、全方位に均等に拡張されている。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、土製品、石器が出土 している。土師器には郭 (1～ 5)。 碗 (6)。 皿

(8)・ 甕 (34・ 35)・ 台付甕 (36)が認められる。杯は回転糸切 りによリロクロから切 り離されて

いるが、その後回転ヘラケズリや手持ちのヘラケズリが加えられている。 1は赤色顔料の容器と

して使用されたらしく内面に付着 している。また、全てが内面黒処理であり、 2～ 5は 内面が赤

彩されていた痕跡が見受けられるが、判断できない。 6は大ぶりな碗で内面黒色処理、外面はロ

クロの回転によるヘラミガキが施される。 8の皿底部を欠損するが、有台であろう。内面黒色処

理である。甕・台付甕は全て武蔵奏である。「コ」字口縁で、最大径が体部に存在する。須恵器に

は杯 (9～ 29)、 有台郭 (30)、 杯蓋 (31～ 33)、 重 (37)、 凸帝文付四耳壺 (38)が認められる。

郭は右回転の糸切 りによリロクロから切 り離され、その後の調整は加えられない。褐色を呈する

酸火炎焼成のもの14・ 20・ 23・ 24も 存在する。また、火欅も顕著である。 9は 内面にも回転糸切

痕が認められ制作過程が想定できる資料である。26に は「主」の墨書が認められる。有台杯は底

部に右回転糸切痕をのこす。イ蓋は扁平な擬宝珠つまみが付 き、天丼部には回転ヘラケズリが施

される。371ま長頸あるいは短頸の壼底部であろう。38の 凸帯文付四耳重は叩き成形時の平行叩目

と同心円の当具痕が認められる。耳に子しは穿たれていない。土製品は39の輪の羽口が出土してい

る。また、 2点の鉄津や刀子・釘 。金具等の鉄器 8点 も出土 しており、遺構の痕跡は見いだせな

かったが、本l■ は鍛冶址の可能性を有する。石器には40の砥石と41の磨石が認められた。

OH3号住居址 (第 16図、図版 6・ 77)

遺構-2次調査区東半中央で検出された。F5号・F6号掘立柱建物址を切る。調査区域外に延

びるため全容は不明であるが、東西長3.96m、 壁残高48～ 64cmの規模を有する。カマ ドは調査範

囲には存在 しなかったが、北壁の中央部に位置するものと思われる。柱を埋設後床を貼っている

ためPitの 掘方は床面上では確認できなかった。柱痕が存在 したPl～ P3の 3基のPitが主柱穴であ

ろう。柱は径20cm前後である。覆土は自然堆積である。
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1.黒褐色土層 (10YR2/2)5 nlll以 下石粒・パミス少含。
2.暗掲色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子多含。ロームブッロク・パミスを含む。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)51111以 下石粒を合む。パミス・ローム粒子少含。
4.灰褐色土層 (75YR4/2)粘土ブロック多含。ローム粒子・パミス少含。
5.黒褐色土層 (10Y貶/3)

6.褐色土層 (10YR4/4)

蔭.暗褐色土層 (10YR3/④ 貼床。
期.暗褐色土層 (10YR3/3)掘 方埋土。
9.褐色土層 (10YR4/6)旧 住居の覆上。
10。 褐色土層 (10YR4/6)旧 住居の覆土。
11.暗褐色土層 (10YR3/4)粘 上 (10YR7/3)少 含。
罐.にぶい黄澄色土層 (10YR7/3)カ マド掘方坦土。
罐.褐色土層 (10YR4/4)旧 住居掘方坦土。

第13図 下曽根 H2号住居址 (1)
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第14図 下曽根 H2号住居址 (2)



″__r=ョ
ILIE  32

―
33

31

菊
/C｀ ど

1

第15図 下曽根 H2号住居址 (3)

遺物―土師器、須恵器が出土 している。土師器は全て武蔵甕 (3・ 4)である。「く」字口縁で、

口縁部と体部がほぼ同径で最大径である。須恵器には郭と甕が認められる。杯 1,2は共に底部

に右回転糸切痕をのこし、内外面に火欅が認められる。甕 5は底部片で外面に平行叩目を有する。
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0   標高 ・4&55m   2m

黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子・パミス・炭化物少含。

黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム粒子・パミス少含。

黒褐色上層 (10YR3/2)ロ ーム粒子・炭化物・10YR2/2ブロック少含、
パミス含む。
黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム粒子・パミス・炭化物少含。

暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子含む、パミス少含。

暗褐色土層 (10YR3/3)員占床。

褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム多含、10YR2/2ブロック・パミス含む。

褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム多含、パミスを含む。

黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム・パミス多合、10YR2/2プロック含む。

にぶい橙色土層 (5YR6/4)粘 土層。
明黄褐色土層 (10YR6/8)
褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子多合、10YR2/2プロック・パミス合む。

柱痕10YR2/3
6～ 12層 は掘方埋土。

第16図 下曽根 H3号住居l■

OH4号 住居址 (第 17図、図版 6。 77)

遺構―H6号住居 l■ の東隣で検出された。調査区域外に延びるため全容は不明であるが、調査部

分においては他遺構 との重複関係は認められなかった。東西長5,08m、 壁残高24～40cmの 規模を
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1.黒褐色土層 (10YR2/2)パ ミス・炭化物少含。
2.黒褐色上層 (10YR3/2)ロ ーム・炭化物少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム・パミス少含。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)パ ミス少含。~ 
題.黒褐色土層 (10YR2/3)柱 痕。
6.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム・パミス少含。
7.暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム少含。

嬢.暗褐色土層 (10YR3/4)貝占床。

鰻.褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム少含、10YR3/4ブ ロック・パミス

含む。
鸞士黄褐色土層 (孔 OYR5/6)ロ ーム主体。10YR2/2ブロック含む。

嬢 黒褐色土層 (10YR2/3)粘 土プロック少含、ローム粒子・パミス
含む。

6 鵜章蟹名巷星ざイ認誘【:ケ 6F「
ム多含。

8～ 13層 は掘方埋土。

第17図 下曽根 H4号住居址



有する。調査部分にはカマ ドは存在せず、未調査の北壁中央部に有するものと思われる。Pl～ P3

の3基は主柱穴であり、礎石を有するP3以外の 2基は径20cm前後の柱痕が確認された。周溝は

は有さず、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、石器、鉄器・鉄滓が出土している。土師器 1・ 2は郭である。内面黒色

処理が施され、 2は底部に右回転の糸切痕をのこす。 3は有台の皿で、内面黒色処理が施され、

外面底部の高台内には右回転の糸切痕がのこされ、更に墨色が記されている。高台は欠損 してい

る。須恵器 4は郭蓋で口縁部を欠損する。天丼部が高 く、扁平な擬宝珠状のつまみが只占付され、

外面の天丼部には回転ヘラケズリ調整が施されている。石器 4は砥石であり、 4面が使用されて

いる。鉄器は斧箭と柳刃の鏃身の鉄鏃が各 1点 と、未図化であるが鉄津 2′点が出土した。

OH5号 住居址 (第 18図、図版 6・ 77)

遺構-2次調査区東端において検出された。H6、 H7号住居址に切られる。南北長3.4m、 壁残

高68～ 76cmの規模を有 し、北壁中央にカマ ドが位置する。カマ ドは、袖先端の焚口を構築する石

及びそこに懸架される天丼石と、カマ ド本体の天丼部は残存 しない。 3基検出されたPitは 全て主

柱穴であるが、柱痕は確認できなかった。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器と須恵器が出土している。全て杯である。 1～ 3は内面黒色処理が施される土師器

杯で、 1は漆状の光沢のある黒色顔料が外面に塗布される。 2は口縁部を除く外面にヘラケズリ

調整、 3は外面全面にヘラミガキ調整が施される。 4は内面と外面口縁部にヘラミガキ、日縁部

を除く外面にヘラケズリ調整が施される。 1～ 4の上師器杯全てが半球状の器形を呈する。 5の

須恵器杯は白色石粒を多含するが、精選された胎土である。ヘラによリロクロから切 り離されて

いる。

OH6号住居址 (第 19図、図版 7・ 73)

遺構-2次調査区東端において検出された。H5号・H7号住居l■ を切っている。隅九長方形の

平面プランを呈し、南北長3.4m、 東西長4.2m、 壁残高32～ 44cm、 面積約17.7ド の規模を有 し、N

-35° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に位置するが、火床を除き残存 していない。4

基検出されたPitは 全て主柱穴であり、径18cm前後の柱痕が確認された。周溝は有さず、覆土は自

然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出上 している。 1は内面黒色処理が施される土師器郭で、底部に

は手持ちのヘラケズリ調整が施される。 2は底部を欠損するが、内面黒色処理の土師器椀と思わ

れる。 6～ 10の土師器奏は全て武蔵甕で、 6が「く」他は「コ」字の回縁である。最大径は体部

に有 している。 3は底部に右回転の糸切痕をのこす須恵器郭で、酸火焔焼成である。底部を欠損

26
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1.黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム多含、パミス含む。
2.褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム多合、10YR2/1ブロック・パミス含む。
3.褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム多含、パミス含む。
4.暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム・loYR2/1ブロック多含、パミス含む。
5.褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム多含、パミス含む、loYR2/1プロック少含。

黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム・10YR2/1ブロック含む。
黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ーム主体。
黒色土層 (10YR2/1)カ マ ド掘方埋土。
黒掲色土層 (10YR2/3)貝占床。
黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ーム主体、10YR2/1プロックを含む。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 赤褐色粘土多含、カマ ド掘方埋土。
カマ ド構築粘土 (5YR4/4)。
8～ 11層 は掘方埋上。

第18図 下曽根 H5号住居l■

するが 4は須恵器の有台杯である。 5は須恵器の郭蓋で、つまみを欠損する。外面天丼部には回

転ヘラケズリが施され、外面には火欅がみとめられる。鉄器は鉄鏃が 1点出土している。

OH7号 住居址 (第20図 、図版 7・ 78)

遺構-2次調査区東端において検出された。H5号住居l■ を切 り、H6号・H8号住居址に切ら

れる。隅九長方形の平面プランを呈し、南北長2.Om、 東西長3.6m、 壁残高52～56cmの 規模を有
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1.黒褐色土層 (10YR3/2)5 nHl以 下石粒・ローム粒子・パミス少含。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)5 Hll以 下石粒・ローム粒子・パミス少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)5 Hll以 下石粒・ローム粒子・パミス・10YR2/2ブッロク少含。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム粒子・パミス少含。
5.黒褐色土層 (10YR2/3)5 Hll以 下石粒 。ローム粒子・パミス少含。
6.暗褐色土層 (10YR3/3)5 mll以 下石粒、ローム粒子・パミス少含。
7.灰褐色上層 (75YR4/2)粘土ブロック多合・炭化物含む。
8.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子含む、パミス少含。

錢 黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム粒子含む、ロームブロック・10YR2/孔 プロック少含。

畿 黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ーム主体。

4黒 褐色土層 (10YR2/3)柱 痕

第19図 下曽根 H6号 住居址
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服
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渤υ

する。N-57° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは存在 しないか、H6号住居l■ により破壊された北

壁に存在 したものと推測される。柱穴は確認されず、H8号住居l■ との重複部分の壁下には周溝

るらしい。覆土は自然堆積である。

―外面ヘラケズリ、内面ナデ調整が施される土師器奏の口縁部片が 1点出土している。

く
|

0   標高 74879m   2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム多含、パミス・10YR2/1ブロック含む。
2.にぶい黄褐色上層 (10YR4/3)ロ ーム・パミス多含、10YR2/1ブ ッロク少合。
3.褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム・パミス多合、10YR2/1ブッロク少含。
4.黒褐色土層 (10YR3/2)パ ミス含む、ローム粒子少含。

第20図 下曽根 H7号 住居址

OH8号住居址 (第 21・ 22図、図版 7・ 8・ 78)

遺構-2次調査区東端において検出された。H7号住居址を切る。隅九長方形の平面プランを呈

し、南北長5.12m、 東西長4.24m、 壁残高44～ 64cllの 規模を有し、N-21° 一Wに長軸方位をとる。

カマ ドは北壁中央に位置し、石と粘土で構築される。掘方も含め 7基検出されたPitの 内、床面上

で検出された4基が主柱穴である。柱痕は確認されなかった。周溝は持たない。覆± 2層 に炭化

物が帯状に堆積することから、 3層が自然あるいは人為埋土により堆積 した後、当住居の構築材

あるいは他の塵等を消却し、平地化したものと推測される。

遺物一土師器、須恵器、鉄器が出土 している。土師器には 1の 内面黒色処理される杯 と、20の

「く」字口縁を呈する武蔵甕が認められる。須恵器の大半は2～ 12の杯である。 8の底部が手持ち

ヘラケズリ、 2・ 12が底都周縁に手持ちヘラケズリが施される他は右回転の糸切痕をのこす。ま

た、ほぼ全てに火欅が認められ、酸火焔焼成ではないが、灰白色の色調のものも多い。13は 身の

深い有台杯で糸切痕をのこす。14～ 18は杯蓋で、つまみは扁平な擬宝珠、天丼部には回転ヘラケ

ズリが施される。18は 「 8」 のような焼成前の刻書が認められる。19は凸帯文付四耳重で、内面

に細かな刷毛目状の調整痕が認められる。外面には平行叩目痕がのこされ、凸帯は断面三角形、

耳には貫通 しない孔が上方向から穿たれれている。また、外面には褐色がかった緑色から褪せた

責色を呈する自然釉が付着している。鉄器は21が刀子、23が鉄鏃であるが、221よ不明である。

29



柳
籐
蔭
甥
磯
魏

」

0   標高 74&89m   2m
l      l      lU宇溝

 賜

４

＝

＝

〃

／

日

＝

Ｗ

＝

＝

― Ｉ

Ｈ

日

Ｗ

川

Ｕ 23

斡囀

0

1.暗褐色土層 (75YR3/4)。
2.褐色土層 (75YR4/4)炭化物を帯状に含む、南にロームを多含する。
3.褐色土層 (75YR4/3)。
4.橙色土層 (75YR6/6)カ マ ド崩落層。
5,褐色土層 (10YR4/6)。
6.明褐色土層 (■5YR5/6)貼 床。
罐.褐色土層 (10YR70。

踵警輻雹圭層【紹 ∫́
機 カマド構築粘土 (75YR6/4)。

6～ 9層は掘方埋土。

け

,  21

30

第21図 下曽根 H8号住居址 (1)
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第22図 下曽根 H8号住居l■ (2)

OH9号 住居址 (第23・ 24図 、図版 8・ 79)

遺構-3次調査区西半中央部において検出された。住居中央が攪乱により破壊される他は遺構と

の重複関係は持たない。隅丸長方形の平面プランを呈 し、南北長3.68m、 東西長3.2m、 壁残高20

～40cm、 面積12.9ド の規模で、N-22° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは東壁の南東コーナー付近

に位置 し、粘土で構築された片袖 と火床が残存 していた。掘方を含め 8基検出されたPitの 内、

Pl～ P3の 3基 と攪乱により消滅したであろう 1基の計 4基が主柱穴を構成したものと考えられ

る。柱痕は確認されなかった。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には 1～ 7の杯、 8～ 12の椀、13の 皿、15

へ́18の 甕が認められる。杯は、 2の底部には「×」の焼成前刻書、また 5～ 7に は墨書が記され

る。全てが内面黒色処理され、 2が手持ちヘラケズリの他は底部が残存するものは回転糸切痕を

のこしている。椀も8を 除き内面黒色処理が施され、11を 除き底部には回転糸切痕をのこしてい

る。101よ 「十」字の暗文が内面に施される。11は 、器形・外面にのこされる指頭圧痕・薄い器壁・

特徴的な内面のヘラミガキ・低い断面三角形の高台など、在地の椀とは異なる特徴を備えており

機内方面からの搬入品と思われる。同様に8の椀も、11と は異なる地域からの搬入品の可能性が

磁器を模倣 したような高台や器形、金雲母や 3 1mn大 の石粒を含む砂質の胎土に見受けられる。13

の皿は墨書が認められ、底部は欠損するものの高台を有するものと思われる。奏は18が ロクロ奏

の他は、武蔵甕である。須恵器には14の 皿、20・ 21の奏が認められる。皿は酸火焔焼成気味で、

土師器の有台皿と同様な器形である。底部には回転糸切痕をのこしている。甕は2点共に広口で

長頸のものである。201よ櫛描波状文が施されている。石器22は磨石、21は黒曜石製の石鏃である。

21は混入品である。

18
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黒褐色土層 (10YR2/2)。
暗褐色土層 (10YR3/3)。
明黄褐色土 (10YR6/6)、 黒褐色土 (10YR2/3)の混在上層。

0   標高 743435m  2m
l      l      l

掲色土層 (10YR4た )。

明黄褐色土層 (10YR6/8)。
褐色土層 (10YR4/3)。
明褐色土層 (10YR5/6)。
褐色土層 (10YR4/4)。
赤褐色土層 (5YR4/6)カ マ ド構築粘土。
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第23図 下曽根 H9号 住居址 (1)
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第24図 下曽根 H9号住居l■ (2)

OH10号住居址 (第25・ 26・ 27図 、図版 9。 79～ 81)

遺構-3次調査区東半中央やや東において検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸長

方形の平面プランを呈し、南北長6.28m、 東西長3.4m、 壁残高32～ 52cm、 面積22.0♂ の規模を有

し、N-21° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部に石芯を粘土で被覆して構築されていた。

煙道には武蔵甕を連結 して用いている。周溝は有さない。 5基検出されたPitの 内、Pl～ P4の 4

基が主柱穴である。径25cm前後の柱痕が確認された。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器、鉄器が出土 している。土師器には 1の郭、20～26の甕が認められ

る。杯 1は内面黒色処理で底部は手持ちヘラケズリ調整が施される。甕は全て武蔵甕で、20。 21

は小型甕である。日縁部の形状は小型甕と24を 除き「コ」字であり、全てのものが、体部に属大

径を有する。須恵器には 2～ 10の郭、11～ 14の 有台杯、15～ 19の杯蓋、29～33の甕、34～35の壺

が認められる。杯は全て回転糸切によリロクロから切 り離されており、方向が確認できるものは

右回転である。火欅 も多 くのものに認められる。10は有台杯の可能性 も有する。有台杯は身の深

いもので、高台接合部に回転ヘラケズリを加え接合後ナデ調整が施される。底部中央には回転糸

切痕がのこされている。杯蓋はやや高めの天丼部に回転ヘラケズリ調整が施される。つまみは扁

平な擬宝珠で、火欅が認められる。甕は長頸で広日の29,30と 短頸で広日の32が認められる。基

本的に叩き成形であり、301よ 口縁部、331よ底部に平行叩目が認められる。重34は長頸壼、351ま 不

明である。石器36は軽石製の鉢で内面に火熱痕が認められる。鉄器は3点出土しているが、37が

刀子の他は器種が判然としないが、38は刀子の可能性が強い。
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焼土少含。暗褐色土層 (上OYR3/3)粘 土 ,

赤褐色土層 (5YR4/6)カ マ ド構築土の流出。
にぶい橙色土層 (25YR4/6)。

(5YR5/6)。暗赤掲色土層
黒褐色土層 (10YR3/2)。
暗褐色土層 (10YR3/4)。
暗褐色土層 (loYR3/3)貼 床。
にぶい赤掲色土層 (5YR4/4)粘土主体。
黒褐色土層 (10YR2/3)。
黒褐色土層 (loYR2/2)。
橙色土層 (75YR7/6)。
にぶい黄褐色土層 (5YR5/4)。
暗赤褐色土層 (5YR3/4)カ マ ド構築粘土。
黒褐色土層 (10YR2/3)柱 痕。
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第25図 下曽根 H10号住居址 (1)
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第27図 下曽根 H10号住居址 (3)

OHll号住居址 (第 28。 29図、図版 9・ 81・ 82)

遺構-3次調査区東半中央で検出された。F14号掘立柱建物址に切られ、F15号掘立柱建物址を

切る。隅九方形の平面プランを呈し、南北長5.8m、 東西長5,6m、 壁残高28～ 60cm、 面積34.9ド の

規模を有 し、N-33° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部分に粘土で構築される。水道の

攪乱により消滅したと思われる2基のPitと Pl、 P2の計 4基のPitが主柱穴を構成 したものと考え

られる。 P4～ P6、 P9～ P10は 壁柱穴である。 P21こおいて径20cmの柱痕が確認された。壁下を

巡る周溝は、南壁部～東南コーナーに一部断絶が認められる。覆土は自然堆積であった。
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1.黒褐色土層 (75YR3/2)。
2.黒褐色土層 (75YR3/2)75YR8/4少 合。
3.にぶい責褐色土層 (75YR5/4)。
4 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR2/2ブ ロック多含。
饉:黒褐色土層 (10YR2/3)貝占床。
麟すにぶい黄褐色土層 (10YR5/3)。

罐よにぶい責褐色土層 (10YR5/4)ロ ーム主体。
罐1にぶい責褐色土層 (10YR4/3)。

顧 暗褐色土層 (10YR3/3)注 痕。
にぶい赤褐色土層 (25YR5れ )カ マド構築粘土。

第28図 下曽根 Hll号住居址 (1)



遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土した。土師器には12,13の高杯、15～ 18の 奏が認められる。

高杯は小型化 しており、脚も短い。内面は黒色処理が施される。奏は武蔵甕あるいは武蔵秦化 し

たもので、器壁はやや厚 く、口縁部に最大径を有する。18は外面底部には木葉痕、内面には光沢

のある黒色付着物が全面に認められる。須恵器には 1～ 4の郭と、 5～ 8の有台郭、 9～ mの杯

蓋、14の高杯ないしは高盤の脚が認められる。杯は全てヘラによリロクロから切 り離される。有

台イは身の浅いもので、杯同様にヘラによリロクロから切 り離され、回転ヘラケズリ後に高台が

貼付されている。 5は外底高台内にヘラ描文が施文される。杯蓋は全て「かえり」を有する。つ
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第29図 下曽根 H ll号住居llL(2)



まみは 9の ような皿状のものがすべてに貼付されているものと思われる。14の 脚部には形状は不

明であるが透かし孔が穿たれる。鉄器は19の 鋤先と20の鉄鏃が出土 している。

OH12号住居址 (第30図 、図版10・ 82・ 83)

遺構-3次調査区西半中央東よりで検出された。H23号住居址・F17号掘立柱建物l■ に切られる。

隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長6.4m、 東西長6.6m、 壁残高60～ 68cm、 面積約23.3♂ の規模

を有し、北壁に位置するカマ ドを基準にN-36° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは石芯を粘土で被

覆して造られている。水道管による攪乱により消滅 したであろう2基とPl,P2の 計 4基が主柱

穴を構成 したものと考えられる。住居南半分の壁下には周溝が巡る。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、石器、鉄器が出土している。土師器は 1の郭、 2～ 5の椀、 7～ 9の甕が出上 し

ている。杯は底部とその周縁に手持ちヘラケズリ調整が施され、内面黒色処理が施される。椀は

内面黒色処理が施され、底部に糸切痕は認められない。 2は底部高台内に焼成前のヘラ描きが認

められる。甕は6がロクロ甕の他は武蔵甕で、7が「コ」、他は「く」字の回縁形態を呈する。石

器は10の砥石が認められ、鉄器は11の 刀子が 1点出土している。

OH13号住居址 (第 31・ 32図 、図版11・ 83・ 84)

遺構-3次調査区中央において検出された。H14号住居址を切る。隅丸長方形の平面プランを呈

し、南北長3.6m、 東西長3,2m、 壁残高44～ 60cm、 面積14.2♂ の規模を有し、N-25° 一Wに長軸

方位をとる。カマ ドは北壁中央に位置し、地山削 りだしの袖を基礎に石と粘土で構築される。Pl

～P4の 4基のPitが主柱穴であるが、柱痕は確認できなかった。周溝は有さず、覆土は自然堆積

である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土 した。土師器には 1・ 2の杯、11～ 14の甕が認められる。杯

は2点共に内面に暗文が認められる。 1は螺旋と放射状暗文、 2は図化不可能なほどに僅かに識

別できる放射状暗文である。甕は4点共に厚めの器壁で、「く」字の日縁部に最大径を持つ段階の

武蔵甕である。須恵器には3～ 6の杯、 7の有台杯、 8～ 10の杯蓋、15。 16の甕が認められる。

杯のロクロからの切 り離 しはヘラで、 3は切 り離し後未調整、 4・ 6は、その後手持ちのヘラケ

ズリ調整が施される。有台杯は身の浅い、日径の大きなものである。底部は残存 しないため、不

明である。杯蓋は8の ように「かえり」をもたないものと、 9の ようにもつものが存在する。 9

の「かえり」は口縁部の折 り返 しにより成形されている。つまみが残存するものは扁平な擬宝珠

であるが、 9には皿状のものが付 くのかも知れない。甕は頸部が強く窄まる15と そうではない16

が存在する。 2点共に外面に平行叩き目が認められ、16は 内面に当具痕をのこす。鉄器は17の 刀

子が 1点出土している。
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ブロック少含。
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第30図 下曽根 H12号住居址
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1.暗褐色土層 (10YR3/3)φ 2～ 3 cmパ ミス少含。
2.暗褐色土層 (10YR3/4)ψ 2～ 3 clllパ ミス少含。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)φ 2～ 3 cnパ ミス多合、

10YR2/2・ 10YR8/4ブロック少含。
4.黒褐色土層 (10YR3/2)。
5。 暗褐色土層 (10YR3/4)。
6.橙色土層 (75YR6/6)粘土。
7.暗褐色土層 (10YR3/4)5YR4/6粘 土プロック少含。
8,にぶい赤褐色土層 (5YR5/4)粘土。
9.にぶい赤褐色土層 (5YR4/3)炭化物・灰を含む。
10.暗褐色土層 (10YR3刀 )。

11.に ぶい黄褐色土層 (10YR4/3)75YR6/6ブ ロック多含。
12.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/4)75YR6/6ブ ロック多含。

鑑 明黄褐色土層 (10YR6/6)貼 床。

罐 黒褐色土層 (10YR2/3)75YR6/6ブ ロック多含。

罐.明黄褐色土層 (10YR6/6)
にぶい責褐色土層 (25YR4/4)カ マド構築粘土。

第31図 下曽根 H13号住居址 (1)
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第32図 下曽根 H13号住居l■ (2)

O H14号住居址 (第 33・ 34図 、図版10・ 11・ 34・ 85)

遺構-3次調査区中央において検出された。H13号住居址に切られる。隅九方形の平面プランを

呈し、南北長5,Om、 東西長5。2m、 壁残高52～ 64cm、 面積約27,7♂ の規模を有する。N-20° 一W

に長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に石芯を粘上で被覆して構築される。煙道部の残存状態は

良好であった。壁下には周溝が巡 り、Pl～ P3の 3基が主柱穴である。存在 したであろうもう 1

基は水道管により消滅しており、本来は4基で構成されていたと考えられる。柱を埋設固定しな

がら床面が構築されていった工程が掘方の調査から確認されており、床面上では、柱痕のみが確

認された。径は24cm前後である。覆土は自然堆積である。
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1.暗褐色土層 (10YR3/3)。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
3.褐色土層 (10YR4/4)75YR7ん ・75YR3/4

ブロック多含。
暗褐色土層 (10YR3/4)。
褐色土層 (10YR4/4)。
暗褐色土層 (loYR3/4)炭 化物少含。
明褐色土層 く75YR5/6)灰 主体。
黒褐色土層 (10YR2/3)。
黒褐色土層 (10YR3/2)。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)。
柱痕。
灰白色土 (25Y8/1)カ マ ド構築粘土。
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第33図 下曽根 H14号住居址 (1)
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遺物―土師器、石製品、鉄器が出土している。土師器には、 1の高杯、 2の鉢、 3～ 5の甕、 6

～ 8の壷が認められる。高杯は半球状の杯身で内面黒色処理が施される。脚部は欠損する。鉢は

底部から外湾して体部が立ち上がり、日縁部で緩やかに外反するもので、本来は黒色処理が施さ

れていた可能性が強い。甕は、器壁の薄化、 3・ 4の斜位のヘラケズリ、 4の器形等に武蔵甕ヘ

の変容が看取されるものであり、古墳時代的な甕ではない。壼は体部に最大径を有するもので、

ヘラケズリ調整後、ヘラミガキが施されている。石製品は 9の紡錘車が出土 した。側面に斜位の

沈線文が施文される。鉄器10は紡錘車の軸部分と思われる。
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第34図 下曽根 H14号住居址 (2)



OH15号住居址 (第35図 、図版12・ 85)

遺構-3次調査区東半中央において検出された。調査時においては、H16号住居址より古い住居

址として認識され調査されているが、新旧関係が逆であることが整理過程で明らかとなった。し

かし、本址の全面が調査されてはいないことから、遺構図は未修整で掲載 した。その他の重複関

係としては、粘土坑に切られている。壁残高 8～ 44cmを測る。カマ ドは調査範囲には存在せず、

北壁中央に位置するものと推測される。 Plと P2の 2基のPitが主柱穴と思われ、調査区域外に存

在するであろう2基 との、計 4基で本址の主柱穴が構成されているものと思われる。しかし、Pl・

P2の脇と、壁下に均等に配置された礎石も柱穴と同時に機能した可能性が強 く、このような例が

佐久市北部の遺跡では何例か存在する。周溝は東壁下に部分的に認められた。覆土は自然堆積で

ある。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、銅製品、石器が出上 している。土師器には 1・ 2の杯、 7～ 8の

奏が認められる。杯 1は混入品である。 2は内面黒色処理で底部は手持ちヘラケズリである。甕

7イよ「コ」字口縁の月ヽ型武蔵甕である。 8は「 く」字口縁の武蔵甕、 9は 1の郭同様に混入遺物

である。須恵器は 3・ 4の郭、 5'6の有台杯が出土している。 4点全て底部に回転糸切 り痕が

認められ、方向が特定できるものは全て右回転である。 6は杯というよりは碗 としたほうが良い

かも知れない。鉄器はH。 12の 2本の鏃が出土 した。12は 折れ曲がった状態で出土 した。銅製品

は10の帯金具九輛が出土 した。裏上金具も付随した状態である。石器は13の砥石が 1点出土 して

いる。断面方形を呈 し、長辺にあたる4面が使用されている。

OH16号住居址 (第36・ 37図 、図版12・ 85)

遺構-3次調査区東半中央において検出された。重複関係については、H15号住居l■で述べたと

おりである。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長6.12m、 東西長6.6m、 壁残高28～ 60cm、 面積

約45,7ド の規模を有 し、N-30° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部に位置 し、粘上で構

築された袖と火床が残存 していたが、本来は石も使用されていたものと思われる。掘方も含め 9

基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。柱痕は確認されなかった。また、P7の存在

から、本址が拡張された可能性が指摘される。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土 している。土師器は 1の杯、4の高杯、あるいは台付鉢、 5。

6の甕が出土 している。郭は橙色を呈 し、半球状で、日縁部が直立するもので、内面及び外面口

縁部はナデ、他はヘラケズリ調整が施される。焼成は極めて良い。 4の高杯、あるいは台付鉢は

内面黒色処理が施される。甕は2点共に武蔵養である。須恵器は2の郭と3の有台郭が出土した。

ロクロからの切 り離しはヘラで、その後回転ヘラケズリ調整が施される。石器は8,9の ような

円盤状の軽石製品と、10の 混入品の黒曜石製石鏃が認められる。
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塊 0   標高 74660m   2m
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にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR6/8ブ ロック多含、10YR8/2粘土ブロック少含。
暗褐色土層 (10YR3/4)10YR6/8ブ ロック・loYR8/2粘土プロック少合。
暗褐色土層 (10YR3/4)8/2粘 土ブロック少含。
褐色土層 (75YR4/3)貼床。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
にぶい黄褐色土層 (10YR6/4)25YR4/6・ 10YR8/2ブロック多合。
にぶい褐色土層 (75YR5/4)25YR4/6・ 10YR8/2ブロック多含。
橙色土層 (5YR6/8)。
にぶい責褐色土層 (10YR4/3)
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)
にぶい責褐色土層 (10YR5/4)
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)
褐色土層 (文OYR4/4)柱 痕。
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第35図 下曽根  H15号住居址
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暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム・パミス多合、10YR2/1ブロック含む。
黒褐色土層 (10YR2お )パ ミス多含、ローム少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)パ ミス多含、ローム含む。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)ロ ーム多合、パミス含む。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)75YR7/4粘土ブロック多含。
にぶい橙色土層 (75YR7/4)焼土少含。
にぶい褐色土層 (75YR5/4)焼土・灰・炭化物を含む。
暗褐色土層 (10YR3/4)貼 床。
橙色土層 (75YRν8)75YR4/4・ 5YR5/6プ ロック多含。
橙色土層 (75YRν 8)10YR5/6ブ ロック少含。
灰白色粘土 (10YR8/2)・ 明赤褐色粘土 (5YR5/6)カ マ ド構築土。

第36図 下曽根 H16号住居l■ (1)
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第37図 下曽根 H16号住居址 (2)

OH17号住居址 (第38図 )

遺構-3次調査区東半中央やや西よりの位置で検出された。周囲を粘土坑に切られる。調査区外

に延びるため全容は不明である。東西長3,96m、 壁残高16～ 40cmの 規模を有する。調査範囲内に

はカマ ドは存在せず、未調査の北壁中央部に構築されているものと推測される。壁下には周溝が

巡るが、Pitは 1基 も確認できなかった。覆土は自然堆積である。

遺物―出土遺物は皆無である。

OH18号住居址 (第38図 、図版85)

遺構―H17号住居址の東にH15号住居址を挟んで位置する。H15号住居址、粘土坑に切られる。

調査範囲外に延びるため住居址全体の 3割ほどが調査されたにすぎない。調査範囲にはカマ ド、

Pitは 存在せず、周溝も有 してはいない。壁残高は20～ 56cmであった。覆土は自然堆積である。

遺物―須恵器の杯が 3点出土 した。 3点共にロクロからの切 り離しはヘラである。 2は ロクロか

らの切 り離し後、底部を平坦にするために底部内面に当具をあて、外面から叩板で叩いた痕跡が

認められる。

OH19号住居址 (第38図 、図版13)

遺構-3次調査区中央やや西において検出された。H20号住居l■の建替住居l■である。調査区域

外に延びるため全容は不明であるが、東西長2,72m、 壁残高16～ 24cmの 規模を有する。調査範囲

には、カマ ドは存在 しなかった。 1基検出されたPitの 性格は不明である。周溝は有さず、覆土は

自然堆積であった。

遺物―出土遺物は皆無である。

48



調査区外

H18号住居址

0   標高 76408m   2m

生
蔭
簸

0   標高 74603m   2m

H17号住居址

1.にぶい責褐色土層 (10YR4/3)。
2.褐色土層 (10YR4/4)。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)10YR3/1プ ロック多含、10YR7/8ブロック

炭化物少含。
にぶい赤4B色 (10YR5/4)。
にぶい責褐色土層 (10YR6/3)′ くミス多含。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)パ ミス・10YR5/4。 10YR4/4プロック

多合。

H17号住居址

煮
凶

´
細

aa l羅

１
．

２
．蔭
鯵
　
綾
鞍

H19号住居址

1.黒褐色土層 (10YR2/3)
2.暗褐色土層 (10YR3/3)
3.暗褐色土層 (10YR3/3)

隠.黒褐色土層 (10YR2/2)

0   標高 i4498m   2m

。10YR7/8ブロック少含。
貼床

H18号住居址

暗褐色土層 (10YR3/4)1～ 2 cmパ ミス・10YR7/8ブロック
・炭化物少合。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)貼 床。
にぶい黄褐色上層 (10YR5/4)25Y8/1・ 10YR7/8プロック

少含。
暗褐色土層 (10YR3/3)25Y8/1・ 10YR7/8ブロック多含。

褐色土層 (10YI弘 /4)25Y8/1ブ ロック多含、25YR5/6・ 10Y
R2/3ブ ロック少合。

第38図 下曽根 H17号 。18号 ・19号住居l■
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0    標高 74498m   2m
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暗褐色土層 (10YR3/4)10YR7/8プ ロック少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/8'10YR2/2ブロック少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)。
暗褐色土層 (10YR3/4)焼 土少含。
明褐色土層 (75YR5/6)灰主体。
褐色土層 (10YR74)灰・戊化物少含。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR7/8ブ ロック多含。
暗掲色土層 (10YR3/4)。
黒色土層 (10YR2/1)。
黒褐色土層 (10YR2/3)。
にぶい責褐色土 l10YR4/31と 黄橙色土 lloYR8/61の混在土層。
にぶい黄橙色土層 (10YR7れ )10YR4/4ブ ロック少含。
暗褐色土層 (10YR3/3)。 10YR8/6ブロック多含。                  1         10
暗褐色土層 (10YR3/4)。                             0

第39図 下曽根 H20号住居址

O H20号住居址 (第39図 、図版13・ 85・ 86)

遺構―H19号住居l■ の建替前の住居l■である。東西長3.04m、 壁残高 8～ 28cmを 測るが、北方向

に調査区外に延びるため全容は不明である。カマ ドは東壁の中央と推測される部分に構築されて

おり、石により構築される。Pitは 床下も含め 5基検出されたが、主柱穴は判然としない。周溝は

有さず、覆土は人為埋土である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土している。土師器には 1の杯、 3の碗、 5,6の甕が
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認められる。杯は内面黒色処理で、底部には右回転の糸切痕を有 し、外底の周縁には手持ちヘラ

ケズリ調整が施される。碗も内面黒色処理が施され、回転糸切 りによリロクロから切 り離した後、

ヘラケズリを加え高台を只占付 している。奏 5は「コ」字回縁を呈する武蔵甕、 6は底部に右回転

糸切痕を残すロクロ甕の底部である。須恵器には2の郭、 4の有台杯、 7の壺が認められる。杯

は右回転糸切痕を底部に残 し、火欅が内外面に認められる。有台郭は底部に回転ヘラケズリ調整

を加え、高台を貼付 している。壺は長頸重と思われる。鉄器は8が刀子、 9が鏃、10は性格不明

である。石器は11の砥石が出土 している。

O H21号住居址 (第40図 、図版86)

遺構-3次調査区東半中央やや西の位置に検出された。H22号住居l■ を切る。隅丸長方形の平面

プランを呈 し、南北長3.88m、 東西長3,48m、 壁残高16～ 28cm、 面積15.1ぽ の規模を有する。N―

38° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部に粘土で構築される。Pitは 掘方を含め 3基検

出されたが主柱穴は判然としない。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器が出土 した。土師器には 1・ 2の杯、 7・ 8。 10の鉢、 9の甕が認められ

る。杯は2点共に半球状を呈 し、内面黒色処理が施される。 1は外面にヘラケズリ、 2はヘラミ

ガキ調整が施される。鉢 7は把手と台を有するが欠損 しており、形状は不明である。 8は内外面

共にヘラケズリ調整後にヘラミガキ調整が施される、10は内面黒色処理で外面はナデ気味のヘラ

ミガキ調整が施される大型のものである。 9は「く」字口縁で口縁部に最大径を有する、器壁の

厚い段階の武蔵甕である。須恵器には3の有台邦、 4・ 5の杯蓋、 6の庭 と思われる底都が認め

られる。 5の杯蓋は「かえり」を有している。

O H22号住居址 (第41図 、図版14・ 86)

遺構-3次調査区東半中央やや西の位置に検出された。H21号住居址に切られる。東西長4.04m、

壁残高32～40cmの規模を有する。残存部にはカマ ドは存在 しないことから、H21に より消滅した

北壁に構築されていたものと推測される。 Pl～ P3の 3基のPitと 、水道の攪乱により消滅した 1

基を加えた4基で主柱穴は構成されているが、柱痕は確認できなかった。壁下には周溝が巡 り、

覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器が出上 している。 1は橙色で良好な焼成が施される杯で、内面と外面口縁部はナデ、

その他にはヘラケズリ調整が施される。 2は内外面にヘラミガキ調整後黒色処理を施した鉢であ

る。



O H23号住居址 (第42図 、図版86・ 87)

遺構-3次調査区西半中央やや東で検出された。H12号住居址を切る。隅丸長方形の平面プラン

を呈し、南北長3.5m、 東西長4.2m、 壁残高40～ 50cm、 面積約18。9ド の規模を有 し、N-63° 一W

H 」―
一

Ｇ

一

ヽ 斡
0   標高 74538m   2m

１
．
２
．
３
．
生
５
．
罐
鰻

暗褐色土層 (10YR3/4)。
極暗褐色土層 (75YR2/3)。
暗褐色土層 (10YR3れ )◇

黒褐色土層 (10YR2/2)。
暗褐色土層 (75YR3/4)粘土・灰・焼土を含む。
黒褐色土層 (10YR2/3)貼 床。
黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/8・ 10YR8/2ブロック多含。
にぶい褐色土層 (75YR5/4)カ マ ド構築粘土。 艦

10

下曽根  H21号住居址
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暗褐色土層 (10YR3/4)貼 床。
浅黄橙色土層 (75YR8/3)。
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第41図 下曽根 H22号住居l■

に長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部に石により構築される。Pitは 6基検出され、Plと P2

の 2基と水道の攪乱により消滅したであろう2基の計 4基で主柱穴が構成されたものと考えられ

る。Pl,P2か らは径20cm前後の柱痕が確認された。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土 している。土師器には 1～ 5の郭、 7の皿、10の 三足

盤、11～ 13の 甕が認められる。杯の底部は全て右回転の糸切痕をのこし、 2～ 5は 内面黒色処理

が施される。 1は 2次火熱により、本来黒色処理が施されていたものが消失 した可能性が強い。

また、 1のみ外底の周縁に手持ちのヘラケズリ調整が施される。 5は墨書が認められる。皿は有

台で底部中央に右回転糸切痕を残す。内面黒色処理が施される。三足盤10は内外面ヘラミガキ後

に黒色処理が施される。搬入品の可能性を有する。奏は11・ 12の ロクロ甕と、13の 「コ」字口縁

の武蔵甕が認められる。須恵器には6の杯、 8の有台郭、 9の 円面硯、14・ 15の壺が認められる。

イは酸火焔焼成で底部に右回転の糸切痕を有する。有台邦 8は体部の欠損面も含め内外面に赤色
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H23号住居址

J

→匡巨巨巨J警豊豊驚浄 2

0   標高 74498m   2m

第43図 下曽根 H23号住居址 (2),H24号住居l■

顔料が付着あるいは塗布されている。円面硯は方形透かしが脚に施される。14・ 15は底部片であ

り全容は不明であるが、有台であることから壺として捉えておく。鉄器17・ 18は 2点共に刀子で

ある。石器16は 長径の中央に金属器による快 りが加工されている。他の部分にも刃部による筋状

の切 り込み線が認められる。形態的には編み物石、使用痕からは砥石が想定される。

O H24号住居址 (第43図 、図版87)

遺構―H19・ 20号住居l■ に切られ、大半は破壊されている。更に調査区域外に延びるため全容は

不明である。東西長3.4m、 壁残高12～ 16cmの規模を有する。Pit、 カマ ドは調査範囲には存在 し



なかった。周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には2の内面黒処理で、底部中央に方向不

明回転糸切 り痕を残す有台の碗、「コ」字口縁の武蔵甕 3が認められる。須恵器は右回転糸切痕を

底部にのこす郭 2が認められる。石器は4の砥石が認められが、制作途中らしく携帯用の紐通 し

の子とが両側から穿子しされてはいるが、貫通はしていない。

O H25号住居址 (第44図 、図版14・ 87)

遺構-3次調査区東端において検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸長方形の平面

プランを呈し、南北長4.8m、 東西長5。4m、 壁残高28～ 44 cm、 面積約26.3ぽ の規模を有し、N-35°

一Wに長軸方位をとる。カマ ドは、北壁中央部分に石芯を粘土で被覆して造られる。 6基検出さ

れたPitの 内、Pl,P2の 2基と、水道の攪乱により消滅したと推測される2基を合わせた計 4基

で主柱穴が構成されていたものと思われる。P31こついては本jIに付随することは覆土の観察から

明らかであるが、水道の攪乱により消滅した部分に、対応するPitが存在するか否かにより、性格

が明らかになるものと考える。Pl～ P3の 3基からは径20cm前後の柱痕が確認された。周溝は有

さず、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器・石製品が出土 した。土師器には、 5の小型ロクロ甕、 6の

武蔵甕、 7の 円筒形土器が認められる。 5は底部に右回転の糸切痕をのこす。 6の武蔵甕は底部

片で、中央部を円形に欠損する。焼成後、人為的に底部を打ち欠いて穿孔 した可能性もある。 7

の円筒形土器は千曲川流域で散見される古墳時代後期のものと大きく異なる特徴を有 している。

それは須恵器に特徴的な「叩き」成形でつくられていることである。また、内面には煤が付着す

るが、この土器の機能をカマ ドの構築材 として考えた場合、カマ ドの煙道に転用された武蔵奏に

はこのような煤の付着は認められない。また、芯材に使用された場合には煤は付着 しないと考え

る。結果、現時点ではこの土器の機能は不明と言わざるを得ない。須恵器は全て郭である。ロク

ロからの切 り離 しは全てヘラであり、その後回転ヘラケズリや手持ちヘラケズリが施されている。

また、 4を除き火欅が認められる。鉄器は 8の紡錘車と、 9の鏃が出土している。石器は10の砥

石、石製品は11の 滑石製の臼玉が 1点出土 した。

O H26号住居址 (第45図 、図版15・ 87・ 88)

遺構-3次調査区西半中央東よりで検出された。H27号住居址を切る。調査区域外に延びるため

全容は不明である。東西長3.72m、 壁残高40～ 60cmの 規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に

石で構築される。 4基検出されたPitの 内、Plが主柱穴と推沢1さ れる。柱痕は確認できなかった。

周溝は有さず、覆土は自然堆積である。
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遺物-1～ 3は土師器杯で、 2は内面、 3は内外面黒色処理が施される。 2・ 3の底部には右回

転の糸切痕がのこされる。 4は須恵器の杯で酸火焔焼成である。底部には手持ちヘラケズリ調整

が施される。 5・ 6は土師器の甕で、 2点共に「コ」字口縁を呈 し、体部に最大径を有する武蔵

甕である。 7は軽石製の石製品で、中央に径 81114ほ どの円子とが両側から穿たれている。 8は鉄製

の紡錘車で軸棒の下端部を欠損する。軸棒は断面方形である。

零謂

<1曙 祠 群

0   標高 7寡 03m   2m
l      l      l

1.黒褐色土層 (10YR2/3)。
2.暗掲色土層 (10YR3/3)。
3.褐色土層 (10YR4/4)焼 土多合、10YR4/1

ブロック含む。
4.褐色土層 (75YR4/8)焼土粒子含む。
5.黒褐色土層 (75YR3/2)。
6 褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム粒子多含。
7.赤褐色土層 (5YR4/6)。
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第45図 下曽根 H26号住居址



O H27号住居址 (第 46・ 47図、図版15・ 38・ 39)

遺構-3次調査区西半中央東よりで検出された。H26号住居址に切られる。調査区外に延びるた

め全容は不明である。東西長3.88m、 壁残高44～ 52cmの規模を有する。カマ ドは北壁中央に粘土

により構築される。掘方を含め 5基検出されたPitの 内、Plと P2の 2基は主柱穴を構成する4基

の内の 2基 と推測される。この2基 とP3を 含めた3基から柱痕が確認されたおり、径は20cm前

後であった。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土 している。土師器には 1～ 3の杯、 8～ 14の甕が認められる。

杯 1・ 2は半球状を呈 し、 1は外面ヘラミガキ、内面黒色処理が施される。 2は橙色を呈 し、極

めて良好な焼成が成されている。外面はヘラケズリ、内面はナデ調整である。 3は内面黒色処理

で底部に右回転の糸切痕をのこす。外面に墨書が認められるが、欠損のため判読不可能である。

本来はH26号住居址に帰属する遺物であろう。発は全て武蔵甕であるが、「コ」字口縁を呈するm
～13の 3点 は3の杯同様にH26号住居址に帰属するものである。他のものは口縁部が残存 しない

14を 除き、「く」字日縁で、最大径を回縁部に有 している。須恵器には 4・ 5の底部ヘラ切 りの杯

と6。 7の杯蓋、体部にカキメが施される甕15と 、底部に糸切痕をのこす重16が認められる。こ

の内、重16は H26号住居l■ に帰属する混入遺物である。鉄器は17の刀子が 1点出土している。

O H28号住居址 (第48・ 49図 、図版16・ 89)

遺構-3次調査区中央で検出された。調査区域外に延びるため全容は不明であるが、調査範囲に

おいて他遺構との重複関係は有さない。東西長5。2m、 壁残高56～ 72cmの規模を有する。カマ ドは

北壁の中央部分に石芯を粘上で被覆して構築される。床面上で確認されたPl・ P2の 2基のPitが

住居廃絶時の主柱穴の一部を構成していたものと推測され、径20cm前後の柱痕が確認された。な

お、掘方の調査過程において、上屋の建替えを推測させる2組のPitが確認された。部分的に途切

れる周溝が壁下に巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器が出土している。土師器には内面黒色処理で、底部に右回転糸切痕をのこ

す郭 1、 内面黒色処理で、外面にヘラケズリ・ヘラミガキ調整が施される杯あるいは高杯の 2、

6～ 9の甕が認められる。奏は全て武蔵甕で、「く」字口縁を呈 し、器壁が厚いものである。須恵

器は3の有台郭、「かえり」を有する郭蓋 5と 有さない 4、 平瓶の日縁部と思われる10が認められ

る。

O H29号住居址 (第49図 、図版89)

遺構-3次調査区中央やや東で検出された。H16号住居址に切られる。攪乱及び調査区域外に廷

びるため全容は不明である。東西長3,92m、 壁残高43～49cmの 規模を有する。カマ ドは北壁中央
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黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム・パミス・炭化物を含む。
暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子。l cm以 下パミス多合、5YR6/4粘土プロック含む。
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第46図 下曽根 H27号住居l■ (1)
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第47図 下曽根 H27号住居l■ (2)

部分に石芯を粘土で被覆して構築されていた。掘方も含め 7基検出されたPitの 内、Pl～ P3の 3

基が主柱穴と推測されるが、柱痕は確認できなかった。周溝は有さず、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器が出土 した。 1は土師器の壼で、内面はヘラミガキ後黒色処理、外面はヘ

ラケズリ後ヘラミガキ調整が施される。 2も 土師器の壼で、内面ヘラミガキ、外面ナデ調整が施

される。 3は須恵器盟 の口縁部と思われるもので、内面には自然釉が付着 し、胎土中には黒色の

粒子が多含され、灰責色の色調を呈しており在地の須恵器とは異なる。搬入品の可能性が高い須

恵器である。
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黒褐色土層 (10YR2/2)″ ミヾス・ローム粒子含む。
黒褐色土層 (10YR2/の 25YR6/3粘 土ブロック・loYR2/1ブロック・パミス・ローム含む。
黒褐色土層 (10YR3/2)25YR6/3粘土ブロック・パミス多含、10YR2/1プロック・ローム少含。
にぶい橙色土層 (25YR6/3)粘土主体。
黒褐色土層 (10YR2/2)灰 多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)灰 。
褐色土層 (10YR4/4)10YR7/6粘 土多含。
黄褐色土層 (10YR5/8)。
褐色土層 (10YR4/6)。
にぶい黄橙色上層 (10YRν 4)。

黄褐色土層 (10YR5/6)75YR7/3ブ ロック少含。
褐色土層 (10YR4/4)貼 床。
褐色土層 (10YXめ /6)。

褐色土層 (10YR4/4)10YR7/6'75YR7/3・ 10YR2/2ブロック多含。
黄褐色土層 (10YR5/8)75YR7/3・ 10YR7/8ブロック多含。
明赤褐色土 (5YR5/6)カ マド構築粘土。
褐色土層 (10YR4/4)柱 痕。

第48図

掘方平面図

下曽根 H28号住居址 (1)
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1.褐色土層 (10YR4/4)。
1  騒 淡赤橙色土層 (25YR7/4)

第49図 下曽根 H28号住居l■ (2)・ H29号住居址

O H30号住居址 (第50図 、図版17・ 89)

遺構-3次調査区西端において検出された。H31号住居l■ を切る。調査区域外に延びるため全容

は不明である。東西長5.68m、 壁残高64～ 80clnの 規模を有する。調査範囲にはカマ ドは存在せず、

未調査の北壁中央に存在するものと推測される。Pitは 掘方で 1基検出された。水道の攪乱部分と、

未調査部分に存在するものと思われる。壁下には部分的に周溝が巡 り、覆土は自然堆積である。
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1.黒褐色土層 (10YR2/3)。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR2/2ブ ロック少含。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
4.黒褐色土層 (10YR2/3)。
5.暗褐色土層 (10YR3/3)10YR7/6・ 10YR2/2プロック多合。
6.暗褐色土層 (10Y酪/3)。 10YR2/2ブロック多含、loYR7/6ブロック

・炭化物少含。
暗褐色土層 (10YR3/4)10YR7/6ブ ロック少合。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR7/4ブ ロック少含。
暗褐色土層 (ЮYR3/3)。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)貼 床。
暗褐色土層 (10YR3/3)。 10YR7/6・ 10YR2/2ブロック多含。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)。
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H30号住居址

1.黒褐色土層 (10YR2/3)。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)。 10YR3/1ブロック多合、10YR5/4ブロック少含。
3.黒褐色土層 (10YR3/1)。

斡 にぶい黄褐色上層 (10YR5/4)。

H3X号住居址

第50図 下 曽根  H30号 ・H31号住居址
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遺物―土師器、須恵器、鉄器が出上 している。 1～ 3は須恵器の杯で、底部が残存する 1・ 2は

ロクロから回転ヘラ切 りにより切 り離されている。 2・ 3に は火欅が認められる。 4は須恵器の

甕で内外面にナデ調整が施される。 5は 「く」字口縁を呈する武蔵甕である。 6は刃幅の広い鉄

製刀子であり、完形である。

O H31号住居址 (第50図 )

遺構-3次調査区西端において検出された。H30号住居址に切られる。東西長8.4m、 壁残高68～

72cmの規模を有する。調査区域外に延びるため全容は不明である。調査範囲内にはカマ ド・Pitは

確認されなかった。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―皆無である。

O H32号住居址 (第51図 、図版17・ 90)

遺構-4次調査西区中央で検出された。H36号住居址に切られる。隅丸方形の平面プランを呈 し、

南北長4.2m、 東西長4.52m、 壁残高48～ 52cm、 面積約21.6ポ の規模を有し、N-77° 一Eに長軸方

位をとる。調査範囲にはカマ ドは存在しないことから、未調査の北壁中央に構築されているもの

と推測される。掘方を含め 7基検出されたPitの 内Pl～ P3の 3基 と調査区域外に存在するであろ

う1基の計 4基で主柱穴が構成されるものと思われる。径15cm前後の柱痕が確認された。また、

本址は建替えが行われており、掘方の調査において旧床面が確認された。P5～ P7の 3基のPitは

旧床面に伴う柱穴である。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器が出土 している。 1・ 2は土師器の杯で、橙色を呈 し、極めて良好な焼成

が施されるものである。内面及び外面口縁部はナデ調整、その他の外面にはヘラケズリ調整が施

される。 3は須恵器の杯蓋で、「かえり」を有する。 4は土師器の鉢で内面ナデ、外面にはヘラケ

ズリ調整が施される。 5は土師器の甕の底部片である。木葉痕がのこされている。

O H33号住居址 (第52図 、図版17・ 90)

遺構-4次調査西区中央やや西において検出された。H42号住居址に切られる。東西長4.Om、 壁

残高36～ 56cmの規模を有する。カマ ドは北壁の中央に構築されるが、煙道先端部分以外は水道の

攪乱により消滅していた。Pitは 1基だけが検出されたが、均等位置に残 り3基が配置され、4基

で主柱穴が構成されていたものと推測されるが、攪乱とH42号住居址により消滅したものと思わ

れる。Plか らは径16cm前後の柱痕が確認されている。部分的に途切れる周溝が壁下に巡らされ

る。覆土は自然堆積であった。

遺物一土師器、須恵器が出土 している。 1は橙色で良好な焼成が施された土師器杯で、内面及び
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1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR7おローム・φ l cnl大パミスを含む。
2.にぶい責褐色上層 (10YR5/3)10YR7/8ロ ーム・φ54ul大パミス多含。
3.黒掲色土層 (10YR2/2)10YR7/8不 定大ロームブロック多含。
4.にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)10YR7/8ロ ーム・ゅ5 nlll大パミス多含。
饉.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7/8ロ ーム粒子多含。貼床。
巖.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子少含。
罐 旧住居貼床。
嬢 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム粒子多含。
線 にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)。
罐.暗掲色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子多含。
嬢.にぶい責褐色土層 (10YR5/4)ロ ームブロック多含。
爾 柱痕 (10YR3/か 。

第51図 下曽根 H32号住居址

外面口縁部はナデ、他の外面にはヘラケズリ調整が施される。 2は土師器高杯の脚と杯身の接合

部片で、内面黒色処理が施される。 3は土師器の台付甕、あるいは鉢の脚部片である。内外面に

ヘラケズリ調整が施される。 4・ 5は土師器の甕である。同一個体の可能性を有 し、外面縦位の

ヘラケズリ、内面ナデ調整が施される。 6は土師器の重である。日縁部外面がナデ調整、内面口

縁部以外はヘラケズリ後ナデ調整が施される他は、ヘラケズリ調整後ヘラミガキ調整が施される。

4は須恵器長顕壼の頸部片である。 1条の沈線がヘラ状工具により平行施文される。灰黄色を呈

する自然釉が斑点状に付着する。
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黒褐色土層 (10YR2/2)ノ くミス含む。
黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム・黒色ブロック多含。
黒褐色上層 (10YR3/2)ロ ーム・黒色ブロック少含。
黒褐色上層 (10YR2/3)ロ ーム粒子・パミス含む、黒色ブロック少含。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子・パミス含む。
にぶい黄褐色上層 (10YR4//3)ロ ーム粒子・パミス多含、黒色ブロック少含。
黒褐色土層 (10YR3/2)貼 床。
にぶい責褐色土層 (10YR5/4)ロ ーム主体。10YR2/1ブロック・パミスを含む。
褐色土層 (10YR4//4)ロ ーム多含。10YR2/1ブロック・パミスを含む。
柱痕 (1 0YR3/2)。

第52図 下曽根 H33号住居l■

O H34号住居址 (第53図 、図版18・ 90)

遺構-4次調査西区東端で検出された。調査範囲においては、他遺構との重複関係は有さない。

調査区域外に延びるため全容は不明である。東西長5.Om、 壁残高36～40cmの規模を有する。カマ



ドは調査範囲には存在 しなかった。掘方も含め、 3基検出されたPitの 内 P llま 主柱穴であり、径

20cm前後の柱痕が確認された。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、石、鉄器が出土している。 1は橙色で極めて良好な焼成が施される土師器杯であ

る。内面及び外面回縁部にはナデ調整、その他の外面にはヘラケズリ調整が施される。 2・ 3は

須恵器の杯で 2は底部に右回転糸切痕をのこし、 3は手持ちヘラケズリ調整が施される。 2点共

に火欅が認められる。 4・ 5は須恵器の有台郭である。 4は方向不明な糸切 り後、回転ヘラケズ

リ調整を施 し、高台を貼付 している。 6は鉄製の鎌である。
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黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム粒子・パミス含む。
黒褐色土層 (10YR3/2)灰 白色粘土ブロック・ローム粒子・パミスを含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)灰 白色粘上ブロック・ローム粒子・パミスを含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子・パミスを含む。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム粒子・パミス多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム粒子・パミスを含む。
褐色土層 (10YR4れ )貼床。
褐色土層 (10YR4/6)ロ ーム主体。
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第53図 下曽根 H34号住居l■

O H35号住居址 (第54～57図 、図版18・ 90・ 91・ 92)

遺構-4次調査西区東端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。東西長4.8m、 壁残高48

～60cmの規模を有する。カマ ドは北壁中央から、東に片寄った位置に粘土で構築されている。掘

方を含め 6基検出されたPitの 内、Pl,P2の 2基が 4基で構成されるであろう主柱穴の一部であ

る。Plで径16cm前後の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であつた。

遺物一土師器と鉄器が出土 している。 1～ 3は土師器の杯である。 1・ 25は須恵器杯蓋の模倣を
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第54図 下曽根 H35号住居址 (1)
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第55図 下曽根 H35号住居l■ (2)
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第56図 下曽根 H35号住居l■ (3)
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第57図 下曽根 H35号住居址 (4)

原型とするもので、 1は内面黒色処理が施される。 3は半球状の器形を呈するもので、内面黒色

処理が施される。4～ 10は 鉢である。4～ 6は小型壼と分類される場合があるかと思われる。4・

9は橙色で焼成が良好なもの。 8は内面黒色処理が施される。10は器形的には甑と同様である。

11～ 13は 甑である。11が単孔で、他の 2点は多孔である。14～ 20は甕である。19カMヽ型甕の他は、

長胴甕である。基本的に外面には縦位のヘラミガキが施され、内面にはナデ調整を施すが、18・

20は 内面に刷毛目調整が施される。小型奏を除き最大径は口縁部に有する。21～ 291よ重である。

外面ヘラケズリ調整のままの21・ 22・ 29や更にヘラミガキ調整を施す、23～ 25、 刷毛目調整を施

す27がある。内面は基本的にナデ調整であるが、22・ 28は刷毛目調整である。301ま鍋である。体

部の最大径部分の対角線上に2個の把手が買占付される。外面はヘラケズリ後ヘラミガキ調整、内

面はナデ調整である。31は鉄製紡錘車の軸であろう。断面方形を呈する。
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O H36号住居址 (第58・ 59図 、図版19。 93)

遺構-3次調査西区中央で検出された。H32・ H43号住居址を切る。隅九長方形の平面プランを

呈し、南北長5.6m、 東西長4.88m、 壁残高28～ 48cm、 面積約30.5♂、の規模を有 し、N-23° 一W

に長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に石を主体に構築されていた。Pl～ P4の 4基のPitが主柱

穴である。これらのPit内 には礎石状の礫が埋設されていたが、柱痕はこれらの石の脇で検出され

ており、柱の固定に使用されたものと推測された。柱痕は径16～ 20cmの規模であった。壁下には

周溝が巡 り、西壁と南壁の中央部分には、所謂「出入口」等に関連する様なPitが存在する。覆土

は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器、石器が出土した。土師器には 1～ 10の杯、11・ 12の 皿、

が認められる。界のロクロからの切離し方法は回転糸切 りであり、方向が確認できるものは右で

ある。 1だけが、糸切 り後周縁部も含めヘラケズリが施されている。 9・ 10に は判読不可能な墨

書が認められる。皿は 2点共に高台を有する。底部中央には方向不明な回転糸切痕がのこされて

いる。 8を 除き内面黒色処理が施されている。須恵器は全て界である。ロクロからの切離しは全

て右回転の糸切 りである。16に は「入」の墨書が認められる。13と 16を 除き他のものは火欅が付

く。灰釉陶器は3点共に碗である。201ま 内面全面施釉で、角高台。内面には重焼痕が存在 しない。

21も 刷毛による内面全面施釉であるが、内面に重焼痕 (上 に載せた製品の高台の痕)が認められ、高

台も三日月である。22は刷毛により内面全面 と外面の腰部まで施釉されている。内面に重焼痕

(上 に載せた製品の高台の痕)が認められ、高台は三日月で、高台内に朱の墨書が認められる。胎

土の肉眼観察では、20が他の 2点 と異なり、やや黄色を帯びている。鉄器は23の 「焼き印」状の

鉄製品、24の刀子、25の紡錘車、26の鉄鏃が認められる。これらの内23に類似する資料が、栗毛

坂遺跡群B地区のHH号住居l■や聖原遺跡で出土している。いずれの遺跡も当遺跡の近隣に位置

する遺跡である。石器は27の携帯用の砥石と混入遺物である28の有舌尖頭器が出土している。

O H37号住居址 (第 60・ 61図 、図版19。 20・ 93)

遺構-4次調査東区西端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸方形のプランを呈

し、南北長4.8m、 東西長4.6m、 壁残高24～ 84cm、 面積約22.1ド の規模を有 し、N-29° 一Wに長

軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部に石芯を粘土で被覆して構築されていた。掘方を含め10基検

出されたPitの 内、Pl～ P4の 4基が主柱穴である。 P3において径16cm前後の柱痕が確認された。

また、P3に認められる2本の柱痕や、掘方において確認されたP5・ P9・ P10の 存在などから上

屋の建替えが行われたものと推測される。壁下には周溝が巡 り、南壁下中央には所謂「出入口」

施設状のPitが認められ、P3と P4間 には所謂「間仕切 り」状の溝が存在 した。覆土は自然堆積で

ある。
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黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子、
黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム粒子・パミスを含む。
褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム主体。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム粒子多含。
褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子多含。
黄褐色土層 (10YR5/8)ロ ーム主体。
暗褐色土層 (10YR3/4)貼 床。
黄褐色土層 (10YR5/6)ロ ーム粒子少合、パミス含む、10YR2/2ブロック多含。
明黄褐色土層 (10YR6/6)ロ ーム主体。
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第58図 下曽根 H36号住居址 (1) -19
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第59図 下曽根 H36号住居址 (2)

遺物―土師器長胴甕と混入遺物である縄文土器片が出土 している。長胴甕 1～ 4は全てのものが

回縁部に最大径を有 し、内面ヘラケズリからナデ調整、外面縦位方向のヘラケズリ調整が施され

る。縄文土器は後期加曽利B式と思われる。

O H38号住居址 (第62図 、図版20。 94)

遺構-4次調査東区中央やや西よりの位置に検出された。他遺構との重複関係は有さない。調査

区域外に延びるため、東南隅を中心とした一部分が調査されたにすぎない。壁残高は48～ 76cmで

あつた。調査範囲にはカマ ドは存在せず、掘方を含め 5基検出されたPitの 内、Plが主柱穴 と推

測される。径20cm前後の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、銅製品、鉄器が出土 した。土師器は 1・ 2の内面黒色処理で、底部に右

回転の糸切痕をのこす杯と、 3の内面黒色処理で高台が只占付される皿が出土 した。 2は「高」と

思われる墨書が認められる。須恵器は4～ 6の杯、 7・ 8の杯蓋、 9,10,12の壼、11の 甕が出

土した。杯 4。 5は底部に右回転の糸切痕をのこす。また、イ蓋 7は 口縁部よりの体部に子しが焼
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1.黒褐色土 (10YR2/2)・ 灰責褐色土 (10YR4/2)・ 黄橙色土

影物易影影 2.〔得ξ菖員鷺女晏ざ:OYR5/3)ロ
ーム粒子・黒褐色粒子 。

3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR5/3粒 子を含む。
4.淡赤橙色土層 (25YR7/3)カ マド流失粘土層。
5,にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)。

鰯:褐色土層 (10YR4/4)貝占床。
騒 明褐色土層 (10YR5/6)。

蔭.褐色土層 (10YR4/4)。

隠.暗褐色土層 (10YR3/0。
E柱 痕 (10YR4/2)。

0   標高 74916m   2m

第60図 下曽根 H37号住居址 (1)
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第61図 下曽根 H37号住居址 (2)

成前に穿たれている。 Sは天丼部につまみを持たず、右回転の糸切痕が認められる。凸帯文付四

耳重12は 耳に上下に貫通する孔が穿たれている。銅製品としては13の 帯金具「巡方」の裏止金具

が出土している。鉄器は14・ 16の刀子、15の鐘が出土 している。

O H39号住居址 (第63図 、図版20。 21・ 94)

遺構-4次調査東区中央やや東の位置に検出された。F4号掘立柱建物l■_に切られる。隅丸長方

形の平面プランを呈 し、南北長4.6m、 東西長5,2m、 壁残高44～ 52cm、 面積約27.1ド の規模を有 し、

カマ ドを基準とするならば、真北に主軸をとる。カマ ドは北壁の中央に粘土で構築され、Pl～ P3

の3基のPitと 、水道の攪乱により消滅した 1基の計 4基で主柱穴が構成されていたものと推測さ

れる。 P3か ら径20cm前後の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土 した。土師器には2の杯と5～ 8の甕、 9の重が認められる。

杯は橙色で良好な焼成が施されるもので、半球状を呈し内面と外面口縁部はナデ調整、他はヘラ

ケズリ調整が施される。甕は 7・ 8が武蔵甕、 5。 6は外面に縦位のヘラケズリが施される古墳

時代的な甕である。壼 9は底部片で外面に赤彩が施される。須恵器には 1の杯、 3の有台杯、 4

の盤が認められる。 3の有台杯は底部中央に方向不明の糸切 り痕が観察される。盤 4は脚の有無

は不明である。外底と周縁には回転ヘラケズリ調整が施される。凹線が巡る口唇部が特徴的であ

る。鉄器は10～ 12の 鏃と13の 刀子が出土している。 3本まとまって出土 した鉄鏃は弓失のセット

状態を推測させ、興味深い。
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灰黄褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム粒子・ 5 ull以 下パミスを含む。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム粒子・ 5 mn以下パミスを多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)ロ ーム多合、 5 4ull大パミスを含む。
灰黄褐色土 (10YR4/2)・ 10YR7/8ロ ーム・黒褐色土 (10YR3/1)の 混在土層。
黒褐色土 (10YR3/2)・ 10YR7/8ロ ーム・黒褐色土 (loY2/2)の混在土層。
黒4B色土 (loY2カ)・ 10YR7/8ロ ーム・にぶい黄褐色土 (10YR5/3)の 混在土層。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)ロ ーム粒子多含。
柱痕 (10YR4/2)。

ノ ノ //

Ｅ
一

Ｈ
一

ｉ
歩
３．
生
踵
騒
饉
コ

馘
夕
弦
ス

ン
％

然彩募″″先夕一シγ〃

夢
／わず一ラレ
ぅ 15

ヽ`
ノ
(ノ

第62図 下曽根 H38号住居址



罷割国意

劾 標高 74946m
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黒褐色土層 (10YR2/2)10YR■ 7/1ブ ロック・ローム多含。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR17/1ブロックを含む。
黒褐色土層 (10YR2/3)10YR17/1ブロックを含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)10YR17/1・ ロームプロック・含、
掲色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子多含、パミス含む◇

ローム粒子・パミス含む。

にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR17/1・ ロームブロック少合、ローム粒子・パミス含む。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR17/1ブロック・ローム・パミス含む。
褐色土層 (10YR4/4)10YR17/1ブロック少含、ローム粒子・パミス多含。
暗褐色土層 (10YR3/3)10YR17/1ブロック少含、ローム粒子・パミス含む。
暗褐色土層 (75YR3/3)5YR7/4粘土プロック多含、ローム・パミスを含む。
明褐灰色土層 (75YR7ρ )カ マ ド流出層。
にぶい橙色土層 (75YR6/4)灰の推積層。
黒褐色土層 (10YR2/3)10YR17/1プロック・ローム・パミス含む。
褐色上層 (10YR4/6)ロ ーム粒子多合、ロームブロック・パミスを含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム少含。
明責褐色土層 (10YR7//6)。

暗褐色土層 (10YR3/3)貝占床。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR17/1プロック少含、ローム多含。
明黄褐色土層 (10YR6/6)。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)。
黒掲色土層 (10YR/3)。
黒色土層 (10YR2/1)。
明黄褐色土層 (10YR7/6)。
褐色土層 (10YR4/4)。

g        7    13

第63図 下曽根 H39号住居址
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O H40号住居址 (第64図、図版21・ 94)

遺構-4次調査東区のH39号住居址の北隣において検出された。東南隅部分以外は調査区域外に

延びるため、全容は不明である。カマ ドは調査範囲には存在せず、壁残高は57～ 70cmであった。

3基確認されたPitの 内、 P llま 主柱穴を構成する 1基であり、径14cm前後の柱痕が確認された。

壁下には周溝が巡る。覆土は人為埋上、あるいは人為撹拌土の自然堆積である。

遺物-1は半球状を呈する土師器杯であり、内面はヘラミガキ調整後黒色処理が施され、外面に

は回縁部がナデ調整の他は、ヘラケズリ調整が施されている。 2は土師器高杯の脚部である。内

面黒色処理が施される。 3は須恵器杯蓋のつまみである。扁平な擬宝珠形である。

O H41号住居址 (第64図 、図版21・ 94)

遺構-4次調査西区西端において検出された。調査範囲においては他遺構との重複関係は有さな

い。北西隅の一部分が検出されただけであり、住居上の大部分は調査区域外に存在する。壁残高

27～42cmの規模である。調査範囲にはカマ ドは存在せず、Pitは 掘方から1基検出されている。周

溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―H25号住居l■で出土したものと同様な円筒形土器が出土している。内面には叩き成形時の

当具痕が明瞭である。また、内面全面には煤の付着は認められず、複数の筋状に認められる。

O H42号住居址 (第 65・ 66図、図版22・ 94。 95)

遺構-4次調査西区中央において検出された。H33号住居址を切る。隅九長方形の平面プランを

呈し、南北長5,Om、 東西長4.6m、 壁残高16～ 73cm、 面積約21.3ポ の規模を有 し、N-15° 一Eに

長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に石芯を粘土で被覆して構築されている。Pl～ P4の 4基の

Pitが主柱穴であり、径20cm前後の柱痕が確認された。掘方の調査において、現在の住居よリー回

り小さな平面プランが確認されたことから、本址は拡張されていることが明らかとなった。覆土

は自然堆積であり、周溝は有さない。

遺物―土師器、須恵器、石製品が出土している。 1～ 3は須恵器の杯である。ロクロからの切離

しは 1が右回転ヘラ切 り、 2が右回転糸切 り、 3は右回転ヘラ切 り後、底部中央を内側から当具

をして叩き平坦化 し、手持ちヘラケズリ調整を施 している。 2は火欅が認められる。 4は須恵器

有台杯で、底部は回転ヘラケズリ後に高台を貼付 している。 5は須恵器杯蓋で、外面天丼部には

回転ヘラケズリ調整が施されている。 6～ 9は全て土師器武蔵甕である。口縁部はやや「コ」字

化の傾向が見受けられ、最大径は日縁部に持つものと、体部に持つものが認められる。10・ 11は

軽石製の石製品である。10は 直方体状、11は楕円形に摩減により成形されている。用途は不明で

ある。
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罷割国煮

0   標高 74996m   2m

1.褐灰色土層 (10YR4/1)φ 54ull大 パミス・10YR7/8ロ ームを下層に多含。
2.黒褐色土 (10YR2/2)・ 責橙色ローム (loYR″ 8)・ にぶい黄褐色土 (10YR5/3)の 混在土層。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7/8ロ ーム・φ5Hwn大パミス多含。

2  4.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR2/2粒 子を含む。
5.責橙色土層 (XOYR7/8)10YR2/2・ 10YR5/3粒子少含。

鯵 黒褐色土 (10YR2/2)・ 10YR7/4ロ ーム・にぶい黄褐色土 (10YR5/3)の 混在土層。

罐 にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)。

コ 柱痕 QOYR2/の 。
*2・ 3層は人為埋土か人為攪拌土の2次堆積土。

H40号住居址

幕 3

0   標高 ‐4590m   2m

l.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)ロ ーム・φ 5nun大パ ミス多合。

2.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)灰 白色粘土少合、ローム・φ5nun大パミス多含。
3.にぶい責橙色土層 (10YR7/4)ロ ーム2次堆積。
4.橙色土層 (2 5yr7/6)粘 土

鰻.黒褐色土 (10YR2/2)。 黄橙色ローム (10YR7/8)の 混在土層。
顧.にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)。 H41号住居址

第64図 下曽根  H40・ 41号住居 l■
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1.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)ロ ーム・φ lcm大 パミスを含む。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)ロ ーム・φ lcm大 パミス多含。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム少含。
4.にぶい黄褐色土層 (loYR4/3)ロ ーム含む。
5.淡黄色土層 (25Y8/3)カ マ ド流出層。
6.灰黄褐色土層 (10YR4/2)最 下層に炭化物の堆積。
7.灰黄褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム・パミス少含。
8.黒掲色土層 (10YR3/2)煙 道内覆土。
9.にぶい黄褐色土層 (10YR5//3)。
10.黒 褐色土層 (10YR2/2)貼 床。 2面存在。
攘 黒褐色土 (10YR2/2)。 10YR7/4ロ ーム・にぶい黄褐色土 (10YR5/3)

の混在土層。
簿 にぶい責褐色土 (10YR6/3)・ 黒褐色土 (10YR2/2)の 混在土層。
鐵.黒掲色上 (10YR2/2)・ 10YR7/8ロ ームの混在土層。
鑢.に ぶい黄橙色土層 (10YR7/2)。

第65図 下曽根 H42号住居lI(1)



O H43号住居址 (第 66・ 67図 、図版22・ 95)

遺構-4次調査西区中央で検出された。H36号住居址に切られる。東西長5,8m、 壁残高36～ 68cm

の規模を有する。カマ ドは北壁の中央部に構築されるが、水道の攪乱により、粘土で構築された

煙道部分が残存 していただけであった。掘方を含め、4基のPitが確認されたが主柱穴は判然とし

ない。 P2か ら径30cm前後の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡り、西壁の中央付近と推測さ

れる位置から、周溝に直交する所謂「間仕切 り」状の溝が存在した。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土 しているが、 1点だけ出土 した 5の須恵器杯は混入遺物であ

る。火欅が認められ、底部には手持ちヘラケズリ調整が施されている。 1～ 4は土師器の杯で全

てのものが橙色で良好な焼成が施されている。内面及び外面口縁部にはナデ調整、その他の外面

にはヘラケズリ調整が施されている。 6～ 9は鉢である。 8は 内面黒色処理が施される。10は底

部が開口する甑である。内面刷毛日、外面はヘラケズリ後ヘラミガキ調整が施される。11は 甑と

思われるが判然としない。12も 甑ないしは鍋であろうが確定はできない。13～ 15は 甕である。14

は体部に最大径を有し、内面に刷毛目調整が施される。13・ 15は 口縁部に最大径を有 し、内面ナ

デ、外面ヘラケズリ調整が施される。16は壼の底部である。外面赤彩の可能性が強い。17は 鉄製

の刀子である。

O H44号住居址 (第67図 、図版23・ 96)

遺構-4次調査西区中央やや東で検出された。Pitに 切られる他は重複関係は有さない。隅丸方形

の平面プランを呈 し、南北長1.84m、 東西長2.08m、 壁残高12～ 24cm、 面積約4.3だ と小型の住居

である。カマ ドを基準とするならばN-17° 一Eに主軸をとる。カマ ドは北壁の中央西よりに粘土

で構築されていた。Pitは 有さず、東南コーナーを中心とする一部分にだけ、壁下に周溝が巡る。

覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器杯が 1点出土している。須恵器郭蓋の模倣を原型とするもので、内面と外面口縁部

はナデ調整、その他の外面にはヘラケズリ調整が施されている。

O H45号住居址 (第68図 、図版24・ 96)

遺構-5次調査区の西端部で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。隅九方形の平面プラ

ンを呈し、南北長3.32m、 東西長3.4m、 壁残高56～ 68cm、 面積12.9ポ の規模を有する。N-46° 一

Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に構築されていたが構築材は残存せず、掘方の状

態を呈していたが、破壊と言うよりは、再利用のために撤去 したような寡囲気であった。柱穴は

有さず、南壁下の中央に所謂「出入口」施設のPit l基と掘方において北東隅に 1基のPitが検出さ

れた。周溝は有さず、覆土は人為埋土であった。
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0   標高 74636m   2m

鮎 鮎
軍 フ

鮎

1.黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム・パミス含む。
2.暗掲色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子・粘土ブロックを含む。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子・パミス・粘土プロックを含む。
4.暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム粒子・パミス多含。
5 黄褐色土層 (10YR5/6)。
7.黒褐色上 (上OYR2/2)。 ローム (10YR7/4)の 混在土層。

隠.黄褐色土層 (10YR5/6)貼 床。
に。責褐色土層 (10YR5/8)。
鯵 柱痕 (10YR5/6)。

恭多 ィ蒻

84

第66図 下曽根 H42号住居址 (2)・ H43号住居l■ (1)
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標高 夕4640m

黒褐色土層 (10YR2/2)パ ミス・ローム粒子を含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子多含。
黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ームブロックを含む。
にぶい責橙色土層 (10YR7/2)カ マ ド流出層。
にぶい責橙色土層 (10YR7/2)カ マ ド構築粘土。
黒褐色土層 (75YR2/2)焼土粒子を含む。
焼土。
褐色土層 (10YR4/4)。
褐色土層 (10YR4/6)。 貼床。
褐色土層 (10YR4/4)ロ ーム粒子・ブロック多合、10YR2/1粒 子を含む。

下曽根  H43号住居 l■ (2)・ H44号住居址第67図
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遺物-1・ 2は須恵器の郭で、2点共に底部には右回転の糸切痕をのこす。 3は土師器の郭で内

面黒色処理が施され、底部には右回転の糸切痕をのこす。 4・ 5は土師器小型甕であり、2点共

に武蔵甕である。4は「コ」字、5は「く」字状の口縁で、最大径は2点共に体部に有する。

標高 75α 58m

1.褐灰色土層 (10YR4/1)。 10YR7/6粒子少含。
2.褐色土層 (10YR4/4)5 uul大 パミス・10YR4/1粒 子含む。
3.にぶい責橙色土層 (10YR7/4)ロ ーム・10YR4/1土・ 5 null大パミス多含。人為坦土。
4.にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)カ マド構築粘上の流出層。
攘.明責褐色土層 (10YR7/6)掘 方坦土。

第68図 下曽根  H45号住居 l■

5(1・ 2)

O H46号住居址 (第69図 、図版24・ 96)

遺構-5次調査区西半中央で検出された。H50・ H58号住居址を切る。隅九方形の平面プランを

呈し、南北長3.36m、 東西長3.04m、 壁残高56～ 72cm、 面積11,8ド の規模を有 し、N-45° 一Wに

長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に石芯を粘上で被覆して構築される。Pit・ 周溝は有さ

ず、覆土は自然堆積であつた。

遺物-1は内面黒色処理が施される土師器郭で、底部には右回転の糸切痕をのこす。 2は 内外面、

3は内面黒色処理が施される土師器碗である。 2は高台内に右回転の糸切痕をのこす。 4は内面

黒色処理が施される土師器鉢である。底部とその周縁にはヘラケズリ調整が施される。 5～ 9は
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|

F~  0   
標高 75α88m   2m

1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 ローム・ l cm大パミス含む。
2.灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 ローム・ l cm大パミス多含。
3.灰責褐色土層 (10YR4/2)。 ローム・ l cm大パミス多含、5YR6/4粘土含む。
4.にぶい黄橙色土層 (5 YR6麗 )。

＼ふ＼
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第69図
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下曽根 H46号住居l■



須恵器杯で、底部が残存するものは全てに右回転の糸切痕が認められる。 8は焼成前の刻書が認

められる。10は須恵器有台郭で、底部は回転ヘラケズリ調整後高台が貼付されている。11～ 13は

土師器甕で全て武蔵甕である。11が「く」字の他は「コ」字状の口縁部である。 3点共に最大径

は体部に有する。14は 土師器台付武蔵甕の台部である。15は須恵器長頸壺の頸部、16は櫛描き波

状文が巡る須恵器奏の口縁部、17は外面に平行叩目痕が認められる須恵器甕の底部である。

O H47号住居址 (第70図 、図版25。 97)

遺構-5次調査区中央やや西で検出された。Pitに 切られるほかは、他遺構との重複関係はない。

東西長3.72m、 壁残高40～ 48cmの 規模を有する。北方向に調査区域外に延びるため調査範囲内に

はカマ ドは存在 しない。掘方を含め4基のPitが確認されたが、主柱穴は判然としない。壁下には

周溝が巡 り、覆土は人為撹拌上の2次堆積である。

遺物-1～ 4は須恵器の杯である。全てのものが底部に右回転の糸切痕をのこし、火欅が認めら

れる。 5は須恵器の小型広口重である。外底の周縁にヘラケズリ調整が施される。 6・ 7は土師

器武蔵奏である。 7の 口縁部は「コ」字を呈 し、体部に最大径を有 している。

O H48号住居址 (第70図 、図版25。 97)

遺構-5次調査区の中央で検出された。H51号住居址を切る。東西長5.6m、 壁残高60～ 80cmの規

模を有する。北方向の調査区域外に住居の大半は延びており、調査範囲にはカマ ドは存在 しなかっ

た。南壁下の中央部には所謂「出入口」施設が構築されている。Pitは 掘方を含め 2基検出された

が、主柱穴ではない。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―須恵器だけが出上した。 1は杯でヘラによリロクロから切離 した後、回転ヘラケズリ調整

を周縁を含め施している。 2・ 3は有台邦である。ヘラ切 り後回転ヘラケズリ調整を施 し、高台

を貼付 している。4は杯蓋で、つまみは欠損している。天丼部に回転ヘラケズリ調整が施される。5

は甕である。日縁部には凹線が 1本巡 り、外面平行叩き日、内面は当具痕をナデ調整により消去

している。

O H49号住居址 (第 71・ 72・ 73図、図版26・ 97・ 98)

遺構-5次調査区東半中央東よりで検出された。H57号住居址を切る。隅九方形の平面プランを

呈し、南北長4.64m、 東西長5,08m、 壁残高80～ 88cln、 面積約29,3♂ の規模を有 し、N-28° 一W

に長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部分に粘土で構築される。主柱穴はPl・ P2と 掘方で検出

されたP18,P19の 4基 と推測され、Pl,P2か ら径18cm前後の柱痕が確認された。また本l■ は

壁面にP5～ P16の ように棟持柱の柱穴が認められ、径14cm前後の柱痕が確認された。住居南半
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耕作土。
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第70図 下曽根 H47・ 48号住居址



には壁下に周溝が認められた。覆土は自然堆積であつた。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石製品が出土 している。土師器には 1～ 5の杯、26～29の甕が認

められる。杯 1は内面見込みに螺旋、体部～口縁部には放射暗文が施される畿内系の杯である。

2～ 5は ロクロ成形で内面黒色処理が施される杯で底部が残存するもは全て手持ちヘラケズリ調

整が施される。甕は全て武蔵奏で、27が胴張の他は、「く」字口縁で最大径を回縁部に有 している。

須恵器には6～ 16の 杯と17～ 20の有台郭、21～25の杯蓋、30の壺、31の甕が認められる。杯のロ

クロからの切離 しは11・ 12が回転糸切 りの他はヘラ切 りであり、その後、ロクロからの切離 しが

糸でもヘラでも手持ちのヘラケズリ調整が施される。火欅の認められるものも多い。有台郭の内、

18は銅碗の模倣形態かも知れない。底部が残存する19・ 20の ロクロからの切離しはヘラである。

郭蓋はつまみが残存するものは扁平な擬宝珠形を呈する。重30は短頸壼と思われる。甕31は 叩き

成形で、内面はナデ、外面にはヘラケズリ調整が施される。鉄器は32・ 33の鏃、34の刀子、不明

な35が出土 している。石製品としては、中央に孔が穿たれる、円盤状に加工 した軽石が出土 して

ヤヽる。

O H50号住居址 (第73図 、図版27・ 98)

遺構-5次調査区西半中央で検出された。H46・ H58号住居l■ に切られる。攪乱及び調査範囲外

に延びること、更に他遺構との重複により調査範囲は住居全体の一部分である。範囲内にはカマ

ドは存在せず、1基検出されたPitも 性格は不明である。壁残高は58～ 65cmであった。周溝は有せ

ず、覆土は自然堆積であった。

遺物-1は土師器杯である。内面見込みに螺旋、体部～口縁部には放射暗文が施される畿内系の

杯である。 2～ 3は須恵器杯である。 2点共に底部には右回転の糸切痕を有する。 4は須恵器有

台杯であるが、高台は削出しであり、当然ながら底部には回転ヘラケズリが施されている。 5は

須恵器郭蓋である。 6は土師器武蔵奏で「く」字口縁で、最大径は口縁部に有する。

O H51号住居址 (第74図、図版27・ 98)

遺構-5次調査区中央やや西で検出された。H51号住居址に切られる。南端は攪乱に破壊され、

北側は調査区域外に延びるため住居の中央部分が調査範囲である。東西長4.64m、 壁残高44～ 52

側 の規模を有する。カマ ドは調査範囲には存在せず、3基検出されたPitは 全て主柱穴である。径

15cm前後の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡 り、覆土は人為埋土である。

遺物-1は土師器の高杯で、内面黒色処理が施される。外面にはヘラケズリ調整が施されている。

2は須恵器の杯蓋で、内面には「かえり」を有する。 3は土師器の小型甕で、内面口縁部には刷

毛目状のナデ、その他の内面にはヘラケズリ調整後ナデ調整、外面体部はヘラケズリ、外面口縁

90
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1.灰責褐色土層 (10YR4/2)φ l大cmパ ミス多含、10YR7/6ロ ーム少含。
2.灰黄褐色土層 (10YR4/2)φ lcm大 パミス・10YR7/6ロ ーム少含。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)φ lcm大 パミス・10YR7/6ロ ーム少合。
4.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)φ 5mn大 パミス・10YR7/6ロ ーム含む。
5,にぶい黄褐色土層 (10YR6/4)φ 5mm大 パミス少含。
6.灰責褐色土層 (10YR4/2)。

織 黒褐色土 (10YR3/2)・ 明黄褐色ローム (10YR7/6)の 混在。貼床。

1機1明黄褐色土層 (10YR7/6)10YR5/3粒 子多含、10YR3/2粒子少含。

縦.10YR7/4・ 10YR3/2・ 10YR5/3混在土層。

線 にぶい赤褐色土層 (75YR4/3)。
11,75YR6/3カ マ ド構築粘土。
12.5YR6/4カ マ ド構築粘上。

1層 2層間、 2層 3層間には炭化物の堆積層が存在する。
7～ 9層 は掘方埋土。
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第72図 下曽根 H49号住居址 (2)
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0   標高 75098m   2m

1.10YR4/2・ 10YR3/2 10YR7/4の混在土層。φ2cm以上パミスを多含。
2.にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)ロ ーム主体10YR3/2粒 子・パミス少含。
3.にぶい黄橙色土層 (10YR6/6)10YR7/6ロ ーム・φ lcm以 下パミス含む。

鸞.黒褐色土層 (10YR3/2)貼 床。

線 掘方坦土。                  H50号 住居址

第73図 下曽根  H49号 (3)・ H50号住居 l■



部にはナデ調整が施される 4・ 5は土師器武蔵甕で、「く」字口縁を呈 し、日縁部に最大径を有 し

ている。

O H52号住居址 (第75図、図版28・ 99)

遺構 -5次調査区東端で検出された。Pitに 切 られる他は重複関係は有さない。住居の東南コーナ

ー部分は 7次調査時に調査 された。隅丸方形の平面プランを呈 し、南北長4.88m、 東西長4.8m、

＼

0    標高 751 2Sm  2m

Ｂ
一

|

1進ェl

1. 10YR7/4・ 10YR7/6ロ ーム主体。 10YR3/2・ 10YR5/3プロック・パ
2.10YR5/3・ 10YR3/2・ 10YR7/6混在土層。
3.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)。

議.明責褐色土層 (10YR7/6)掘 方埋土。
理 柱痕 (10YR3/劾
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/

| 5(1)
4(1)

ミスを多含。人為埋土。
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第74図 下曽根 H51号住居址



壁残高48～ 68cm、 面積約26.2♂ の規模を有 し、N-33° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中

央部分に地山を削出し芯として、これを石と粘土で被覆して構築されていたらしい。掘方を含め

4基検出されたPitの 内、Pl,P2,P4の 3基 と攪苦しにより消滅したと思われる 1基の計 4基が

主柱穴を構成 したものと推測される。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物-1～ 3は須恵器の杯で、底部を欠損するためロクロからの切離 し方法は不明である。 4は

須恵器有台杯で、回転ヘラケズリ後に高台が貝占付されている。 5・ 6は須恵器横瓶の口縁部。 7

は土師器武蔵甕で、「く」字口縁で口縁部に最大径を有する。 8は軽石製の凹石である。片面に凹

が一つつけられ、それを取 り巻 くような擦痕が螺旋に溝状に認められる。 9は鉄製刀子である。

O H53号住居址 (第76図 、図版28・ 99)

遺構-5次調査区東端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。調査区外に延びるため全

容は不明であるが、東西長5。4m、 壁残高54～ 64cmの規模を有する。カマ ドは調査範囲には存在せ

ず、3基検出されたPitの 内Plと P21ま主柱穴と推測される。径20cm前後の柱が確認された。周溝

は有さず、覆土は人為埋土であった。

遺物-1・ 2は須恵器の甕である。 1は 口縁部に最大径を有し、短顎である。 2は長頸で、ヘラ

による波状文が施文される。 3は土師器長胴甕である。器壁の薄化や外面の強いヘラケズリに武

蔵奏への変化が感 じられる。最大径は口縁部に有 し、内面はナデ調整が施される。

O H54号住居址 (第77図 、図版29・ 99)

遺構-5次調査区西半中央やや東よりの位置で検出された。南方向に調査区域外に延びるため、

全容は不明である。調査範囲においては他遺構との重複関係は有さない。東西長3.4m、 壁残高45

～61cmの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に粘土で構築されていた。調査範囲にはPitは 存

在 しない。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器の甕が 2点出土 している。 2点共に胴張 りの器形を呈するが武蔵甕の範疇で捉えて

良いものと考える。日縁部は「く」字状を呈 し、当然のことながら、最大径は体部に有 している。

内面はヘラケズリ後にナデ調整、外面には日縁部を除きヘラケズリ調整が施される。 2は焼成後

に底部に径 2 cmの 円孔が穿たれており、本来とは異なる使用がなされたものと推測される。秦と

したが内面の観察からは重としたほうが良いのかも知れない。

O H55号住居址 (第78図、図版29。 100)

遺構-5次調査区中央で検出された。南方向に調査区域外に延びるため全容は不明である。他遺

構との重複関係は調査範囲内においては有さない。壁残高は40～48cmで あった。カマ ドは北壁の



C Ｆ
一

Ｅ
一

Ｄ
一

Ｊ

一

１

一

Ｈ

一

甥
Ｎ
一

Ｍ
一

Ｌ
一

0   標高 7レ 10m   2m

『 ワ

¨

1.に ぶい黄橙色上層 (10YR6/3)10YR2/2プ ロック・パミス多合。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR32ブ ロック・パミス含む。
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中央に粘土で構築されて

いた。掘方を含め 3基の

Pitが検出されたが性格

は不明である。周溝は有

さず、覆土は自然堆積で

あった。

遺物-1は土師器武蔵甕

である。「く」字口縁を呈

し、口縁部に最大径を有

する。 2は土師器武蔵甕

の小型甕である。球形の

体部を呈するものと推測

される。 3は須恵器平瓶

の口縁部である。外面に

はカキロが巡 り、内面に

は火欅が認められる。

O H56号住居址

(第78図 、図版29。 100)

遺構-5次調査区中央で

検出された。住居の大半

は調査区域外に廷びてい

る。壁残高は20～ 24cmで

あった。Pitに 切られる他

は他遺構との重複関係は

調査範囲内においては認

められない。調査範囲内

にはカマ ドは有さず、 1

基検 出されたPitは 性格

不明である。周溝は有さ

ず覆土は自然堆積である。

遺物-1は 内面黒色処理
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10YR5/2・ 10YR5/3・ 文OYR8/4・ 10YR7/6混在土層、パミス・石粒多含。人為埋土。

にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR3/2・ 10YR7/6ブロック多含、パミス含む。

にぶい黄橙色土層 (10YR7//4)10YR5/3土多合、パミス含む。

明責褐色土層 (10YR7/6)。
10YR7/4・ 10YR7/6主体。パミス・石粒多含、10YR3/2・ 10YR4/2プロック含む。掘方埋土。

柱痕 (10YR3/2)。

第76図 下 曽根  H53号住居址



にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR3/2・ 10YR8/1粘 土粒子を含む。
灰白色土層 (10YR8/1)粘 土主体。10YR5/3粒 子合む。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR4/2粒 子・φ5mm大パミス含む。
カマ ド構築粘土 (10YR8/1)。

(底部穿孔状態)

第77図 下曽根 H54号住居址

0   標高 75080m   2rn
l       l       l

が施される土師器杯である。底

部を欠損するためロクロからの

切離 しは不明である。 2・ 3は

須恵器の杯で、 2点共に酸火焔

焼成である。 3は底部に右回転

の糸切痕をのこす。

O H57号住居址

(第 79・ 80図 、図版30・ 100)

遺構-5次調査区東半中央やや

東で検出された。H49号住居址

に切られる。隅九長方形の平面

プランを呈 し、南北長3.44m、

東西長3.84m、 壁残高64～ 80cm、

面積約15,2♂ の規模を有 し、N

-48° 一Wに長軸方位をとる。カ

マ ドは北壁の中央部分に粘土で

構築されていた。検出されたPit

の内Pl～ P4の 4基が主柱穴で

あり、径20cm前後の柱痕が確認

された。壁下には周溝が巡 り、

覆土は自然堆積であった。

遺物-1は須恵器杯である。右

回転のヘラ切 りによリロクロか

ら切離されている。 2・ 3は土

師器長胴甕である。 2は外面に

縦位のヘラケズリ調整が施され、

器壁が厚いもの、3も 同様であ

るが、器壁が僅かに薄化 し、焼

成も良好な雰囲気のものである。

4は土師器壷で、外面にはヘラ

ケズリ調整後、粗いヘラミガキ
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調整が施されている。内面はヘラケズリ後ナデ調整が施されている。

O H58号住居址 (第81図 、図版30)

遺構-5次調査区西半中央で検出された。H46号住居址に切られ、H50号住居l■ を切る。北方向

の調査区外に延びるため全容は不明である。東西長4.52m、 壁残高48～ 60cmの 規模を有する。カ

マ ドは調査範囲には存在せず、未調査の北壁中央部分に構築されているものと推測される。掘方

を含め 9基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。柱痕は確認できなかった。南壁下

と東壁下の南半には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―皆無であった。

0   標高 75160m   2m

灰黄褐色土層 (10YR4/2)パ ミス多合、10YR7/6・ 5YR7/4ブ ロック・粒子を含む。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)。 10Y暫 /6ロ ーム・φ5mnl大パミスを含む。
10YR5/3。 10YR76ロ ームの混在土層。
黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム・φ5ml大 パミス含む。
明責褐色土層 (10YR76)10YR3/2・ 10YR5/3土多含、ゅ2 cm以下パミス含む。掘方坦土。
10YR5/3・ 10YR3/2・ 10YR7/6混在土層。カマ ド掘方理土。
カマ ド構築粘土 (5YR7/4)。

H55号住居址

黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム・φ5nul大パミスを含む。
黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6・ 10YR7/4ロ ーム多含。
黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6・ 10YR7/4ロ ーム含む。

第78図 下曽根  H55・ 56号住居址
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0   標高 752おOm  2m

l.10YR3/2・ 10YR4/2・ 10YR7/4の 混在土層。φ lcm以 下パ ミス多含。
2.にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)10YR3/2・ 10YR4/2ブロック多合、φ lcm大 パミス多含。
3 灰黄褐色土層 (10YR72)10YR7れ '10YR3/2粒子少含。
4. 10YR7/4ロ ームブロック。
5.褐灰色土層 (75YR5/1)カ マド構築粘上流出層。
6.黒褐色土層 (10YR3/2)。
7.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・φ lcn大 パミス少含。
8.赤色土層 (10R4/8)粘土層。
9.黒褐色土層 (10YR3/2)。
鰈 黒褐色土層 (10YR2/3)カ マド掘方埋上。
鰈 掘方理土。

褐灰色土層 (75YR5/1)。 カマド構築粘上。
題 柱痕 (10YR7/4)。
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第79図 下曽根 H57号住居址 (1)

土している。しかし、その多くは破片であつた。土師器にはイ・皿・甕が認められる。郭 1は底

部に手持ちヘラケズリ調整が施され、内面はヘラミガキ後黒色処理が施される。2は搬入品と思

100

以

O H59号住居址

(第82～85図 、

図版31・ 101～ 103)

遺構-6次調査区西区東

端で検出された。H66・

H80,H87号 住居l■、粘

土坑を切る。隅丸長方形

の平面プランを呈 し、南

北長7.6m、 東西長6.4m、

壁 残 高32～ 60cm、 面 積

54.7♂ の規模を有 し、N

-38° 一Wに 長軸方位 を

とる。カマ ドは北壁の中

央部分に石芯を粘上で被

覆して構築されていた。

主柱穴はPl～ P4であり、

全てが礎石を有 し、径20

cm前後の柱痕が確認 さ

れた。掘方で確認された

Pitは 本址 と重複する住

居址の柱穴も含まれるも

のと考えるが、明確に識

別する根拠は見いだせな

かつた。西壁下の南半に

は周滞が認められるが、

住居址全体には存在 しな

い。覆土 は 自然堆積 で

あった。

遺物―土師器、須恵器、

鉄器、石器・石製品が出
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第80図 下曽根 H57号住居」■ (2)

われるもので、内面は底部中心を起点とする放射暗文、外面には粗い横位のヘラミガキが施され、

底部中央には方向不明の糸切痕がのこされ、その周縁はヘラケズリ後ヘラミガキ調整を加えてい

る。橙色の色調を呈し、焼成は良い。 3～ 6の杯は内面黒色処理で底部に右回転の糸切痕をのこ

すものである。 4は糸が深 く入 りすぎ底部に開いた穴を粘土塊で充填 している。また、 4・ 5に

1ま 「大」。6に は「刑」 ?の墨書が認められる。 7・ 8は皿であり、 7は高台を欠損する。底部に

は右回転の糸切 り痕がのこされる。 8には判読不可能な墨書が認められる。 2点共に内面黒色処

理が施される。甕は小型のロクロ奏40と 、41～44の武蔵甕、45の刷毛目を多様する外来系の甕が

認められる。武蔵甕は44を 除き「コ」字口縁で体部に最大径を有 している。須恵器には郭・杯蓋・

有台郭・甕・壺が認められる。杯は 9・ 20・ 21がヘラ切 り、ないしは回転ヘラケズリ調整である
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10YR3/2・ 10YR4/2・ 10YR7/4の 混在土層。φ2cm以下パミス多含。
黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/4ロ ーム・φ2clll以 下パミス少合。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)10YR3/2粒 子・φ lcm大 パミス少含。
にぶい責橙色土層 (10YR4/3)10YR76ロ ーム・φ lcm以 下パミス少含。
にぶい黄澄色土層 (10YR6/3)10YR7/6ロ ーム・φ lcm以 下パミス少含。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・φ lcm以 下パミス少合。
黒褐色土層 (10YR3/2)貼 床。
掘方埋土。

標高 75078n

第81図 下曽根 H58号住居l■

のを除けば他は全て回転糸切痕をのこしており、方向が識別できるものは右である。また、火欅

が認められるものも多い。25。 26に は判読不可能な墨書が認められる。14x蓋はつまみが皿状を呈

す32・ 35と 、擬宝珠形の33・ 34が存在する。器形的には天丼部があまり高 くない扁平なものであ

る。有台杯は36・ 38の ような身の深いものと、37の浅いものが存在する。ロクロからの切離 しは

36が糸、他はヘラである。秦は46の ような長頚のものと、47の様な短頸のものが認められる。46
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第82図 下曽根 H59号住居址 (1)
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m
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)。 10YR7/4ロ ーム・5YR6/4粘土粒子。φ5剛

10YR7/6ロ ーム・loYR5/3混在土層。
灰責掲色土層 (10YR4/2)10YR7/4ロ ーム少合。
明責褐色土層 (10YR7/6)10YR4/2粒 子少含。
浅黄橙色土層 (10YR8/3)。
にぶい黄褐色土層 (10Y艶/3)10YR″4ロ ーム含む。
にぶい責褐色土層 (10YR4/3)10YR7/4ロ ーム多含。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)カ マド構築粘上。
にぶい橙色土層 (5YR7/4)カ マ ド構築粘土。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)粘 土。
黒掲色土層 (10YR3/2)掘 方坦土。
カマド掘方埋土。
浅黄橙色土層 (10YR8/3)掘 方埋土。
10YR5/3・ 10YR8/3混在土層。掘方埋土。
柱痕 (10YR3/2)。
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第83図 下曽根 H59号住居址 (2)
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第84図 下曽根 H59号住居l■ (3)

105



51

2

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

山日
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
日
日
Ｈ
じ
［

Ｄ

　
　
　
　
　
　
　

／
く

一　
　
　
　
　
　
　
　
址居

・　
　
　
　
６０
　
　
靴

サ

　
ｏ
　
　
　
　

Ｈ５９

/″ け

106

第85図 下曽根



1.にぶい責褐色土層 (10YR5/4)φ  l clll以 下パミス・10YR74ロ ーム少含。
2.にぶい責褐色土層 (10YR4/3)φ  l cnl以下パミス・石粒・10YR7/4ロ ーム・loYR2/2含む。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)砂 粒・10YR2/2ブロック多含。
4.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)砂 質。
5,明黄褐色土層 (10YR6/6)ロ ーム2次堆積。
緯.灰責褐色土層 (10YR5/2)。 貼床。
籐.にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)掘 方埋土。
期.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)掘 方埋土。

にぶい黄橙色土層 (10YR74)カ マド構築粘土。
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第86図 下曽根 H60号住居l■ (1)

107



11
-13

杷     ‖

≦ ≡ 重 ≡ 菫 車 ― ― ―
≦ 当 Ь 司5

第87図 下曽根 H60号住居址 (2)

と48は 同一個体の可能性を有する。重は49が広口である他は、日縁部を欠損するため不明である。

石器・石製品は53・ Mの軽石製の面取 り、穿孔が認められるものと、55の ような滑石製の紡錘車、

56の砥石、57・ 58の狭入を施した編物石が出土している。鉄器は59の刀子、60・ 61の鏃が出土 した。

O H60号住居址 (第 86・ 87図 、図版31・ 103)

遺構-6次調査西区東半中央で検出された。北方向に調査区域外に延びるため、全容は不明であ

る。調査範囲においては他遺構との重複関係は有さない。東西長6.6m、 壁残高48～ 80clnの規模を

有する。東壁に本址の旧カマ ドの煙道部が残存 していたことから、本址の廃絶時のカマ ドは北壁

中央に存在する可能性が高い。主柱穴はPl・ P2であるが、P3～ P9の壁柱穴は所謂「棟持柱」

用のPitと 思われる。壁下には周溝が巡 り、南壁の中央には出入口施設と思われるPit 4基が存在 し

た。覆土は自然堆積であつた。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土した。土師器には杯、高杯、鉢が認められる。杯 1は内面黒

色処理で、外面にはヘラケズリ調整が施される。高杯 2は欠損した脚部を研磨 して平坦化 し、再

利用 している。内面黒色処理が施されている。鉢 3は内面黒色処理、外面にはヘラケズリ後粗い

ヘラミガキ調整が施される。須恵器は杯、有台杯、鉢、杯蓋、甕が認められる。杯は4がヘラ切

り・ヘラケズリ、 5は右回転糸切痕を底部にのこしている。有台杯は6～ 8の貼付高台と、 9の
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1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)′ くミス・10YR7/4ロ ーム少含。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7//4ロ ーム・loYR2/2・ φ2cm以下パミス多含。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
4.にぶい黄掲色上層 (10YR4/3)10YR7/4ロ ーム多含。
5,10YR5/3・ 10YR2/2混 在土層。

畿。10YR5/3・ 10YR2/2・ 10YR6/6の 混在土層。掘方埋土。
カマド構築粘土 (25YR6/4)。

濡割凶意

編部凶慧

D

第88図 下曽根 H61号住居址 (1)
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削出し高台が存在 し、底部は全てのものが回転ヘラケズリ調整が施されている。鉢10は佐波理碗

の模倣と思われるもので、底部は欠損する。杯蓋は「かえり」を有する12・ 15と 有さない11カミ存

在 し、更につまみの形状も擬宝珠状のH。 12と 皿状の13・ 14が存在する。奏は16が短頸・広口で

外面に平行叩目をのこす口縁部片。17は 欠損 しているものの高台を有 し、内面に青海波文の当具

痕、外面には平行叩目痕が認められる。18は底部片で、底部と周縁はヘラケズリ、その他の外面

には平行叩目痕が認められる。石器は19・ 20共 に砥石である。

第89図 下曽根 H61号住居址 (2)

O H61号住居址 (第 38・ 89図、図版32・ 104)

遺構-6次調査西区東半中央付近で検出された。H63号住居址に切られ、H65号住居l■ を切る。

隅丸方形の平面プランを呈し、南北長3.4m、 東西長3.48m、 壁残高56～ 64cm、 面積13.8ド の規模

を有し、カマ ドを基準とした場合、N-22° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部分に粘土

で構築され、5基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴である。壁下には周溝が巡 り、覆土

は自然堆積であった。

遺物―土師器、石製品、鉄器が出土した。土師器には 1～ 6の杯、 7の高杯、 8～ 10の 甕、11の

重が認められる。杯 1,4は橙色を呈 し、良好な焼成で、内面及び外面口縁部はナデ、その他の

外面にはヘラケズリ調整が施される。 5も 調整は 1・ 4と 同様であるが、胎土・焼成・色調が異

なっている。 2は内面に放射状暗文が施され、外面はヘラミガキ調整である。日唇部の面取 りが

特徴的である。 3・ 6は内面黒色処理が施されるもので、 3は外面ヘラケズリ、 6はヘラミガキ

調整である。高杯 7は杯部を欠損するが、内面黒色処理が施されている。脚部は内外面共にヘラ

ケズリ調整が施される。甕 8は外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ調整が施され、 9は外面ヘラケズ
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り、内面は刷毛目調整が施される。10は 内外面に刷毛目が多様されるもので、搬入品と思われる。重

11は 、内面口縁部と外面頚部下にヘラケズリ後粗いヘラミガキ調整が施されている。石製品12・

13は軽石製で面取 りや穿子し、条痕等の加工あるいは使用痕が観察できる。14は石製模造品である。

鉄器15は鏃である。

O H62号住居址 (第90図、図版32・ 104。 105)

遺構-6次調査西区中央で検出された。北方向の調査区外に延びるため全容は不明である。東西

長6.52m、 壁残高48～ 76c14の規模を有する。Pitに 切られる他は住居址等との重複関係は有さない。

カマ ドは調査範囲内には存在しなかった。 3基検出されたPitの 内、Plと P2の 2基は主柱穴であ

る。径20cm前後の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であつた。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土した。土師器には 1～ 3の杯、 6の鉢、 7～ 9の壺が認めら

れる。杯は 1・ 2が須恵器杯蓋の模倣を原型とするもので、 1は内面及び外面口縁部がヘラミガ

キ調整、その他の外面にはヘラケズリ調整が施される。 2は橙色で良好な焼成が施されるもので、

内面及び外面口縁部がナデ、他の外面にはヘラケズリ調整が施される。 3は調整は2と 同様であ

るが、内外面共に黒色処理が施される。鉢 6は内外面ヘラミガキ調整で、内面には黒色処理が施

される。重は3点共に外面ヘラケズリ調整であるが、内面は7が刷毛目とヘラナデ、 8はヘラナ

デ、 9は刷毛目調整と異なっている。須恵器は 4・ 5の郭が出土している。 4は底部に右回転の

糸切痕をのこし、内外面に火欅が認められる。混入品である。 5は受部と「たちあがり」を有す

るもので、底部には回転ヘラケズリ調整が施される。石器は10の小型の砥石が 1点出土 している。

O H63号住居址 (第 91・ 92図、図版33・ 105・ 106)

遺構-6次調査西区東半中央で検出された。H61,H65,H77・ H78号住居址を切る。隅九正方

形の平面プランを呈し、南北長5。4m、 東西長5.3m、 壁残高40～ 56cal、 面積約27.2rの規模を有し、

N-25° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に構築されるが、火床以外は撤去されており、

構築材等は不明である。Pitは 掘方を含め 7基検出されたが、いずれも比較的浅い。 Pl～ P3の 3

基と、攪乱により消滅したであろう1基を含めた4基が主柱穴を構成 していたものと推測される。

Plか ら径16cm大の柱痕が確認された。周溝は有さず、覆土は自然堆積である。

遺物一土師器、須恵器、鉄器が出土した。土師器には 1の杯、19～ 23の奏が認められる。杯は回

転糸切 り後ヘラケズリ調整が施され、内面黒色処理である。奏は19の小型甕と他の大型甕が存在

するが全て武蔵奏である。日縁部は全て「く」字で、最大径は体部に有している。須恵器には 2

～ 9の杯、10～ 12の有台郭、13～ 18の杯蓋、24～25の甕、26の 円面硯が認められる。杯は全ての

ものが底部に糸切痕をのこす。方向がわかるものは全て右である。また、酸火焔焼成のものや、



1.灰黄褐色土層 (10YR4/2)耕 作土。
2.10YR7/6・ 10YR2/2の 混在土層。
3.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR7/6・ 10YR2/2ブロックを含む。
4.灰責掲色土層 (10YR4/2)10YR7/6・ 10YR2/2ブロックを多合。
5.黒掲色土層 (10YR2/2)。
6.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)。
7.にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)。
韓 にぶい責褐色土層 (10YR5/3)貝 占床。
1線 明黄褐色土層 (10YR7/6)掘 方埋土。

森 黒褐色土層 (10YR2/2)掘 方埋土。
騒 柱痕。
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1.にぶい黄褐色土層 (10Y酌/3)10YR7/6ロ ーム・φ5ntal大 パミス少含。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム・φ5E ll大 パミス極少含。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR5/6粘 土含む。
4.灰責褐色土層 (10YR4/2)10YR6/6ロ ーム多合。
5。 にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)カ マド構築粘上の流出層。

越.貼床。
盤.掘方埋土。
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第91図 下曽根 H63号住居址 (1)
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火欅が認められるものも多い。有台郭は10が削出し高台、他の 2点は付け高台である。底部は12

が糸切痕をのこし、他の 2点は回転ヘラケズリ調整が施される。郭蓋は全て擬宝珠状のつまみを

有し、天丼部には回転ヘラケズリ調整が施される。甕は2点共に、広口で長頸のもので、24は平

行叩目痕をナデ調整で消去 している。25は 隆帯や櫛描波状文が施文されている。円面硯26は細片

であるが、ヘラによる施文の一部が観察される。鉄器は27～29の刀子と、30の鎌が出土している

が、27の刀子の柄の角度や、30の鎌の形状は特異である。

O H64号住居址 (第93図 、図版33・ 106)

遺構-6次調査西区中央で検出された。北方向の調査区外に延びるため全容は不明である。M4

号溝址を切つている。東西長5,Om、 壁残高44～ 56cnlの規模を有する。カマ ドは調査範囲には存在

しなかった。Pitは 掘方を含め4基検出されたが、Plが主柱穴を構成する 1基である他は性格は不

明である。Plか ら径14cm大の柱痕が確認された。周溝は有さず、覆土は人為埋土である。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土している。土師器には、 1の杯、 4～ 7の甕が認められる。

郭は内外面に黒褐色の顔料を塗布 した後、内面の口縁部は横位のヘラミガキ調整により顔料を削

り落とし、見込みには放射暗文を施 し暗文部以外には顔料がのこされている。外面口縁部はナデ、

その他はヘラケズリ調整が施される。甕は4が小型の他は大型である。 6,7が体部下半で屈折

するプロポーションを呈 し、体部に最大径を有するのに対 し、 5は 日縁部に最大径を有 し、体部

は砲弾状である。調整は3点共に外面はヘラケズリであるが、内面は5,7が刷毛日、 6はヘラ

ナデである。須恵器には 2の杯、 3の郭蓋、 8の甕が認められる。郭は底部に右回転の糸切痕を

のこし、火欅が認められる。検出面からの出土であり、混入遺物であろう。郭蓋 3は擬宝珠形を

呈するつまみ部の破片である。混入遺物である。奏 8は外面に平行叩目が認められ、底部の周縁

にはヘラケズリ調整が施されている。鉄器は 9の鏃が 1点出土している。

O H65号住居址 (第94図、図版34・ 106)

遺構-6次調査西区東半中央で検出された。H61・ H63号住居l■ に切られる。住居の大半は前記

した住居址により破壊され、極僅かな部分が残存 している状態であった。壁残高は48～ 52cmで

あった。カマ ドは残存せず、Pitは 攪乱により確認できなかった部分を除き、H61号住居址の掘方下

からPl・ P4が、またH63号住居l■の掘方下からP3が検出され、本l■ の床面上で検出されたP2

を含め計 4基が確認された。これらの内Pl～ P3の 3基が主柱穴と考えられる。残存部の壁下に

は周溝が巡 り、覆土は明確ではないが、人為埋土の可能性を有する。

遺物-1は橙色で良好な焼成が施される土師器郭で、内面及び外面口縁部はナデ調整、その他の

外面にはヘラケズリ調整が施される。 2は土師器の甑で、多孔のものである。内面刷毛目、外面

|
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10YR4/3・ 10YR2/2・ 10YR7/6の 混在土層。人為埋土。
10YR4/2・ 10YR6/6の 混在土層。掘方埋土。
10YR7/6・ 10YR2/2混在土層。掘方埋土。
明黄褐色土層 (10YR6/6)掘 方埋土。
黒掲色土層 (10YR2/2)掘 方埋土。
にぶい責掲色土層 (10YR5/3)掘 方埋土。
柱痕 (10YR4/2)。

第93図 下曽根 H64号住居址



ヘラケズリ調整が施 される。 3は鉄製の刀子の先端部分である。 4は石製模造品である。
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10YR3/2・ 10YR2/2混在土層。10YR6/6ロ ーム粒子・φ5nm大パミスを含む。
掘方埋土。

第94図 下曽根 H65号住居l■

O H66号住居址 (第95図、図版107)

遺構-6次調査西区東端で検出された。H59号住居l■、粘土坑に切られる。南・北方向の調査区

外に延び、北東部分は攪乱により破壊されているため全容は不明である。壁残高は65cm前 後で

あつた。調査範囲にはカマ ドは存在せず、2基検出されたPitの 性格も不明である。周溝は有さず、

覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、仄釉陶器が出土 している。土師器には 1～ 3の杯、 7の鉢、 8。 9の甑、

10の重が認められる。杯の内 1は ロクロ成形で、底部には回転ヘラ切 り痕をのこす。内面は黒色

処理が施されている。 2・ 3は須恵器杯蓋の模倣を原型とするプロポーションを呈し、 2は内面

及び外面口縁部がナデ、その他の外面にはヘラケズリ調整が施される。内面は黒色処理である。

3は 内外面に黒色処理 (通常の黒色処理とは異なり、色調は黒褐色、下地が透過できる)を 施し

た後、内面見込みに放射暗文を描いており、暗文部分の黒色処理が削 り取られた状態を呈する。
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第95図 下曽根 H66号住居址



口縁部は有段である。鉢 7は 国縁部に最大径を有 し、内面ヘラミガキ、外面にはヘラケズリ調整

後に粗いヘラミガキが施される。口縁部は有段口縁杯と同様な手法による段が存在する。甑 8・

9は 2点共に底部全体が開口する大型のもので、内面ヘラミガキ、外面はヘラケズリ後粗いヘラ

ミガキ調整が施されるが、 9は更に内面黒色処理が施される。また、欠損 しているが 9は把手を

有する。重10は底部片である。内面には粗いヘラミガキ調整が施されるが、外面は器面が摩耗 し

ており、調整は不明である。須恵器には 5の杯蓋と4の杯が認められる。郭は底部に右回転のヘ

ラ切 り痕をのこしている。灰釉陶器 6は無台で、底部は回転ヘラケズリ調整が施されている。窯

道具による重ね焼きの痕跡が内外面の底部に観察できる。

O H67号住居址 (第96図 )

遺構-6次調査西区西端よりで検出された。北方向に調査区域外に延びる。H68号住居址に切ら

れ、H69号住居址を切る。壁残高17～ 28cmの規模である。カマ ドは調査範囲内には存在 しなかっ

た。掘方を含めPitは 5基検出されたが、主柱穴は判然としない。壁下には周溝が巡 り、覆土は自

Ｆ
一
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暗掲色土層 (10YR3/3)10YR6/6・ 10YR2/2・ ローム粒子を含む。
明黄褐色土層 (10YR6/7)掘 方埋土。

第96図 下曽根 H67号住居址
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にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・φ5Hull大 パミス含む。
にぶい責褐色上層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・φ5Hull大 パミス多含。
黒褐色土層 (10YR3/2)。 10YR7/6ロ ーム・φ5mln大パミス少含。
にぶい黄褐色土層 (10YR6/4)。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR7/6ロ ーム・10YR2/2粒 子少合。
にぶい責褐色土層 (10YR73)10YR7/6ロ ーム・10YR2/2粒子多含。
にぶい責掲色土層 (10YRν 4)10YR7/6ロ ーム・10YR7/3粘 土粒子を含む。
貼床。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)φ 5HHll大 パミス多含。掘方埋上。
明責褐色土層 (10YR6/6)掘 方埋土。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)掘 方埋土。

粘土坑覆上。

嬢.にぶい責橙色土層 (10YR7/4)。

錢.にぶい黄栓色土層 (10YR6/4)。
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第97図 下曽根 H68号住居址 (1)



然堆積であつた。

遺物―皆無である。

O H68号住居址 (第97・ 98図 、図版34・ 107・ 108)

遺構-6次調査西区西端よりで検出された。H67・ H69・ H74・ H76号住居l■ を切る。隅丸方形

の平面プランを呈し、南北長4.98m、 東西長5,Om、 壁残高32～ 60cm、 面積約27.3ポ の規模を有す

る。カマ ドを基準とした場合、N-24° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは攪乱により火床の一部と

構築材と思われる軽石が 4個確認されただけであり、規模構造は不明であるが、北壁の中央に位

置する。掘方を含め 7基検出されたPitの 内Pl～ P3の 3基が主柱穴と推測される。P5'P6は所

謂「出入 り口」施設である。周溝は有さず、覆土は自然堆積であつた。なお、本址の掘方下から

粘土坑が検出されている。平面図破線部分がその範囲である。

遺物―土師器、須恵器が出土 している。土師器には 1～ 6の杯と14～ 17の 甕が認められる。杯は

底部が残存するものは4を 除き右回転の糸切痕がのこされている。 4は手持ちヘラケズリ調整が

施される。内面は全ての杯が黒色処理されている。また、 1・ 3・ 6には墨書が認められ、 1と

31ま 「土」と判読できる。甕は4点全て武蔵甕で、日縁部は「コ」字を呈 し、最大径は体部に有

している。須恵器には7～ 12の杯と13の有台杯、18～ 19の重が認められる。杯は底部が残存する

ものは、 8を 除き右回転の糸切痕がのこされている。 8は残存する底部が少ないため判断できな

い。12に は判読不可能な墨書が認められる。有台杯13は 高台内に回転糸切痕が認められる。高台

は付高台である。壼は2点共に長頸壺と思われる。

第98図 下曽根 H68号住居l■ (2)



O H69号住居址 (第 99・ 100図 、図版103・ 109)

遺構-6次調査西区西端部で検出された。H67・ 68・ 70号住居l■ に切られる。壁残高26～ 38cmの

規模を有する。カマ ドは北壁中央やや西よりに構築されていたらしいが、粘土が僅かに残存 して

いただけであった。Pitは 5基検出されたが性格は不明である。周溝は有さず、覆土は自然堆積で

あった。

遺物一土師器、須恵器、鉄器、石器が出土 した。土師器には 1～ 12の 郭、17～ 19の 鉢、20・ 21の

甕が認められる。杯は墨書されるものが多 く、12点中の 8点 に認められる。また、 7を除く全て

が内面黒色処理が施されている。底部が残存するものには例外なく右回転の糸切痕がのこされて

いる。鉢は所謂「ロクロ土師器」で、内面には煤が付着している。焼成は良好である。甕は2点

共に武蔵甕で、「コ」字口縁を呈 し、体部に最大径を有 している。須恵器には13～ 15の杯、16の 鉢、

22の小型重、23の甕が認められる。郭は全てが底部に右回転の糸切痕がのこされている。15は酸

火焔焼成で、内面に黒斑が認められる。16の鉢は17～ 19の 土師器鉢と同様である。小型重22は短

頸で広日の器形を呈 し、肩に稜をもって屈折している。底部は手持ちヘラケズリ調整が施されて

いる。甕23は広口で長頸のもので、外面に平行叩日、内面には当具痕が観察されるが、ナデ調整

により消去されている。鉄器は24・ 25の刀子の破片が 2点出土している。石器は26の砥石が 1点

出土している。 1面のみが使用されている。

O H70号住居址 (第 101・ 102図、図版35・ 109・ 110)

遺構-6次調査西区西端で検出された。H69・ H72・ H75号住居址を切る。東西長6.8m、 壁残高

48～ 60cmの規模を有する。カマ ドは北壁中央に石芯を粘土で被覆して構築されるが、攪乱による

破壊のため、全容は不明である。柱穴は床面上で検出されたPl～ P3の 3基が主柱穴を構成し、

更に壁下を巡る周溝内に設置された礎石とPitが所謂「棟持柱」を支えたものと推測される。いず

れのPitに おいても柱痕は確認できなかった。覆土は自然堆積である。

遺物―土師器、須恵器、石器・石製品、鉄器が出土している。土師器は 1の杯、10'11の甕が認

められる。杯は外面底部近 くに「土」あるいは「士」の墨書が認められる。内面黒色処理で、底

部は方向不明の回転糸切 り後、手持ちのヘラケズリ調整が施される。甕は 2点共に武蔵甕で、10

は「コ」宇、Hは「く」字の口縁部を呈 し、最大径は2点共に体部に有する。須恵器には2～ 6

の杯、 7・ 8の有台杯、 9の杯蓋、12の 奏が認められる。郭は全て底部に右回転の糸切痕をのこ

し、 3点 に火欅が認められる。有台郭は回転糸切 り後高台貼付部にヘラケズリを施 し、高台を付

けている。邦蓋は扁平な擬宝珠を呈するつまみを有 し、天丼部には回転ヘラケズリ調整が施され

る。甕は長頸広日のもので、口唇部に凹線が巡る。石器は13.14の砥石が出土 している。 2点共

に木口面を除く4面が使用されている。石製品は軽石を円形に整形 したものに、円孔を途中まで
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0    標高 Й660m   2m

1.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR7/6ロ ーム粒子を含む。
2.にぶい責褐色土層 (10YR4/3)φ  lcn以 下パミスを含む。
14.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)掘 方埋上。
11、 明責褐色土層 (10YR7/6)掘 方埋土。

第99図 下曽根 H69号住居址 (1)
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Y Z A'

にぶい責褐色土層 (10YR4/3)炭化物・灰を含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)φ 5mm以下パミス・石粒を含む6

5YR6/4・ 10YR4/3の混在土層。炭化物含む。
暗褐色土層 (10YR3/4)10YR7/6ロ ーム粒子・φ5mm大パミスを含む。
2層中に5YR8/3粘上を含む。
灰責褐色土層 (10YR4/2)焼土含む、煙道内覆土。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)10YR7/6ロ ーム・loYR2/2粒 子・φ2cm大 パミスを含む。
にぶい責橙色土層 (10YR7/4)掘方埋土。
黒掲色土層 (10YR3/2)掘 方埋上。
カマ ド構築粘土 (5YR7/3・ 5YR4/2)。
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第102図  下曽根 H70号住居lI(2)



穿孔したものが出土 している。鉄器は16の針状のものが出土 している。

O H71号住居址 (第 103図 、図版35。 110)

遺構-6次調査西区西半中央で検出された。北方向に調査区外に延びるため全容は不明である。

D6号土坑を切つている。東西長3.8m、 壁残高4.5～ 29cmの 規模を有する。カマ ドは調査範囲に

は存在 しないことから、未調査の北壁中央に構築されているものと推測される。 3基検出された

Pitの 内PI P2の 2基は主柱穴と思われ、水道の攪乱部分に存在 したと推測される2基のPitと 共

に4基の主柱穴が均等位置に配置されていたのであろう。覆土は自然堆積で、周溝は有さない。

遺物―土師器が出土 した。 1は内面黒色処理が施される所謂「有段口縁杯」である。 2は長胴甕

で内面刷毛日、外面は刷毛目とヘラケズリ調整が施される。

10YR4/3・ 10YR2/2混在土層。
明責掲色土層 (10YR7/6)10YR4/3・ 10YR2/2φ 2cm以 下パミス多含。
にぶい黄橙色土層 (loYR6た )掘方埋土。

Q

0   標高 74640m   2m
H72号 住居址

0   標高 74640m   2m

H71号住居址

H71号・H72号住居lI
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第103図  下曽根



O H72号住居址 (第 103図 )

遣構-6次調査区西区西端で検出された。H70号住居址に切られる。 4次調査の西区東端に隣接

するが、生活道路の確保や安全対策上の都合等により隣接部分は未調査である。壁残高は5,5cmで

あった。カマ ドは調査部分には存在せず、1基検出されたPitの 性格は不明である。周溝は有さず、

覆土は自然堆積であつた。

遺物―皆無である。

O H73号住居址 (第 104図、図版36・ 110)

遺構-6次調査西区西半部中央、H71号住居址の南に検出された。調査区外南方向に延びるため

全容は不明である。調査範囲においては他遺構との重複関係は有さない。東西長4.8m、 壁残高37

～71.5cmの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に粘土で構築される。掘方を含め6基検出さ

れたPitの 内、床面上で検出されたPl・ P2の 2基からは径16cm前後の柱痕が確認されたが、主柱

穴については床面上に達する攪乱により不明である。壁下には周溝が巡 り、覆土は人為埋土であっ

た。

遺物―土師器が出土した。 1～ 4は郭である。 3を 除き須恵器郭蓋の模倣を原型とする器形を呈

している。 1・ 4は所謂「有段口縁イ」、 2・ 3は内面黒色処理が施され、 3だけが内面ヘラミガ

キ調整である。 5～ 7は鉢であり、杯を大型化 した器形である。 5は有段口縁で、 6と 共に内面

口唇部に凹線が巡る。 6は更に内面に放射状の暗文も施される。 7の 内面底部には布の圧痕が観

察された。 8,9も 鉢としてもよいものかもしれないが、小型壷として分類 した。鉢とは異なり

ヘラミガキ調整が多用されている。

O H74号住居址 (第 105。 106図、図版35・ 37・ 111・ 112)

遺構-6次調査西区西端で検出された。H68・ H70号住居址に切られる。H69号住居址との重複

関係については水道の攪乱ため不明である。東西長5,Om、 壁残高24～ 32cmの規模を有する。カマ

ドは調査範囲内には存在 しなかった。8基検出されたPitの 内Pl～ P4の 4基が主柱穴と思われる

が、柱痕は確認できなかった。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積 と思われるが、 1、 2層 間

には薄い炭化物の堆積が認められた。

遺物―土師器、須恵器が出土 している。 6～ 9の土師器 4点は混入遺物である。土師器には 1～

3の郭、 4の蓋、10～ 17の 養、18・ 19の重が認められる。杯の内 1・ 2は橙色で良好な焼成が施

されるもので、内面及び外面口縁部はナデ調整、その他の外面にはヘラケズリ調整が施される。

3は所謂「有段口縁郭」で、内面黒色処理が施される。 4の蓋は内面ナデ、外面ヘラケズリ調整

が施される。内面には黒色の付着物が観察される。蓋ではなく、皿の可能性も強い。奏は16・ 17
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罵組凶煮

Ｈ
一

0   標高 黎640m   2m

1.暗褐色土層 (10YR3/3)10YR7/4ロ ーム粒子・φ5mm大パミス少含。人為埋土。
2.10YR3/3・ 10YR7/4ロ ーム混在土層。φ5nun大パミス少含。人為埋土。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR3/2・ 10YR7/4ロ ーム・φ 5HI n大 パミス含む。
4.10YR4/3・ 10YR2/2混左土層。10YR76ロ ーム・φ 5nul大パミス含む。人為連上。
5.黒褐色土層 (10YR2/2)5YR6/3粘上を含む。人為埋土。
6.にぶい責橙色土層 (5YR6/3)カ マ ド天丼部の崩落層。
7.にぶい黄澄色土層 (10YR7/4)。

総 黒褐色土層 (10YR2/2)カ マ ド掘方埋土。

鰈 10YR7/4ロ ーム・loYR2/2混在土層。カマド掘方埋土。

熱 にぶい責橙色土層 (10YR6/4)10YR3/4ロ ーム・φ2cm以下パミス含む。掘方埋土。
カマド構築粘土 (5YR6/3)。

議 柱痕 (10YR3/2)。

第104図  下曽根 H路号住居址

のような小型のものと、他の大型のものが存在する。17が内外面に刷毛目調整が多様 される他は、

内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施され、ヘラケズリの方向は10・ 11に おいて、頸部の僅かな部

分に横位で施 される他は縦位である。また、器壁の薄化が進んでお り、「武蔵甕」化の傾向が感 じ
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1.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)。 5YR7/3ブ ロック・loYR7/6ロ ーム粒子を含む。
2.にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)φ 5al llだパミス含む。 1層 との間に薄い災化物の堆積層有り。
3.灰黄褐色土層 (10YR5/2)10YR2/1・ 10YR5/3多 含。

0    標高 74690m   2m

4.にぶい責橙色土層 (10YR6/4)5YRν 4・ 10YR7//軸子多含。
と。10YR7/6ロ ーム・loYRν3の 混在土層。掘方埋土。
4.10YR74ロ ーム主体。掘方坦土。

剖働 5愛
p%∧  団

稲細凶慧

~8

第105図  下曽根 H74号住居址 (1)
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られる。重は、内面の口縁部に横位のヘラミガキが施される他はナデ調整、外面はヘラケズリ調

整後粗いヘラミガキ調整が施されている。須恵器は 5の小型壼が 1点出土 している。また未図化

であるが、輪の羽口片が出土 している。

O H75号住居址 (第 107図、図版35・ 37・ 112)

遺構-6次調査西区西端で検出された。H70号住居址に切られる。東西長4.Om、 壁残高37～ 55cm

0   標高 74630m   2m

にぶい責褐色土層 (10YR4/3)10YR7/4ロ ーム多含。
柱痕 (10YR4/2)。

% 0 絲 74640m加

10YR5/3・ 10YR2/2・ 10YR6/6混在土層。人為埋土。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)。 10YR7/4ロ ーム含む。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)掘 方埋土。
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の規模を有する。調査範囲内にはカマ ドは存在せず、 4基検出されたPitの 内 Pl・ P2の 2基が主

柱穴の一部である。また、P3,P4の 2基からは径15cm前後の柱痕が確認された。周溝は有せず、

覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器が出土した。土師器には 1・ 2の杯と3の碗、 5の重が認められる。杯及

び碗は内面黒色処理が施され、底部が残存するものは回転糸切 り痕がのこされている。 2は外底

周縁にヘラケズリ調整が施されている。壺 5は混入遺物の可能性が強 く、内面ナデ、外面ヘラケ

ズリ調整が施されている。須恵器は郭蓋が 1点出土 している。扁平な擬宝珠つまみを有し、天丼

部にはヘラケズリ調整が施されている。内外面に火欅が認められる。

O H76号住居址 (第 107図、図版37・ 112)

遺構-6次調査西区西半中央で検出された。H68号住居址に切られるため全容は不明である。東

西長3.2m、 壁残高25～ 34cmの規模を有する。残存部分にはカマ ドが存在 しないことから、H68号

住居l■ により消滅した北壁中央に構築されていたものと推測される。3基検出されたPitの 内Pl・

P2は主柱穴と思われるが、H68号住居址の掘方に本l■のPitが残存 していないことから、P2同様

の深度で構築されていたPitが存在 していた可能性が強い。壁下には周溝が巡 り、覆土は人為埋土

であった。

遺物-1は須恵器杯蓋である。日縁部と天丼部の境に稜を有 し、凹線が巡る。天丼部にはヘラケ

ズリ調整が施され、日縁端部は九 く仕上げられている。 2は土師器長胴奏で口唇内部に凹線が巡

る。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施される。

O H77号住居址 (第 108図 、図版38・ 112)

遺構-6次調査西区東半中央で検出された。H63号住居址に切られ、H78号住居址を切る。隅丸

正方形の平面プランを呈 し、南北長3.55m、 東西長3.4m、 壁残高24～ 52cmの規模を有する。カマ

ドは北壁中央に構築されていたものと推測されるが、H63号住居l■ により消滅していた。 4基検

出されたPitの 内Plと P21ま主柱穴と思われるが、主柱穴の配置は判然としない。壁下には周溝が

巡 り、覆土は自然堆積であつた。

遺物―土師器、須恵器が出土 した。土師器は 1の杯と4の鉢が認められる。郭は半球状を呈する

もので、内面はヘラミガキ後黒色処理、外面はヘラケズリ調整が施される。鉢 4も 黒色処理であ

るが、ヘラミガキ調整は施されず、ナデ調整後に黒色処理が施されている。外面はヘラケズリ調

整である。須恵器は2点共に杯で、 3は方向不明、 2は右回転の糸切痕を底部にのこし、内外面

に火欅が認められる。
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甥
10YR5/3・ 10YR7/6混在土層。
柱痕 (10YR4/3)。

Ｉ『
0   標高 Й670m   2m

詈≫甥賜蒻易易蒻易霊 標高 歿d80m

外

1.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR2/2・ 10YR8/4ロ ーム多含、
φ511ul以 下パミスを含む。

2.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム多含。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム多含。
4.10YR3/2・ 10YR8/4ロ ームの混在土層
5.黒褐色土層 (10YR3/2)。
6.浅黄橙色土層 (10YR8/4)。 H78号住居址

第108図 下曽根  H77号
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0   標高 74690m   2m

l.10YR5/3・ 10YR2/2・ 10YR8/4混在層。φ5mln以下パミス含む。
2.にぶい責掲色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム多含。
, 貼床。

■,掘方坦土。

鑑 柱痕 (10YR2/2)。

|ぷ

H77号住居址

H78号・H79号住居址

H79号住居llL



A

に。10YR7/6ロ ーム・10YR2/2・ 10YR5/3の 混在土層。掘方坦上。
0   標高 746801n   2m

H81号住居址

1.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム・φ 5Hull以 下パミス含む。
2,にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム少含。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)10YM/6ロ ーム少含。
■ 柱痕 (10YR6/4)。

H80号住居址

第109図  下曽根 H80号 ・H81号住居l■

O H78号住居址 (第 108図 )

遺構-6次調査西区東半中央において検出された。H77号住居l■ に切られ、南方向に調査区外に

向かって延びるため、僅かな範囲が調査されたにすぎない。壁残高10～ 15cmであった。調査範囲

内にはカマ ドは存在せず、6基検出されたPitの 性格も不明である。周溝は有さず、覆土は自然堆

積であつた。

遺物一出土遺物は皆無であった。

O H79号住居址 (第 108図、図版38・ 112)

遺構-6次調査西区東半中央付近で検出された。北西隅が調査されただけであり、遺構のほとん

どは調査区域外に延びている。壁残高15～ 43cmの規模である。カマ ドは調査範囲には存在せず、
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1基検出されたPitも 一部が調査されただけであるが、径25cm前後の柱痕が確認された。周溝は有

さず、覆土は自然堆積である。

遺物―土師器甕の底部が図化範囲で完形で出土している。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施さ

れ、九底で砲弾型を呈する。

O H80号住居址 (第 109図、図版38・ 113)

遺構-6次調査西区東端付近でH59号住居址に切られて検出された。攪乱による破壊により北西

隅付近は消滅しているため、規模は不明である。壁残高は28～ 32cmであった。調査範囲内にはカ

マ ドは存在せず、掘方を含め 3基検出されたPitの 機能は不明である。 P2か らは径16cm前後の柱

痕が確認された。周溝は有さず、覆土は自然堆積であつた。

遺物―土師器郭・甕、磨石の 3点が出土 している。杯 1は内面ヘラミガキ後黒色処理、日縁部を

除く外面にはヘラケズリ調整が施され、体部にはナデ調整が加えられる。奏 2は長胴で内面ナデ、

外面日縁部以外にはヘラケズリ調整が施されている。磨石 3は 自然礫で 2面が使用されている。

O H81号住居址 (第 109図、図版39)

遺構-6次調査西区東端付近で検出された。北西隅の一部分が検出されたのみであり、遺構の大

半は調査区域外に延びている。調査範囲内では他遺構との重複は存在 しなかった。壁残高36～40

cmの規模であつた。調査範囲にはカマ ド・Pitは 存在せず、壁下には周溝が巡つていた。覆土は自

然堆積であつた。

遺物―出土遺物は皆無であった。

O H82号住居址 (第 110・ 111図、図版39・ 113)

遺構-6次調査西区中央で検出された。H83号住居l■ を切る。東西長6.8m、 壁残高44～ 66cmの規

模を有する。カマ ドは北壁の中央に構築されていたと推沢1さ れるが、水道の攪乱により消滅 して

いた。主柱穴はPl～ P4の 4基であり、径20cm前後の柱痕が確認された。東壁にはP5,P6な ど

の壁柱穴が認められるが、住居址を全周はしない。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であつ

た。

遺物―土師器、須恵器、石器が出土している。土師器には、 1・ 2の杯、 3の高杯、 4・ 5の壺、

5の奏が認められる。杯は2点共に半球状を呈し、 1は橙色で良好な焼成が施される。内面と外

面の日縁部はナデ調整、その他の外面にはヘラケズリ調整が施される。 2は内面がヘラミガキ後

黒色処理、外面はヘラケズリ後に底部を除きヘラミガキ調整が施される。高杯は脚部のみが残存

しており、ヘラケズリ調整が施されている。壺 4は小型で広口・短頸の器形を呈 し、内面黒色処
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灰責褐色土層 (10YR4/2)10YR7/4ロ ーム・10YR7/2粘 土粒子・ゆ l clll以下パミス含む。
にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・φ5Hul大パミス多含。
10YR5/3・ 10YR2/2・ 10YR7/6混在

=L層
。

10YR6/6ロ ーム。
10YR2/2・ 10YRν 6混在土層。掘方坦土。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)掘 方坦上。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/4)掘 方坦上。
10YR7/2粘上。掘方埋土。

第 110図  下 曽根  H82号住居 l■ (1)
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第111図  下曽根 H82号住居l■ (2)

理がヘラミガキ後施される。外面はヘラケズリ後にヘラミガキ調整が施される。 6は大型の壺で、

内外面ヘラケズリ調整である。甕 5はヘラケズリ調整が施され、器壁が薄化 しているが、ヘラケ

ズリの方向は縦位である。須恵器は 7の庭が 1点出土している。肩部とその下位に隆帯を巡らし、

隆帯内と肩部隆帯の上位に櫛歯状工具による刺突列が施文されている。石器は8の編物石が 1点

出土 した。自然礫の長辺の中央部分の両側面に打欠による袂 りが作出されている。

O H83号住居址 (第 112・ 113図、図版39・ 40・ 113・ 114)

遺構-6次調査西区中央で検出された。H82号住居址に切られる。南北長4.4m、 壁残高40～ 68cm

の規模を有する。カマ ドは北壁の中央に石と粘土で構築される。床面及びH82号住居址の掘方下

から検出されたPl～ P4の 4基が廃絶時の主柱穴である。径20cm前後の柱痕が P3よ り検出され

た。また、本l■ の掘方と、H82号住居址の掘方下から検出されたP5～ P8の 4基のPitは 本址の古

い主柱穴である。このことから、本l■ は建て替えが行われたものと推測された。壁下には周溝が

巡 り、覆土は自然堆積であった。
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灰責掲色土層 (10YR5/2)砂質土。
10YR5/3・ 10YR8/6ロ ーム・loYR2/2混在土層。φ lcm以 下パミス少含。
黄橙色土層 (10YR8/6)10YR5/3・ 10YR2/2・ φ lcn以下パミス少合。
灰白色土層 (75YR8/2)カ マド流出粘土層。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)。
10YR4/2・ 10YR7/6ロ ーム混在土層。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)。
10YR2/2・ 10YR7/6ロ ーム混在土層。掘方埋土。
明黄褐色土層 (10YR7/6)ロ ーム主体、掘方坦土。
カマ ド構築粘土 (75YRン 2)。

柱痕 (10YR4/3)。
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第112図 下曽根  H83号住居 l■ (1)
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1.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR2/2・ 10YR8/6多 合、
2.黄橙色土層 (10YR7/6)10YR2/2・ 10YR5/3少含。
3.灰責褐色土層 (10Y馳/2)。

4.10YR5/3・ 10YR7/4粘土の混在土層。
5.灰の堆積層。

緯 掘方埋土
カマ ド構築粘土 (10YR7/4)。
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第113図 下曽根 H83号住居址 (2)・ H84号住居址



遺物―土師器、須恵器、玉が出土している。土師器には 1～ 3の杯、 6の高杯、 7の鉢、 8の甑、

9。 10の壼が認められる。郭 1・ 2は橙色で良好な焼成が施される。内面と外面口縁部にはナデ、

その他の外面にはヘラケズリ調整が施される。 3は須恵器郭蓋の模倣を原型とするものであるが、

日縁部が極めて長い。内面には放射暗文が施文され、黒色処理が施されているが、更に赤彩の痕

跡が観察される。外面は底部がヘラケズリ、日縁部はナデ調整である。高杯 6は脚部を欠損する。ヘ

ラミガキ後内面黒色処理、外面はヘラケズリ後ヘラミガキ調整が施されている。鉢 7は小型で、

内面にはヘラミガキ調整後黒色処理、外面はヘラケズリ後ヘラミガキ調整が施される。甑 8は杯

1・ 2と 同様な胎土・色調・焼成である。内面と外面口縁部はナデ、その他の外面にはヘラケズ

リ調整が施される。孔は多孔である。重 9は底部と体部の境に稜を有する。外面はこの稜より上

はヘラミガキ、下はヘラケズリ調整が施される。内面はナデ調整である。10は大型の壺で内面刷

毛目調整、外面はヘラケズリ調整後ナデが加えられている。須恵器は 4・ 5の 2点の杯が出土し

ている。 2点共に受部を有し、日唇部は九い。玉は11・ 12の 滑石製の臼玉が 2点出土した。

O H84号住居址 (第 113図、図版41・ 114)

遺構-6次調査西区西半で検出された。H85号住居址、Tal号竪穴に切られる。調査区外南方

向に延びるため全容は不明である。東西長4,Om、 壁残高39～ 57cmの規模を有する。カマ ドは北壁

の中央部分に地山を削 りだし芯として、これを粘土で被覆して構築されていた。東北隅に 1基検

出されたPitの 性格は不明であり、主柱穴も調査範囲には存在しなかった。周溝は有さず、覆土は

人為埋土であった。

遺物―土師器、須恵器が出土した。土師器には 1・ 2の邦、 4・ 6の壷、 5の甕が認められる。

杯は2点共に所謂「有段口縁杯」で、外面底部にヘラケズリ調整が施される他はナデ調整である。1

は内外面に黒色処理が施される。壼 4は小型で、内外面の回縁部にヘラミガキ調整が施され、そ

の他の内面はナデ、外面はヘラケズリである。 6は大型で、内外面ナデ調整である。甕 5は外面

体部にヘラケズリ調整が認められる。須恵器は3の杯が 1点出土したが混入遺物である。底部に

は方向不明の回転糸切痕がのこされている。

O H85号住居址 (第 114図、図版42・ 114)

遺構-6次調査西区西半で検出された。H86号住居址を切 り、Tal・ 2号竪穴に切られる。南

方向に調査区域外に延びるため全容は不明である。東西長3.6m、 壁残高40～ 60cmの規模を有する。

北壁の北東隅よりの床面上に焼土は検出されたが、カマ ド自体は調査範囲内には存在 しなかった。

Pitは 4基検出され、Pl,P2・ P4の 3基は主柱穴の可能性を有する。東壁 と西壁の壁下には周

溝が巡 り、覆土は自然堆積であつた。
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遺物―土師器、石製品が出土 している。土師器は 1・ 2の杯と、 3の甕が出土 している。杯 1は

半球状を呈 し、内面ヘラミガキ調整から黒色処理。外面にはヘラケズリが施される。 2は底部と

口縁部の境に稜を有 し、外面底部はヘラケズリ、内面はヘラミガキ後黒色処理が施されているが、

底部と口縁部の境付近にはヘラミガキ後、螺旋暗文状にヘラミガキが重ねられている。甕 3は壺

の可能性も有する。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施される。石製品 4は軽石製で、円盤状に

周縁を磨つて整形している。
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O H86号住居址 (第 115図 、図版42・ 114)

遺構-6次調査西区西半で検出された。 H85号住居 l■、Tal号 竪穴に切 られる。隅丸正方形の
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罷 lH凶慧

1.に ぶい黄褐色土層 (loYR5潟 )

2.にぶい黄褐色土層 (10YR6/4)
3.黒褐色土層 (loYR2/2)。
4.にぶい責橙色土層 (loYR6/3)
5,にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)

10YR2//2・ 10YR7/3多 含。
10YR2カ少含。

10YR2/2・ 10YR7/6多 含。

第114図  下曽根  H85号住居址



平面プランを呈し、南北長4.6m、 東西長4.4m、 壁残高15～ 62cm、 面積約24.3だ の規模を有 し、N

-30° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に存在 したと推測されるが、Tal号竪穴により

消滅していた。 4基検出されたPitの 内、Plと P21よ水道の攪乱により消滅した 2基のPitと 共に主

柱穴を構成したものと思われる。西壁と南壁の一部分には壁下に周溝が巡 り、覆土は自然堆積で

あった。

遺物―土師器郭の底部片が 1点出土した。内面は粗いヘラミガキ調整後に黒色処理が施され、外

面にはヘラケズリが施される。

0   標高 746 SOm   2m

1.黄橙色土層 (10YR6/4)10YR2/2・ 10YR5/3含む、ゅl cm大パミス少合。
2.にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)10YR2/2少 含。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR6れ '10YR8/6少含。

縁 掘方埋土。

■ 柱痕。

第 115図  下 曽根  H86号住居址
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黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/6ロ ーム・ゅ5 Hll以 下パミス少合。
10YR5/3・ 10YR7/6ロ ーム混在層。ゅ5 Hull大パミス多含。

第116図  下曽根  H87号住居址

O H87号住居址 (第 116図 )

遺構-6次調査西区東端で検出された。H59号住居址に切られ、住居l■の大半は掘方の状態で把

握された。東西長4.72m、 壁残高16～ 60cmであった。カマ ドは水道管の攪乱により消減していた、

北壁の中央部分に存在 していたものと推測される。 4基検出されたPitの 性格は不明であり、周溝

も有さない。覆土は自然堆積であったため、本l■がH59号住居l■ の建て替え前の住居址である可

能性はない。

遺物―皆無であった。

O H88号住居址 (第 117・ 118図、図版43・ 114・ 115)

遺構-6次調査東区東半で検出された。H90号住居址を切つている。隅九正方形の平面プランを

呈し、南北長4.8m、 東西長4,76m、 壁残高40～ 60cln、 面積26.9だ の規模を有 し、N-28° 一Wに長

軸方位をとる。カマ ドは北壁中央部分に石芯を粘土で被覆して構築されている。 4基検出された

Pitの 内、Pl～ P3の 3基が主柱穴であり、水道の攪乱により消滅した 1基をあわせた4基が均等

位置に配置されていたものと推測される。柱痕は確認されなかったが、P llま礎石を有する。周溝
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黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム・φ5mn以 下

にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)ロ ーム・パミ

にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)ロ ーム・パミ

黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム・パミス多含
2層中にカマ ド構築粘上を多合するもの。
3層中にカマ ド構築粘土を多合するもの。
にぶい黄褐色土層 (10YR4/2)掘 方坦土。
カマ ド構築粘土 (10YR7/3)。

0   標高 75790m   2m

パミス少含。
ス含む。
ス多含。
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第117図  下曽根 H88号住居址 (1)
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第118図  下曽根 H88号住居址 (2)

は存在せず、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器が出土 している。土師器には 1～ 10の杯、24の 碗、25～27の皿、31～33の

甕が認められる。杯は 5。 10を 除き内面黒色処理が施され、底部が残存するものは全てに右回転

の糸切痕が認められる。 5・ 9は底部の周縁に手持ちのヘラケズリ調整が施され、 6に は墨書が

書されている。10は内面に螺旋十放射の暗文が施されている。混入遺物である。碗・皿も全てが

内面黒色処理で、底部は右回転糸切後に高台接合部分に回転ヘラケズリ調整を施 し、高台を貼付

している。26に は墨書が書されている。甕は 3点共に武蔵甕で、31は小型奏、32・ 33は大型であ

る。最大径を体部に有 し、「コ」字口縁を呈 している。須恵器には11～ 23の杯、28の 皿、29の重、

30の鉢、34の 甕が認められる。杯は15と 21がヘラ切 りの他は、右回転の糸切痕を底部にのこして

いる。22に は墨書が書されている。皿28は郭蓋を天地逆にし、高台を只占付 した形状を呈 している。ロ

クロからの切離 しは右回転の糸切 りである。壷29は長径瓶の底部 と思われるもので、高台は貼付

されている。鉢30は 混入遺物の可能性が高い。甕34は外面に平行叩日、内面は当具痕をナデによ

り消去 している。底部と周縁にはヘラケズリ調整が施される。
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にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム・炭化物・焼土・φ lcm以下パミス含む。
にぶい責橙色土層 (10YR7/3)カ マド流出粘土。
にぶい黄橙色上層 (10YR6/4)砂 質土。
10YR8/6ロ ーム・10YR6たの混在土層。
3層中に10YR2/2を 含むもの。
掘方埋上。
カマ ド構築粘土 (10YR7/3)。
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第119図 下曽根 H89号住居l■ (1)
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第120図  下曽根  H89号住居址 (2)
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O H89号住居址 (第 119。 120図、図版44。 115・ 116)

遺構-6次調査東区西端で検出された。隅九正方形の平面プランを呈し、南北長4.4m、 東西長4.8

m、 壁残高30～48cmの 規模を有 し、N-59° 一Eに長軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に

石と粘土で構築されており、煙道部分の残存状況は良好であった。掘方を含め 9基検出されたPit

の内、Pl～ P3の 3基 と水道の攪乱により消滅した 1基を含めた4基のPitが均等位置に配置され、

主柱穴を構成したものと推測される。柱痕は確認されず、周溝も有さない。覆土は自然堆積であつ

た。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出上している。土師器はすべて武蔵甕 (17～20)であり、他の器

種は認められない。口縁部が残存するものは「コ」字を呈し、最大径は体部に有 している。須恵

器は 1～ 11の杯、12～ 15の有台杯、16の杯蓋、21の甕が認められる。杯の底部は7がヘラケズリ

のほかは右回転の糸切痕をのこしている。 6に は墨書が書されているが半U読不可能である。有台

杯は12・ 13の ような身の深いものと、14・ 15の ような身の浅いものが認められるが、高台は貼付

で、13・ 14は 糸切痕が底部中央に確認できる。郭蓋はつまみを欠損 しており、天丼部には回転ヘ

ラケズリ調整が施される。奏21は長頸で広日のものである。鉄器は22,23の 刀子と24の鏃が出土

している。
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O H90号住居址 (第121図、図版44・ 116)

遺構-6次調査東区東半で検出された。H88号住居址に切 られる。壁残高52～ 60cmの規模を有 し

ている。カマ ドはHl号住居l■ により消滅 してお り、残存 していなかった。主柱穴は、Pl～ P3

の3基に、水道の攪乱により消滅した 1基 を含めた計 4基が均等位置に配置されていたものと推

測される。柱痕は確認されなかった。周溝は有さず、覆土は自然堆積であつた。

遺物―鉄鏃が 1点出土したのみである。
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〕:径墓倶皇落屋埜普瞬話名温鬼「吉とム含む          m以

第121図  下曽根 H90号住居址

O H91号住居址 (第 122図、図版45・ 116)

遺構-6次調査東区東半で検出された。H96号住居址を切る。水道の攪乱により北壁は消滅 して

おり、更に南方向に調査区外に延びるため全容は不明である。東西長4.Om、 壁残高44～ 48cllの規

模を有する。カマ ドは調査範囲内には存在 しなかった。 3基検出されたPitも 性格は不明であ る。

周溝は有さず、覆土は自然堆積であつた。  .

遺物―須恵器、土師器、鉄器が出土 している。須恵器には 1の杯蓋と、 2の有台杯が認められる。

郭蓋はつまみを欠損 し、天丼部には回転ヘラケズリ調整が施される。有台杯は身の深いもので、
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底部中央部には方向不明の回転糸切痕が観察できる。回転ヘラケズリ調整後高台が貼付 されてい

る。土師器は全て武蔵奏であり、 7・ 8が「コ」字口縁の他は、「 く」字状の回縁菩Б形態を呈 し、

最大径は 9を 除き体部に有 している。鉄器は10の刀子が 1点出土 している。

O H92号住居址 (第 123・ 124図、図版45。 117)

遺構-6次調査東区中央で検出された。H9号 ・H10号住居l■ を切る。南方向に調査区外に延び

るため全容は不明である。東西長4.92m、 壁残高24～ 36cmの 規模を有する。カマ ドは北壁中央に

石で構築されていた。 3基検出されたPitの内Plと P2の 2基は主柱穴であり、径20cm前後の柱痕

が確認された。主柱が掘方の状態で立てられ、床面が版築されたことが掘方の観察から確認され

た。また、P3も 覆土全体が柱痕であり、打ち込みによる柱状の物体の存在が想像される。周溝は

有さず、覆土は人為埋土の可能性が高い。

遺物―須恵器、土師器、鉄器が出土 している。須恵器には 1の杯、20の重、21の甕が認められる。

1の杯は底部に右回転の糸切痕をのこし、酸化焔焼成である。重は底部片であり、全容は不明で

ある。高台は貼付されている。甕は図化部分は完形である。長顎広日の形状を呈すものと推測さ

れる。土師器には 2～ 9の杯、 8～ 12・ 14の碗、13の皿、15～ 19の甕が認められる。杯は 5・ 7・

9を 除き内面黒色処理で、全ての郭が内面にヘラミガキ調整が施される。底部が残存するものは

全て右回転の糸切痕がのこされている。 2・ 3に は「 ↓J、 4は判読不明、 8は 「小郡Jの墨書が

観察される。碗も全て内面ヘラミガキ後黒色処理が施されている。高台は付高台で、底部中央に

は方向不明の糸切痕がのこされている。12に は「小郡」、14は判読不可能な墨書が書されている。

皿13も 碗同様な調整が施され、「/1ヽ郡」の墨書が書される。甕は15。 16が小型のロクロ甕、171よ 混

入と思われるもので、胴張の器形を呈 し、外面ヘラケズリ、内面ナデ調整が施される。18・ 19は

武蔵甕で、19は「コ」字口縁で、体部に最大径を有 している。鉄器は22の鍬先が 1点出土 している。

O H93号住居址 (第 125図、図版46・ 118)

遺構-6次調査区中央で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。隅丸方形の平面プランを

呈 し、南北長2.6m、 東西長2.72m、 壁残高28～ 36cm、 面積約8.7ポ、N-50° 一Eに長軸方位 をと

る。カマ ドは、東壁中央やや南よりに石芯を粘土で被覆して構築されていた。掘方を含め3基検

出されたPitの 性格は不明であり、主柱穴と思われるものは存在 しなかった。周溝は有さず、覆土

は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土 している。土師器には 1の郭、10～ 12の甕が認められる。杯

はヘラミガキ後、内面黒色処理が施される。底部には右回転の糸切痕がのこされている。甕 101よ

小型のロクロ甕、■ ,12は 「コ」字口縁を呈する武蔵甕である。武蔵甕は体部に最大径を有 して
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0   標高 7rJ230m   2m

l.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR2/2ブ ロック・loYR7/3粘土を含む。
2.黒掲色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム少合。
3.にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)。
4.10YR3//2・ 10YR4/3の 混在土層。
5.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR2/2粒 子を含む。
6.10YR7/6-ム 2次堆積。
擦.掘方埋土。
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1.黒褐色土層 (10YR2/3)炭 化物・焼土 灰を多含。
121 10YR8/4ロ ーム主体。10YR5/3粒子を含む。
埠i.10YR2/2・ 上OYR5/3・ 10YR8/4の混在土層。掘方埋上。
■i灰黄褐色土層 (10YR4/2)カ マド掘方埋土。
缶i黒褐色上層 (10YR3/2)カ マド掘方埋土。
握 柱痕 (10YR4/動 。
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第123図  下曽根 H92号住居址 (1)



第124図  下曽根 H92号住居址 (2)

いる。須恵器には2～ 8の杯、 9の杯蓋、13の重が認められる。邦は底部が残存するもの全てが

右回転の糸切痕をのこす。また 7は判読不明な墨書が書されている。杯蓋 9は扁平な擬宝珠状の

つまみを有 し、天丼には回転ヘラケズリ調整が施される。壷13は 底部片であり、日縁部は不明で

ある。高台は貼付されており、内面は酸化焔焼成気味の赤褐色の色調を呈 している。鉄器は14の

紡錘車の軸を欠損するものが 1点出土している。

O H94号住居址 (第 126図、図版46・ 113)

遺構-6次調査東区西半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸方形の平面プラン

を呈 し、南北長3.16m、 東西長3.32m、 壁残高48～ 60cm、 面積約12.6ド の規模を有し、カマ ドを基

準としてN-39° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央部分に粘土で構築されていた。掘方

を含め4基検出されたPitの 内Pl～ P3の 3基は主柱穴である。掘方から検出されたP4は出入 り

口に関連する遺構かもしれない。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器が出上している。 1は半球状を呈する杯である。橙色の色調を呈 し、焼成は極めて

良好である。内面ナデ、外面にはヘラケズリ調整が施される。 2・ 3は内面黒色処理が施される

高杯である。 2点共に脚部は欠損する。内面ヘラミガキ、外面ヘラケズリ調整後粗いヘラミガキ



∝ 撹乱易フラフラフラ影影

斡
1.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR7/6粒 子・パミス多含。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR7/6粒 子・パミス少含。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/6ロ ーム少含。

41.カ マド掘方埋土。
カマド構築粘土 (10YR3/2)。
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第125図  下曽根 H93号住居址



が加えられる。 4・ 5は甕である。器壁は厚いものの、 5の頸部下に認められる横位～斜位のヘ

ラケズリはすでに武蔵甕の特徴を表 している。 6は壼である。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が

施されている。

0    標高 752 mm  2m

1 10YR2/2・ 10YR8/4ロ ーム・loYR5/3混在土層。φ l clll以 下パミスを含む。
2 10YR2/2・ 10YR8/4ロ ーム混在土層。
3.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ームを含む。
4.黒褐色土層 (10YR3/2)。
5.2層中にカマ ド構築粘土を多含するもの。
6.焼上・灰・炭の混在土層。
7.灰黄褐色土層 (10YR4/2)砂 質、柱痕 ?。

懇.10YR8/4ロ ーム。loYR2/2粒子を少含。
カマド構築粘土 (10YR7/3)。

6

下曽根  H94号住居址第126図



O H95号住居址 (第 127図 、図版47・ 118・ 119)

遺構-6次調査東区西端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南方向に調査区外に延

びるため、全容は不明である。東西長4,Om、 壁残高30～42cmの規模を有する。カマ ドは北壁中央

部に構築されるが、掘方の状態に破壊されており、構築材と思われる数イ回の礫が残存 していた。

掘方を含め4基検出されたPitの 内P4は柱穴と思われるが、他の3基の性格は不明である。周溝

は有さず、覆土は自然堆積であった。

遺物―須恵器、土師器、鉄器と混入品の黒曜石製の石鏃片が出土 している。須恵器には 1の郭、

9の重、10。 11の 甕が認められる。杯は底部に右回転の糸切痕をのこし、酸化焔焼成気味である。

重は短頸壼で、外面にはカキロが顕著である。甕は 2点共に外面に平行叩日、内面は当具痕をナ

デ調整により消去している。土師器には 2・ 3の杯、 4～ 7の碗、 8の甕が認められる。杯は 2

点共に内面にヘラミガキ調整が施され、 2はその後黒色処理されている。 2の底部には右回転糸

切痕がのこされている。碗はすべて内面ヘラミガキ後黒色処理が施されている。底部が残存する

ものは中央に方向不明の回転糸切痕が観察される。高台は回転ヘラケズリ後に貼付されている。

6に は判読不可能な墨書が書されている。甕は「コ」字口縁を呈する武蔵甕である。最大径は体

部に有 している。鉄器は12の鎌と、13の板状のものが出土 している。

O H96号住居址 (第 128図、図版47・ 119)

遺構-6次調査東区中央で検出された。H91号・H92号住居l■ に切られる。南方向に調査区外に

延びるため全容は不明である。隅九正方形の平面プランを呈し、南北長3.68m、 東西長3.88m、 壁

残高13～ 60cmの 規模を有 し、カマ ドを基準にN-32° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁中央

部分に粘土で構築されていた。水道の攪乱により消滅した 1基のPitと 、3基検出されたPitと の計

4基が均等位置に配置され、主柱を構成 したものと推測される。P3か ら径14cm大 の柱痕が確認

された。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―須恵器と土師器が出土している。須恵器には 1の杯と2の有台杯が認められる。郭 1は酸

化焔焼成で、底部にはロクロから切 り離された回転ヘラ切 り痕がのこされている。有台郭は底部

中央部分に方向不明の糸切痕をのこし、回転ヘラケズリ調整後高台が貼付されている。土師器に

は3の高杯、 4・ 5の甕が認められる。高杯は内面ヘラケズリ調整後黒色処理が施される。内外

面共にヘラケズリ調整である。奏 4は外面ヘラケズリ、内面ナデ調整が施される。 5は 「コ」字

口縁を呈する武蔵甕で、本址に伴うものではなく混入品である。

O H97号住居址 (第 129図、図版48・ 119)

遺構-6次調査東区中央で検出された。H92号住居址に切られる。隅九正方形の平面プランを呈
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0   標高 75240m   2m

1.灰黄褐色上層 (10YR4/2)10YR5/3多 含。
2.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム少含。
3.にぶい責橙色土層 (10YR6/4)10YR8/4ロ ーム含む。
4 黒褐色土層 (10YR2/2)10YR6/4粒 子少含。
Si 10YR5/3・ 10YR8/4ロ ーム混在土層。掘方埋上。
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10YR6/4. 10YR2/2・
10YR8犯 ローム主体。
10YR8/4。 10YR2/2・
10Y巴/4ロ ーム主体。
カマド構築粘土。
柱痕 (10YR4/2)。

10YR8/4混 在土層。φ lcm以 下パミス少含。
10YR6麗多含、φ lcm以 下パミス含む。
10YR5/3混 在土層。
10YR2/2・ 10YR5/3含 む。掘方埋上。

し、南北長3.68m、 東西

長2.56m、 壁残高32～ 79

cm、 面積約6.8ド の規模を

有する。カマ ドを基準 と

するならばN-42° 一W

に主軸方位をとる。カマ

ドは北壁中央部分に粘土

で構築されていた。 2基

検出されたPitの 性格 は

不明であり、主柱穴は存

在 しなかった。周溝は有

さず、覆土は自然堆積で

あった。

遺物―須恵器、土師器が

出土 している。須恵器は

1の有台杯が 1点出土 し

た。ロクロからの切離 し

はヘラにより行われ、そ

の後底部全体に回転ヘラ

ケズリ調整を施 し、高台

を貼付 している。黄白色

の胎土で、灰白色の色調

を呈 している。土師器は

2・ 3の甕が出土してい

る。 2は武蔵甕の底部片。

3は古墳時代的な長胴甕

で、外面は縦位方向のヘ

ラケズリ、内面は刷毛目

調整が施されている。最

大径は回縁部に有 してい

る。
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標高 75260m  2m

<魯
礁〈ヽ

1.浅黄橙色土層 (10YR8/4)ロ ーム主体。10YR2/2・ 10YR6/4・ φ lcm大パミスを含む。
2.黒褐色土層 (上 OYR2/2)10YR8/4ロ ーム・10YR6/4粒子・φ lcm大パミス含む。
3.10YR2/2・ 10YR8/4ロ ーム・loYR6/4混在土層。10YR7/3粘土多含。
4.に ぶい黄褐色土層 (10YR5/3)灰 多含。
di 10YR3/4ロ ーム・10YR2/2・ 10YR5/3混在上層。掘方埋上。

カマ ド構築粘土 (10YR7/3)。

第129図  下曽根 H97号住居址

O H98号住居址 (第 130図 、図版48・ 49。 119・ 120)

遺構-7次調査西区において検出された。H103号 ・H104号住居址を切る。隅丸方形の平面プラ

ンを呈 し、南北長4.64m、 東西長4.48m、 壁残高33～ 45cm、 面積約24.6♂ の規模を有し、N-32°

一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に石芯を粘土で被覆して構築されていた。主柱穴はP

l～ P3の 3基に攪乱により消滅したと推測される 1基 を加えた4基が、均等位置に配置されてい

たものと思われる。PI P3か ら径18cm前後の柱痕が確認された。周溝は北西隅の壁下に部分的

巡らされている。覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土 している。土師器には 1の杯、 2の鉢、13～ 16の甕、

17の壼が認められる。杯は内面ヘラミガキ後に黒色処理が施される。底部の右回転糸切痕はヘラ

ケズリにより消去されている。鉢も基本的に杯 と同様であるが、ロクロからの切離しは不明であ

る。甕はすべて武蔵甕で、13・ 14は小型、15は 台付である。壼17は 日縁部片である。日唇端部を

つまみ上げが特徴的である。須恵器には3～ 7のイ、 8の有台郭、 9・ 10の 杯蓋、11・ 12の壼が

認められる。杯はすべてのものが底部に右回転の糸切痕をのこしている。有台杯 8は 回転ヘラ切

りによリロクロから切離され、高台が貝占付されている。杯蓋 9は擬宝珠状のつまみ片、10はつま

みを久き、器高が低いものである。重H・ 12は 底部片のため全容は不明である。11は ヘラにより

ロクロから切離されている。鉄器には18の 帯金具の九輛や19～ 23の刀子・鏃・不明品 7点が出土
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0   標高 75220m   2m
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Ｓ９�
にぶい責褐色土層 (10YR5/4)10YR4/2・ 10YR8/4ロ ーム・炭化物含む。
にぶい責橙色土層 (10YR6/4)10YR4/2・ 10YR8/4ロ ーム・炭化物含む。
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上OYR3/4 10YR4/3混 在土層。
にぶい責褐色土層 (10YR5/3)灰 ・焼土を含む。
灰の堆積。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)。
にぶい黄橙色土層 (25YR6/3)。
浅責橙色土層 (10YR4/2)。

柱痕 (loYR3/2)。
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している。19と 22、 20と 21は 同一個体の可能性を有するが、接合点はない。石器は24の砥石が 1

点出土 している。

O H99号住居址 (第 131図、図版49・ 120)

遺構-7次調査東区東端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅丸方形の平面プラン

を呈し、南北長2.96m、 東西長3.28m、 壁残高40～ 48cm、 面積約11.2♂ の規模を有する。カマ ドを

% �
O    標高 754211m  2m

暗褐色土層 (10YR3/3)10YR8/4・ 10YR4/2含む。人為埋上。

暗褐色土層 (10YR3/3)。 10YR8れ・10YR2/2含む。人為坦上。

にぶい黄褐色土層 (XOYR4/3)10YR7/6粘 土含む。人為埋土。

25YR6/4・ 10YR7/2・ 10YR4/3混在土層。カマ ド構築上の流出。

灰黄褐色土層 (10YR4/2)貼 床。

責橙色土層 (10YR8/6)掘 方埋土。
カマ ド構築粘土 (10YR7/6)。
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基準として、N-5° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に粘土で構築されていた。床面上

にはPitは 存在せず、主柱穴は存在 しない。掘方から検出された4基のPitの 性格は不明である。周

溝は有さず、覆土は人為埋土であった。

遺物―須恵器と土師器が出土 している。須恵器は 1の重の日縁部片が出土している。日唇下に沈

線を 1条巡らし、その下に櫛歯状正具による波状文が施文されている。土師器は 2・ 3の奏と4

の重が出土 している。甕 1は武蔵甕で器壁がやや厚 く、「く」字口縁を呈 し、最大径を口縁部に有

している。 3は古墳時代的な長胴甕で、外面が縦位のヘラケズリ、内面は横位のヘラナデが施さ

れている。重 4は外面にヘラケズリを施 した後、粗いヘラミガキを加えている。内面はヘラケズ

リ後ナデ調整を行っている。

OH100号住居址 (第 132図 、図版48・ 120)

遺構-7次調査東区中央で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南方向に調査区外に延

びるため全容は不明である。壁残高60～68cmの規模を有する。カマ ドは北壁の中央と推測される

位置に粘土で構築されていた。 3基検出されたPitの 内Plは主柱穴で、径20cm前後の柱痕が確認

された。 P2・ P31よ壁柱穴であるが、その配置は不明である。調査範囲内には周溝は認められず、

覆土は自然堆積であつた。

遺物―須恵器、土師器、鉄器、石器が出土 している。須恵器は 1の郭、 2の有台杯、 7の甕が出

土している。杯はロクロからヘラで切離されている。有台杯は日縁部片のため底部は不明である。

甕は口唇下に凸帯を巡らし、その下に櫛歯状工具による斜位の刺突列を2条の沈線を枚んで綾杉

条に施文している。土師器には 3・ 4の郭、 5・ 6の甕が認められる。邦 3・ 4は橙色を呈 し、

極めて良好な焼成が施される。内面と外面口縁部がナデ、その他の外面はヘラケズリが施される。

甕 5は小型で下ぶくれの独特な器形を呈する。内面ナデ、外面ヘラケズリ調整が施されている。

奏 6は武蔵甕の底部である。鉄器は8の鏃が 1点 と、未図化の径 6 cmほ どの鉄津が 1点出土して

いる。石器は 9の砥石が出土 している。 2ヶ に破損 し、接合点はないが同一個体である。

OH101号住居址 (第 133・ 134図、図版50・ 121)

遺構-7次調査東区中央で検出された。F40号掘立柱建物址を切る。隅九正方形の平面プランを

呈し、南北長5.88m、 東西長5,84m、 壁残高48～ 56cm、 面積約38.6ぽ の規模を有 し、N-30° 一W
に長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に粘土で構築される。主柱穴はPl～ P4の 4基である。径

20cm大の柱痕が確認されている。また、掘方の調査から、本l■の上屋が建て替えられていること

が明らかとなった。更に本址からはP5～ P9の ような壁柱穴と、これらの代用と思われる礎石が

北西隅を中心に検出されている。周溝は有さず、覆土は自然堆積であった。
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黒褐色土層 (10YR3/2)10YR5/3少 含。
にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YRy3ロ ーム少含。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)10YR8/3ロ ーム少含。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)10YR6/4粘 土・灰・焼上含む。
にぶい黄澄色土層 (10YR6/4)10YR8/3ロ ーム多含。
にぶい責橙色土層 (10YR7/4)10YR4/2含 む。
10YR5/4・ 10YR5/3・ 10YR3/2・ 10YR8/6混在土層。掘方埋土。
カマ ド構築粘土 (10YR6/4、 25Y8/1)。

柱痕 (10YR4/2)。

第132図  下曽根 H100号住居JI

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土 している。土師器には 1の杯、10～ 13の 甕が認められる。郭

は橙色を呈 し、極めて良好な焼成が施される。内面と外面口縁部はナデ、その他の外面にはヘラ

ケズリ調整が施されている。甕は全て武蔵甕である。12は上半部を欠くため判然としないが、胴

張 りの器形を呈するのかもしれない。13か ら推測すると最大径は口縁部に有 している。須恵器に
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灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR8/4ロ ーム少含。

浅黄橙色土層 (10YR3/4)10YR4/3少 含。

黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム少含。

黒褐色土層 (10YR3/2)25YR6/4粘土多含。

暗褐色土層 (10YR3/3)10YR5/4少 含。
にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4多 含。

浅黄橙色 (10YR8/4)10YR4/2少 含。
にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)10YR4/2少 含。

浅責橙色 (10YR3/4)10YR2/2・ 10YR4/2少含。貼床。

浅黄橙色 (10YR8/4)10YR4/2少 合。掘方埋上。

にぶい黄橙色土層 (10YR7/3)10YR4/2含 む。掘方遅上。
にぶい責褐色土層 (10YR4/3)。 掘方埋土。

黒褐色土層 (10YR3/2)。 掘方埋上。
カマド構築粘土 (10YRν 2)。

柱痕 (10YR4/2)。
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第134図  下曽根 H101号住居址 (2)

は3～ 7の郭、 8の有台杯、 9の杯蓋、14の重が認められる。杯のロクロからの切離 しは回転ヘ

ラ切 りにより行われており、その後手持ちのヘラケズリが加えられている。有台杯も杯同様に回

転ヘラ切 りによリロクロから切 り離され、回転ヘラケズリ調整後に高台を貼付 している。杯蓋は

小型で、つまみ部を欠損する。内面にかえりを有 している。重は底部片のため全容は不明である。高

台は貼付されている。鉄器は15の鏃と、性格不明の16の 2点が出土している。

OH102号住居址 (第 135。 136図、図版51・ 121・ 122)

遺構-7次調査東区西端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅九方形の平面プラン

を呈し、南北長5,2m、 東西長4.8m、 壁残高52～ 60cm、 面積約29.6ポ の規模を有し、N-10° 一W

に長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に粘上で構築され、東袖は地山を削 りだして芯とし、軽石
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カマド構築粘土 (10YR7/3)。

顧 柱痕 (10YR3/2)。
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製の支脚が 2本据えられていた。 9基検出されたPitの 内Pl～ P3の 3基が主柱穴であり、径16cm

大の柱痕が確認された。壁下には周溝が巡 り、覆土は自然堆積であった。

遺物―土師器、須恵器、石器、鉄器と、30の縄文時代中期後半加曽利E式土器片、24の黒曜石製

の石鏃が混入遺物として出土している。土師器には 1～ 5の杯、10の 高杯、11の小型壷、13・ 14

の鉢、15'16の甕、17の重が認められる。杯は全て半球状を呈 し、 1・ 5は内面黒色処理が施さ

れる。 2～ 4は橙色で、良好な焼成が施されるもので、 1・ 5が内面にヘラミガキ調整が施され

るのに対 し、ナデ調整である。高杯は小型で、脚部を久損する。内面はヘラミガキから黒色処理、

外面はヘラケズリ調整が施される。小型壷は広口で、内面はヘラケズリ後ナデ、外面はヘラケズ

リ調整が施される。鉢は2点共に内面ヘラミガキ後黒色処理が施され、外面にはヘラミガキ調整

が施されている。甕は 2点共に長胴である。器壁の薄化、頸部下の緩やかな張 り等が武蔵甕を感

１

２

罐

標高 75ケ 30m

にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム・10YR2/2含む。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/4)10YR8/4多 含。
灰責掲色土層 (10YR4/2)。 10YR8/4ロ ーム含む。掘方埋土。

じさせるが、ヘラケズリの方向や、15の

強く開く口縁部形態は武蔵甕とは異なっ

ている。壺17は外面にヘラミガキ、内面

にはヘラケズリ後ナデ調整が加えられて

いる。須恵器には 6。 7の杯、 8,9の

杯蓋、12の 刻ヽ型重が認められる。杯は 2

点共に底部はヘラ切 り、ヘラケズリであ

るが、7は混入 品と思われる。杯蓋は 2

点共につまみ部を久損する。 8はかえり

を有 している。小型 壺12は 完形品である。

算盤の玉状の形態を呈し、ロクロからは

ヘラにより切離されて Vゝ る。外底は光沢

を帯びるほど磨れている。石器は18,19

の砥石や、20・ 21の ような長 方形の礫の

長辺の両端に、打撃あるいは敲 打の痕跡

が認められ、行為の結果か目的か は判断

しかねるが、剥離が線 り返された石 や、

22の研磨による整形が加えられた軽石、

23の 臼玉、直径 6 cmの 凹が決られた25の

礫 が出土 している。鉄器は26～28の鏃が

3本 と29の刀子が 1点出土 している。1
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OH103号住居址 (第 137図、図版52・ 122)

遺構-7次調査西区東端で検出された。H98号住居址に切られる。隅九長方形の平面プランを呈

し、南北長3.92m、 東西長4.56m、 壁残高 5～ 9c14の規模を有する。カマ ドはH98号住居l■ によ

り消滅したらしく存在 しなかった。掘方を含め4基確認されたPitは 全て主柱穴と思われる。床面

上で検出されたPlと P2が住居廃絶時のものである。周溝は有さず、覆土は薄いため自然による

堆積か、人為埋土かは判断できない。

遺物―須恵器の杯が 1点出土している。底部には回転ヘラケズリが施され、日唇部は平坦である。

OH104号住居址 (第 138図、図版520122)

遺構-7次調査西区中央で検出された。H98号住居址・F34号掘立柱建物l■ に切られる。隅九方

形の平面プランを呈 し、南北長4.28m、 東西長4.48m、 壁残高47～ 53cm、 面積約23.2ぽ の規模を有

し、カマ ドを基準にN-41° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に石芯を粘土で被覆して構

築されていた。 4基検出されたPitは すべて主柱穴であり、径20cm大の柱痕が確認された。壁下に

は周溝が巡 り、覆土は人為埋土であった。

遺物―土師器と須恵器が出土 している。これらの出土遺物の内、 8～ Hは本址を切るH98号住居

址に本来帰属するものと思われるため、その概要は省略する。土師器には 1・ 2の杯、 3の盤、

5'6の甕、 7の重が認められる。杯は2点共に半球状を呈するもので、 1は橙色で良好な焼成

が施される。 2は内面にヘラミガキ後黒色処理が施されるものである。盤は内面にナデ調整後放

射暗文が施され、外面はヘラケズリ後に粗い横位のヘラミガキが底部を除き施されている。胎土・

色調・薄い器壁など在地の土器とは異質であり、搬入品の可能性が高い。甕は 2点共に武蔵甕で

ある。「く」字口縁を呈 し、最大径を回縁部に有 している。壼は内面ナデ調整、外面はヘラケズリ

後に粗いヘラミガキ調整が施されている。須恵器は4の有台杯が 1点出土 している。回転ヘラ切

りによリロクロから切離され、その後回転ヘラケズリ調整を施し、高台が只占付されている。

OH105号住居址 (第 139。 140図、図版53・ 122・ 123)

遺構-7次調査東区西半で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。南方向に調査区外に延

びるため全容は不明である。壁残高42～ 50cmの規模を有する。カマ ドは北壁の中央部分に構築さ

れているが、掘方状態に解体され、構築材は残存 しない。主柱穴と推測されるPlの他に、 P2・

P3の ような壁柱穴と、礎石が壁下に均等に配置されていた。周溝は有さず、覆土は自然堆積であつ

た。

遺物―須恵器と土師器が出土している。須恵器には 1・ 2邦、 3の杯蓋、 4・ 5の有台杯が認め

られる。杯は2点共に混入品の可能性強く、 2の底部には右回転の糸切痕がのこされている。杯
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カマ ド構築粘土 (25YRν 3)。

柱痕 (10YR3/2)。
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蓋はつまみを久損 している。天丼部には回転ヘラケズリ調整が施される。有台杯 4は碗と呼称 し

たほうが良いのかも知れない。ロクロからの切離 しはヘラで、銀色や黒色を呈する吹き出しが著

しい。 5は底部を欠損する。 4と 比べ精選された胎土である。土師器は全て武蔵甕である。日縁

部は全てが「く」字であるが、最大径は6,7・ 11の ように口縁部に有するものと、 8～ 10の よ

うに口縁部と体部が同径か、わずかに体部のほうが大きいものが存在する。

O H106号住居址 (第 140図、図版53・ 123)

遺構-7次調査西区中央で検出された。D9号土坑を切る。北方向に調査区外に延びるため全容

は不明である。壁残高41～ 47cmの規模を有する。調査範囲内にはカマ ドは存在 しなかった。9基

検出されたPitの 内 P llま 主柱穴、他の 8基は壁柱穴であり、壁下に均等に配置されている。南壁

下には部分的に周溝が巡っている。覆土は自然堆積であった。

遺物―須恵器、土師器、鉄器、石器が出土している。須恵器には 1・ 2の杯、 3・ 4の有台杯、

5の高盤が認められる。杯のロクロから切離 しはヘラで、その後ヘラケズリ調整を加えている。

有台杯 4はヘラ切 り後、回転ヘラケズリ調整を加え、高台を貼付 しているのに対 し、 3は削 り出

しの高台である。高盤は脚と盤の接合部の破片である。土師器は6の甕が 1点出土 している。外

面に縦位のヘラケズリ調整が施される古墳時代的な甕である。鉄器は 7の刀子が出土 した。石器

は、 8の円子しが穿たれた携帯用の砥石と、混入品である黒曜石製の石鏃が出土している。石鏃は

本址に切られるD9号土坑が縄文時代の陥穴であることから、これに伴うものかも知れない。

OH107号住居址 (第 141図、図版54)

遺構-7次調査西区東端で検出された。極僅かな範囲が検出されただけであり、全容は不明であ

る。壁残高32～ 37cmの規模を有し、覆土は自然堆積であった。

遺物―皆無である。

OH108号住居址 (第 141図、図版54・ 124)

遺構-7次調査東区東端で検出された。Pitに 切られる他は他遺構との重複関係は有さない。隅丸

方形の平面プランを呈 し、南北長3.6伍 、東西長3.48m、 壁残高23～ 59cm、 面積約14.0ドの規模を

有し、N-9° 一Wに長軸方位をとる。カマ ドは北壁中央に粘土で構築されていた。 2基検出され

たPitの 性格は不明であり、主柱穴は確認されなかった。壁下には周溝が巡 り、覆土は人為埋土で

あった。

遺物―土師器が出土 している。全て杯であり、 1・ 3は橙色を呈し、良好な焼成が施される。内

面と外面口縁部はナデ、その他の外面はヘラケズリである。 2は内面にヘラミガキ後、黒色処理

一
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が施されている。外面はヘラケズリ後に粗いヘラミガキ調整である。

OH109号住居址 (第 142図、図版54・ 124)

遺構-7次調査東区中央で検出された。他遺構との重複関係は有さない。隅九長方形の平面プラ

ンを呈し、南北長3.40m、 東西長3.88m、 壁残高27～ 52cm、 面積約16.3ポ の規模を有 し、カマ ドを

基準とした場合、N-30° 一Wに主軸方位をとる。カマ ドは北壁の中央に構築されるが、掘方状態

に解体されており、詳細は不明である。掘方を含め 5基検出されたPitの 内、 Pl・ P2の 2基が主

柱穴である。径16cm前後の柱痕が確認された。周溝は北東隅の壁下に部分的に認められる。覆土

は自然堆積であつた。

遺物―土師器、須恵器、鉄器が出土している。土師器には 1・ 2の郭、11・ 12の碗、13・ 14の 皿、

16～ 19の 甕が認められる。杯は2点共に内面ヘラミガキ後黒色処理が施されているが、 2は 2次

加熱により黒色が消失している、 2の底部には右回転の糸切痕がのこされている。 1に は「刀」

の墨書が認められる。碗・皿も郭同様に内面ヘラミガキ後に黒色処理が施されている。底部が残

調査区外

標高 75240m
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存する場合、回転糸切痕が中央部にのこされ、高台貼付部分に回転ヘラケズリ調整が施される。

11に は判読不明の墨書が書されている。甕は16・ 18～ 19の 武蔵甕と17の ロクロ甕が認められる。

武蔵甕は16が小型の他は大型で、日縁部は「コ」字である。最大径は体部に有する。ロクロ甕17

は底部に右回転の糸切痕をのこし、体部にはカキロが著 しい。須恵器は郭と杯蓋が認められる。

杯の底部には右回転の糸切痕がのこされている。また、 3・ 4に は「刀」の墨書が認められる。

杯蓋15は つまみ部の破片で、皿状である。鉄器は20の刀子と21の鏃が出土 している。

OFl号 掘立柱建物址 (第 143図、図版55)

遺構-2次調査区西端で検出された。攪乱による破壊を受け、F2号・F4号掘立柱建物l■ を切

る。調査区域外に延びるため全容は不明である。桁行は不明、梁間3.12m、 深度12～ 36cmの 規模

を有 し、N-37° 一Wに長軸方位をとる。径12cm前後の柱痕が確認された。側柱式の掘立柱建物

址である。

遺物―皆無である。

OF2号 掘立柱建物址 (第 143図、図版55)

遺構-2次調査区西端で検出された。Fl号掘立柱建物址に切られ、F4号掘立柱建物址を切る。

攪乱による破壊や、調査区外に遺構が延びるために全容は不明である。桁行は不明、梁間2.8m、

深度16～ 44cmの規模を有する。柱痕は確認されなかった。側柱式の掘立柱建物l■である。

遺物―皆無である。

OF3号 掘立柱建物址 (第 144図、図版55)

遺構-2次調査区中央付近で検出された。H2号住居址に切られる。 4間 ×2間の側柱式の掘立

柱建物址で、桁行1lm、 梁間4.92m、 深度40～ 100cmの規模を有する。N-71° 一Eに長軸方位を

とる。P2の ように部分的に溝掘 りが使用されている。柱痕は確認できなっかた。

遺物―皆無である。

OF4号 掘立柱建物址 (第 143図、図版55)

遺構-2次調査区西端で検出された。Fl号・F2号掘立柱建物l■ に切られる。攪乱による破壊

や、調査区外に遺構が延びるために全容は不明である。深度32～36cmの規模を有する。柱痕は確

認できなかった。

遺物―皆無である。
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OF5号 掘立柱建物址 (第 143図 、図版56)

遺構-2次調査区中央付近で検出された。H3号住居址に切 られ、北方向に調査区外に延びるた

め全容は不明である。深度40～ 60c14の 規模を有 し、径18cm前後の柱痕が確認されている。

遺物―皆無であった。

OF6号 掘立柱建物址 (第 145図 、図版56)

遺構-2次調査区中央付近で検出された。H3号住居l■ に切 られ、北方向に調査区外に延びるた

め全容は不明である。側柱式の掘立柱建物址で、桁行は不明、梁間3.08m、 深度24～44cmの 規模

を有する。柱痕は確認されず、N-11° 一Wに長軸方位をとる。

遺物―皆無であった。
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OF7号 掘立柱建物址 (第 143図 )

遺構-2次調査区西半で検出された。他遺構との重複関係は有さないが、南方向に調査区外に廷

びるため、全容は不明である。深度60～ 68cmの規模を有する。柱痕は確認できなかった。

遺物―皆無であった。

OF8号 掘立柱建物址 (第 145図 )

遺構-2次調査区中央付近で検出された。他遺構との重複関係は有さないが、南方向に調査区外

に延びるため、全容は不明である。深度64～ 75cmの規模を有する。柱痕は確認できなかった。

遺物―皆無であった。

OF9号 掘立柱建物址 (第 146図 、図版56)

遺構-3次調査区中央付近で検出された。F12号掘立柱建物址を切る。北方向に調査区外に延び

るため全容は不明である。梁間4。 52m、 深度24～ 60cmの規模を有 し、N-35° 一Wに長軸方位をと

るものと推測される。径20cm前後の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

OF10号掘立柱建物址 (第 146図 、図版57)

遺構-3次調査区西半で検出された。水道の攪乱により桁行の柱列の内の 1列が消滅していた。

側柱式の 3間 ×2間の構成であったものと推測される。桁行5。64m、 梁間4.16m、 深度36～ 64cm

の規模を有 し、N-55° 一Eに長軸方位をとる。柱痕は確認されなかった。

遺物―皆無であった。

OFll号掘立柱建物址 (第 147図 、図版56)

遺構-3次調査区中央で検出された。F13号掘立柱建物址を切る。北方向の調査区外に展開 して

いるものと推測され、 2間の柱列が 1列検出されただけである。長さ3.32m、 深度48～ 68cmの 規

模を有 し、径16cm前後の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

OF12号掘立桂建物址 (第 146図 、図版57)

遺構-3次調査区中央付近で検出された。F9号掘立柱建物址に切られる。 1間 × 1間の側柱式

の掘立柱建物l■ で、桁行2.8m、 梁間1.84m、 深度34～ 60cmの 規模を有 し、N―И
°
一Eに長軸方

位をとる。柱痕は判然としなかった。
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遺物一皆無であった。

O F13号掘立柱建物址 (第 147図、図版53・ 124)

遺構-3次調査区中央で検出された。 F ll号 掘立柱建物l■ に切られる。 2問 ×2間の総柱式の掘

立柱建物l■で、桁行3.6m、 梁間3.4m、 深度65～85cmの規模を有する。N-65° 一Eに長軸方位を

とり、径20cm前後の柱痕が確認された。

遺物―須恵器杯の口縁部片と、「 く」字口縁を呈する武蔵甕の口縁部片の 2点が出土している。

OF14号掘立柱建物址 (第 147図、図版57・ 59)

遺構-3次調査区東半で検出された。H ll号住居l■ を切る。北方向の調査区外に展開するため、

2間 1ア」の柱列が確認されただけであり、全容は不明である。長さ3.52m、 深度44～ 64cmの規模

を有する。径20cm前後の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F15号掘立柱建物址 (第 147図、図版56)

遺構-3次調査区東半で検出された。H ll号住居l■ に切られ、北方向の調査区外に延びるため全

容は不明である。 1間 ×2間 に逆「 L」 字形に展開する4基のPitが検出されている。1,76× 3.42

mで、深度は32～48cmで あった。径16cm大の柱痕が確認されている。

遺物―皆無であった。

OF16号掘立柱建物址 (第 148図、図版58)

遺構-3次調査区東半で検出された。H10号住居址に切られる。 2間 1列の柱列が確認されただ

けであり、北方向の調査区外に延びるため全容は不明である。長さ2.56m、 深度40～ 76cmの規模

を有する。柱痕は確認されなかった。

遺物―皆無であった。

OF17号掘立柱建物址 (第 148図、図版58・ 60)

遺構-3次調査区西半で検出された。北方向の調査区外に延びるため全容は不明である。溝掘 り

された 1間のPitが 2基検出されており、桁行は不明、梁間3.72mの側柱式である。深度は60～ 92

cmであった。径24cmの柱痕が確認されている。

遺物一皆無であった。
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0    標高 馳558m   2m

l.褐色土層 (75YR4/3)75YR6/8ブ ロック少含。
2.暗褐色土層 (75Y隠/3)75YR6/8ブ ロック多含。
3.暗褐色土層 (75YR3/3)75YR6/8'75YR2/2ブ ロック少含。
4.黒褐色土層 (75YR2/2)75YR6/8ブ ロック少合。
5。 橙色土層 (75YR6/8)。

■ 暗褐色土 (75YR3/3)柱痕。   F9号掘立柱建物址

Ａ
一

Ｂ
一

◎
Ｐ２

0   標高 745粥m   2ロ

暗褐色土層 (10YR3/4)。
褐色土層 (10YR4/4)10YR6/8ブ ロック少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)。

F12号掘立柱建物址

⑭
鞄
Ｐ４

◎
Ｐ３

⑥
Ｐ．

◎
Ｐ６

Ｂ
一

Ｄ
一①

Ｐ５

Ｃ

一

標高 74391m 明褐色土層 (10YR3/4)10YR2/1・ 10YR5/8プロック多合。
黒褐色土層 (75YR3/1)10YR5/8ブロック少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)。
黒色土層 (10YR2/1)。
褐色土層 (10YR4/6)。    F10号掘立柱建物址

1.

2.

3.

4.

5.
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⑭
Ａ◎
Ｐ３

Ｂ
一⑥

Ｐ２
◎
Ｐ・ 聟 鱒

旦

ｌ
Ｈ

黒褐色土層
黒褐色土層

標高 74603m   2m0
嘩

l.黒褐色土層 (10YR2/2)。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/8少 含。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)。
顧 柱痕。

F14号掘立柱建物址

0   標高 7Ъ 98m   2m

l.黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/8・ 炭化物少含。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)。
3.黄橙色土層 (10YR7/8)10YR22ブ ロック少含。
4.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR7/8プ ロック多含。
E柱 痕。

0   標高 74538m   2m

l.褐色土層 (10YR4/6)10YR7/8・ 10YR2/3プロック多含。
2.にぶい赤褐色土層 (10YR4/4)10YR6/6を 帯状に含む。
3.褐色土層 (10YR4/4)10YR7/8'10YR3/3ブ ロッ多含。
4.黒褐色土層 (10YR2/3)。
5.褐色土層 (10YR4/6)。
6.暗褐色土層 (10YR3/3)。
重 暗褐色土 (10YR3/つ 柱痕。

Ｅ
一

F15号掘立柱建物址

第147図 下曽根 F ll号・F13号・F14号・F15号掘立柱建物址

業 一専 7弐

F13号掘立柱建物址

調査区外
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OF18号掘立柱建物址 (第 148図、図版59)

遺構-3次調査区西半で検出された。調査区外に廷びるため全容は不明である。東西方向に溝掘

りされる 1間のPitが 1基検出されている。F19号掘立柱建物址を切る。深度は60～ 64cmで径18cm

大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F19号掘立柱建物址 (第 148図、図版59)

遺構-3次調査区西半で検出された。調査区外に延びるため全容は不明である。東西方向に溝掘

りされる 1間のPitが 1基検出されている。F18号掘立柱建物址に切られる。深度68cmである。柱

痕は確認されなかった。

遺物―皆無であった。

O F20号掘立柱建物址 (第 149図、図版59。 124)

遺構-3次調査区西半で検出された。H24号住居l■ に切られる。水道の攪乱により桁行の柱列 1

列が消滅していた。 3間 ×2間の側柱式で、桁行4.32m、 梁間3.6mの平面が推測される。深度60

～80cmで、N-60° 一Eに長軸方位をとる。径24cm大の柱痕が確認された。

遺物―鉄鏃の破片が 1点出土 している。

O F21号掘立柱建物址 (第 148図、図版124)

遺構-3次調査区西半で検出された。H24号住居址に切られ、更に北方向の調査区外に延びるた

め全容は不明である。逆「 L」 字形に展開する 1間 × 1間の計 3基のPitが検出されている。深度

44～ 48cmの規模を有する。柱痕は確認されなかった。

遺物―底部に方向不明の糸切痕をのこす須恵器杯が 1点出土 している。

O F22号掘立柱建物址 (第 149図、図版59)

遺構-3次調査区西半で検出された。東西方向に展開する、 2基 2間の柱列が 1列確認された。

南方向の調査区外に展開するものと推測される。全容は不明である。深度44～ 56cmの規模を有 し、

径18cm大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F23号掘立桂建物址 (第 149図、図版60・ 124)

遺構-3次調査区東半で検出された。攪乱と調査区外に延びるために全容は確認されていない。
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0   標高 74618m   2m

l.暗褐色土層 (10YR3/3)。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR6/8ブ ロック少含。
3.褐色土層 (10YR4/6)10YR6/8ブ ロック多含。
4.暗褐色土層 (10YR3/3)。

F16号掘立柱建物址

0   標高 74421m   2m

l.黄褐色土層 (10YR5/6)。
2.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)。
3.暗褐色土層 (10YR3/3)。

藤 柱痕。

F18号掘立柱建物址

01

標高 7461m

にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR6/8ブ ロック少合。
暗褐色土層 (10YR3/4)10YR6港・10YR4/3ブロック多含。
褐色土層 (10YR4/4)10YR6/8ブ ロック少含。
掲色土層 (10YR4/4)10YR6/8ブ ロック多含。
柱痕。
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閃

Ｈ
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刊
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ハ
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八
耐
陶
彰
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F17号掘立柱建物址

1.

2.

3.

4.

H

標高 74421m

にぶい責褐色土層 (10YR4//3)10YR6/8ブロック多含。
黄褐色土層 (10YR5/6)。
明褐色土層 (75YR5/6)。

F19号掘立柱建物址

1 言

Q3
く

|
斡 ♀絲wm智

1.黒褐色土層 (覧 OYR2/2)10YR7/8ブ ロック少含。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR7/8ブ ロック多含。
4.明黄褐色土層 (10YR7/6)10YR3/3ブ ロック少含。

F21号掘立柱建物址

F18号 ・F19号・F21号掘立柱建物l■

頭纏y⊇
P2

Ｄ
一

Ｃ
一

第148図  下曽根 F16号 ・F17号・
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⑭

▲
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P2

0   標高 74428m   2m
l      l      l

l.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/8'10YR2/3ブ ロック多含。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/8ブ ロック少含。
4.明責褐色土層 (10YR6/6)10YR2/3ブ ロック少含。
5.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/8プ ロック多含。
顧 柱痕。

F20号掘立柱建物址

Ｄ
一

◎
Ｐ２

0   標高 74348m   2m
l      l      l

l.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR6/6・ 10YR2/3
ブロック多含。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR6/6プ ロック少含。
明黄褐色土層 (10YR6/6)10YR2/2ブ ロック少含。
暗褐色土 (10YR3/3)柱 痕。

F22号掘立柱建物址

粧乱
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丘⑥3QQ将

0   標高 74613m   2m

F23号掘立柱建物址

第149図  下曽根 F20号 ・F22号・F23号掘立柱建物址

1.黒褐色土層 (10YR2/2)。
2.黒褐色土層 (10YR3/1)。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)。
4.黒色上層 (10YR2/1)。
5.明赤褐色土層 (5YR5/6)。
6.黒褐色土層 (10YR3/2)。
7.極暗褐色土層 (75YR2/3)。
E柱 痕。
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桁行 3間 -4.Om× 梁間2間 -2.76mの 平面規模を有 し、深度32～ 56cmで、径28cm大 の柱痕が確認

された。N-69° 一Eに長軸方位をとる。

遺物―断面長方形を呈する、性格不明の鉄器片が 1点出土している。

O F24号掘立柱建物址 (第 150図、図版60)

遺構-3次調査区西半で検出された。南方向の調査区外に延びるため全容は不明である。桁行方

向に溝掘 りされる2列の柱列が確認されている。梁間3.2m、 深度48～ 64cmの規模を有し、径20cm

大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F25号掘立柱建物址 (第 150図、図版61)

遺構-4次調査東区東半で検出された。H39号住居址を切る。北方向の調査区外に延びるため全

容は不明である。4基のPitが 2間 Xl間に逆「 L」 字形に検出された。深度24～ 44claの 規模を有

し、径16cm大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F26号掘立柱建物址 (第 150図 、図版61)

遺構-4次調査東区東半で検出された。水道の攪乱により、Pit l基が消滅 しているが、 1間 × 1

間の側柱式の掘立柱建物址である。桁行2.Om、 梁間1.92m、 深度42～ 45cmの規模を有し、径16cm

大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F27号掘立柱建物址 (第 150図、図版61)

遺構-4次調査東区東半で検出された。水道の攪乱により全容は不明である。深度20～ 36cmの規

模を有 し、径16cm大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F28号掘立柱建物址 (第 151図 、図版62)

遺構-5次調査区東半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。北方向に調査区外に延び

るため全容は不明である。南北 1間、東西 3間の計 6基のPitが検出されている。桁行5,08m、 梁

間2.9mの側柱式の掘立柱建物l■が想定される。深度48～ 84cmで径20cm大の柱痕が確認された。

遺物一皆無であった。
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濡細凶煮

0   標高 744185m  2m

l.褐色土層 (10YR4/4)。
2.褐色土層 (10YR4/4)10YR7/8ブ ロック少合。
3.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR7/8ブ ロック多含。
4.明黄褐色土層 (10YR6/6)10YR7/8ブ ロック多含。
5.黒褐色土層 (10YR2/2)。

議 柱痕。
F24号掘立柱建物址

0   標高 7ゆ 46m   2m

黒褐色土層 (10YR3/2)ロ ーム粒子少含。
灰責褐色土層 (10YR4/2)ロ ーム粒子・φ5mH以 下パミス多含。
柱痕 (10YR3/2)。

F25号掘立柱建物址
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0   標高 74949m   2m

1.に ぶい責橙色土層 (10YR6/4)10YR2/1ブ ロック・パミス少含。
2.掲色土層 (10YR74)ロ ーム粒子多含、パミス含む。
3.明黄褐色土層 (10YR7/6)。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)ロ ーム・パミス少含。

霞 柱痕 (10YR2/3)。          F26号 掘立柱建物址

2  8Ａ
一

撹
乱

Ｏ
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Ｃ
一

C影

易蒻形影影物診診珍場易影疹
範

0    標高 2940m   2m

黒褐色土層 (10YR2/3)10YR2/1ブ ロック少含、ローム粒子・パミスを含む。
暗褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子多合、パミス含む。
暗褐色土層 (10YR3/4)ロ ーム・パミス含む、loYR2/1粒 子少含。

4.にぶい責橙色土層 (10YR6/4)。

霞 柱痕 (10YR2/3)。                F27号 掘立柱建物址

第150図  下曽根  F24号 ・F25号・ F26号 ・ F27号掘立柱建物 l■

調査区外
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O F29号掘立柱建物址 (第 151図、図版62)

遺構-5次調査区中央で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南方向に調査区外に延び

ることと、水道の攪乱により全容は不明である。南北 1間、東西 2間の計 4基のPitが検出された。

深度28～40cmの規模で、径16cm大の柱痕が確認されている。

遺物―皆無であった。

O F30号掘立柱建物址 (第 151図 、図版63)

遺構-5次調査区東半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。4基のPitに より構成され

る 1間 × 1間の側柱式の掘立柱建物址である。桁行2.8m、 梁間2.48m、 深度24～44cmの規模を有

し、N-66° 一Wに長軸方位をとる。径20cm大の柱痕が確認されている。

遺物―皆無であった。

O F31号掘立柱建物址 (第 151図、図版63)

遺構-5次調査区東半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南方向に調査区外に延び

るため全容は不明である。 3基のPitに より構成される2間の柱列が、東西方向に 1列検出されて

いる。深度32～ 52cm。 径20cm大 の柱痕が検出された。

遺物―皆無であつた。

O F32号掘立柱建物址 (第 152図、図版63)

遺構-6次調査東区中央で検出された。他遺構との重複関係は有さない。北方向に調査区外に延

びるため全容は不明である。 3基のPitに より構成される2間の柱列が、東西方向に 1列検出され

た。深度24～ 36cmの規模であった。柱痕は確認されなかった。

遺物―皆無であつた。

O F33号掘立柱建物址 (第 152図 、図版64・ 124)

遺構-6次調査東区西半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。 4問 ×2間の側柱式の

掘立柱建物l■である。桁行7.5m、 梁間4,36m、 深度48～ 92cmの 規模を有 し、N-50° 一Eに長軸

方位をとる。径20cm大の柱痕が確認されている。

遺物―扁平な擬宝珠つまみを有する須恵器杯蓋片と、土師器甑の底部片が出上している。

O F34号掘立柱建物址 (第 153図 、図版64・ 124)

遺構-7次調査西区で検出された。H104号住居址を切る。南北 2間 ×東西 3間の側柱式の掘立柱
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１

２

調

にぶい責褐色土層 (10YR4/3)10YR7/4ロ ーム粒子少含。
黒褐色土層 (10Y酪/2)10YR7/6ロ ーム粒子少含。
柱痕 (10YR5/3)。

F28号掘立桂建物址

⑤
Ｐ３

◎

Ｐ２

0   標高 75148m   2m
l      l      l

0   標高 751411m   2m
l      l      l

1.にぶい責褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・

ゆ5 Hln大 パミス含む。
灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR7/6ロ ーム・φ 5Hull

大パミス含む。
柱痕 (10YR3/2)。 F30号掘立柱建物址

0    標高 751511m   2m
l       l       l

黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/6ロ ーム・φ l clll以 下パミス少含◇
明黄褐色土層 (10YR7/6)φ 5mll大パミス多含、10YR3た粒子少含。
柱痕 (10YR3/2)。

F31号掘立柱建物址

２

．

Ｈ

②

＠
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Ｃ

一

■

２
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菫

卍鮎 0   標高 75110m   2m
L_     1      1

にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR7/6ロ ーム・10YR3/2粒子多合。
にぶい黄橙色土層 (10YR6/3)10YR7/6ロ ーム・loYR3/2粒 子多含。
柱痕 (10YR3/2)。

F29号掘立柱建物址

第151図 下曽根 F28号 ・F29号 ・F30号・

190

F31号掘立柱建物址



◎
Ｐ３

▲◎ ∈◎ ◎
Ｐ２

⑩
Ｐ‐ｏ

◎
Ｐ９

Ｏ

Ｒ

Ｂ
一

Ｏ
Ｐ６

Ｃ

一

◎
Ｐ７

Ｅ
一 Ｆ

一
一
Ｇ ⑥

里

1.浅黄橙色土層 (10YR8/4)10YR5/3・ ゆ 5 EIl大 パミスを含む。
2.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム含む。
3.浅黄橙色土層 (10YR8れ)10YR5/3少含。
4.にぶい黄褐色上層 (10YR5/3)砂 質土。

理 柱痕 (10YR6/4)。

0   標高 75250m   2m

疋
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F33号掘立柱建物址

Ａ
一

0    標高 否多60m   2m

l.黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/6ロ ーム・φ lcn大パミス含む。
2.10YR3/2・ 10YR5/3・ 10YR3/6ロ ームの混在土層。

F32号掘立柱建物址

第152図 下曽根  F32号・F33号掘立柱建物l■



建物址が想定されるが、南方向の調査区外に延びるため全容は不明である。桁行5,8m、 梁間3.84

m、 深度44～ 68cmの規模で、N-57° 一Eに長軸方位をとる。径12cm大の柱痕が確認された。

遺物―須恵器有台杯と土師器武蔵甕が出土している。

O F35号掘立柱建物址 (第 153図 、図版65)

遺構-7次調査東区中央で検出された。H109号住居址と重複関係を有するが、水道の攪乱により

新旧関係は確認できなかった。南北 2間、東西 3間の側柱式の掘立柱建物址が想定される。桁行

5。32m、 梁間4.28m、 深度 8～40cmの規模を有 し、N-82° 一Eに長軸方位をとる。径12cm大の柱

痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F36号掘立柱建物址 (第 154図、図版65)

遺構-7次調査東区中央で検出された。他遺構との重複関係は有さない。南方向に調査区外に延

びるため全容は不明である。東西方向に3基のPitで構成される2間の柱列が 1列確認された。深

度56～68cmの規模を有 し、径16cm大の柱痕が確認された。

遺物―皆無であった。

O F37号掘立柱建物址 (第 154図、図版65)

遺構-7次調査東区西端で検出された。H102号住居l■ を切る。南方向に調査区外に延びるため全

容は不明である。東西方向の 3間の溝掘Pit l基と、南に展開するPit l基 が検出された。深度60～

72cm、 柱痕径20cm大であつた。

遺物―皆無であった。

O F38号掘立柱建物址 (第 154図、図版66)

遺構-7次調査西区西端で検出された。H52号住居l■ に切られ、北方向の調査区外に延びるため

に全容は不明である。南北 2間、東西 2～ 3間の総柱の掘立柱建物l■が想定されるが、南北方向

にPit 3基、2間の柱列とPit 2基 、1間の柱列が確認されただけである。深度20～ 60cm、 柱痕径20

cm大の規模である。

遺物―皆無であった。

O F39号掘立桂建物址 (第 154図、図版66)

遺構-7次調査東区東半で検出された。H109号住居l■ との重複関係は把握できないが、あった場
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Ｆ
一 標高 75220m

1.明黄褐色土層 (10YR6/6)10YR4/2含 む。

2.にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)10YR6/6少 含。

3.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YRν6少含。

預 柱痕 (10YR3/妙 。

F34号掘立柱建物址 中̈
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にぶい黄褐色土層
にぶい黄褐色土層

柱痕 (10YR5/3)。

(10YR4/3)10YR8/4ロ ームJ芥含。
(10YR4/3)10YR8/4ロ ームそ手む。

F35号掘立柱建物址
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．

２

．
題

第153図  下曽根 F34号・F35号掘立柱建物址

標高 75390m
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②
Ａ．
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一

黒褐色土層 (10YR3/2)10YR8/4ロ ーム少含。
柱痕 (loYR4/2)。

標高 754 1Xlm

址
⑭
剣
◎
Ｐ

OI l.10YR8/4ロ ーム・loYR4/2混在土層。

♀  標高
1取

∞m  
†
m 2.浅 責橙色土層 (10YR8/4)10YR4庖少合。

3.灰責褐色土層 (loYR4/2)10YR6/6少 合。

口 柱痕 (10YR3/2)。

F39号掘立柱建物址

第lM図 下曽根 F36号・F37号・F38号・F39号掘立柱建物l■
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0   標高 お330m   2m

l.10YR8/4ロ ーム・loYR4//2混 在土層。
2.灰黄褐色土層 (10YR4/2)10YR8/4少 合。
3.灰黄褐色土層 (10YR72)10YR8/4多 含。
4 10YR8麗 ローム 2次堆積。
■ 柱痕 (10YR3/2)。
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にぶい責褐色土層 (10YR4/3)10YR8/4・ 10YR2/2含む。
浅黄橙色土層 (10YR3/4)10YR4カ少含。
柱痕 (10YR3/2)。

F38号掘立柱建物址
「
臣
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合、本l■の方が古い。東西、南北 1間の側柱式の掘立柱建物址で、桁行3.04m× 梁間1.2m、 深度

28～ 68cmの規模を有し、N-27° 一Wに長軸方位をとる。柱痕径は20cm大であった。

遺物―皆無であつた。

O F40号掘立柱建物址 (第 155図 、図版67)

遺構-7次調査東区西半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。水道の攪乱により全容

は不明である。東西 2間、南北 2間の側柱式の掘立柱建物l■が想定される。桁行2.84m× 梁間1,7

m、 深度44～ 60cmの規模を有する。径20cm大 の柱痕が確認された。

遺物―皆無であつた。

O F41号掘立柱建物址 (第 155図、図版67)

遺構-7次調査東区中央で検出された。M5号溝址に切られる。北方向に調査区外に延びるため

に全容は不明である。東西 2間、南北 2問以上の総柱の掘立柱建物l■が想定される。東西にPit 3

基、 2間の柱列と、Pit 2基、 1間の柱列が確認されている。深度は28～ 60cm、 柱痕径20cln大で

⑭
▲QQQ旦
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一 ◎
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0    標高 754∞m   2m

1.にぶい黄褐色土層 (10YR5/3)10YR8/4ロ ーム・10YR2/2多 含。

2.浅黄栓色 (10YRy4)10YR5/3含 む。
3.仄黄褐色土層 (10YR4/2)。

■ 柱痕 (10YR4/2)。

0   標高 75410m   2m

1.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR3/4ロ ーム少含。

2.10YR2/2・ 10YR8/4ロ ーム混在土層。

■ 柱痕 (10YR3/り 。

Ｃ
一　
刹
期
割
田
狛

F40号掘立柱建物址                    F41号 掘立柱建物址

第155図  下曽根 F40号 ・F41号掘立柱建物l■



あった。

遺物―皆無であった。

ODl号 土坑 (第 156図 、図版68・ 124)

遺構-2次調査区西端で検出された。平面―楕円形、断面―逆台形を呈する。南北4.4m× 東西3.8

m× 深度1,96mの 規模を有する。N-58° 一Wに長軸方位をとる。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が出土している。土師器は2の内面黒色処理が施される高杯

が出土 している。外面はヘラケズリ調整後、粗いヘラミガキが施される。須恵器は 1の底部にヘ

ラ切痕をのこす杯と、 3の長頸壼の体部、 4の外面に平行叩日、内面に青海波文の認められる甕

が出土している。鉄器は 6の鏃が出土 し、石器は 5の 自然礫を利用 した砥石が 1点出土している。

OD2号 土坑 (第 156図、図版68・ 125)

遺構-3次調査区西端で検出された。平面―円形、断面―逆台形を呈する。南北、東西共に2.96

m、 深度1.4mの規模を有する。N-30° 一Eに長軸方位をとる。覆± 7・ 8層 中には炭化物が含

まれてお り、覆土の一部は人為埋土と思われる。

遺物―須恵器と鉄器が出上している。 1は須恵器の甕底部片で、九底を呈している。 2は須恵器

平瓶の日縁部と思われる。 3は鉄鏃である。

OD3号 土坑 (第 157図 )

遺構-3次調査区東端で検出された。不整な楕円形を呈する。南北1.52m× 東西0.6m× 深度0.3m

の規模を有 し、N-52° 一Eに長軸方位をとる。覆土は 3層 により形成されていたが、その形成過

程は判断できない。

遺物―皆無であった。

OD4号 土坑 (第 157図、図版69)

遺構-3次調査区中央で検出された。平面―円形、断面―逆台形を呈する。南北2.94m× 東西3.1

m× 深度1.92mの 規模を有 し、N-58° 一Eに長軸方位をとる。覆土は多層により形成されており、

一部は人為埋土と思われる。

遺物―皆無であった。

OD5号 土坑 (第 157図、図版69・ 125)

遺構-5次調査区中央で検出された。平面―楕円形、断面―逆台形を呈する。南北3.Om× 東西3.8
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黒褐色土層 (10YR2/3)
黒褐色土層 (10YR2/2)
黒褐色土層 (10YR2/3)
黒褐色土層 (10YR2/2)
黒褐色上層 (10YR2/3)

パミス多含、ローム粒子少含。
パミス多含、ローム粒子少含。

φ 5u lll以下パミス多含、ローム粒子少含。

φ 5n lll以下パミス多含、ローム粒子少含。

φ5nn以下パミス多含、ローム粒子・ブロック少合。
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1 黒褐色土層 (10YR2/2)φ 5H lll～ l Cm大パミス少含。
2.暗褐色土層 (10YR3//3)。 10YR7/8プロック多合、パミス少含。
3.黒褐色土層 (10YR2/2)。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR3/1・ 10YR7/8ブロック少合。
5.暗掲色土層 (10YR3/3)10YR7/8プ ロック少含。
6.黒掲色土層 (10YR2/3)。
7.黒褐色土層 (10YR2/2)礫 ・炭化物・10YR3/4ブッロク多含。
8.黒褐色土層 (10YR2/3)災 化物少含。
9.褐色土層 (10YR4麗 )10YR7/8ブ ロック多合。
10.暗褐色土層 (10YR3/4)10YR2/3ブ ロック合む。
11.黒 褐色土層 (75YR2/3)。
12.に ぶい責褐色土層 (10YR4//3)10YR4/4ブ ロック含む。
13.明 褐色土層 (75YR5/6)。
14.暗褐色土層 (10YR3/3)10YR2/3ブ ロック含む。

D2号土坑

下 曽根  Dl号 ・ D2号 土坑第156図
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黒褐色土層 (10YR2/3)75YR6/8ブロック少含。
黒褐色土層 (10YR2/3)75YR6/8ブロック少含◇
橙色土層 (75YR6/8)10YR2/3ブ ロック少含。

D5号土坑
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くここここここテラ
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撹乱

D3号上坑

掲色土層 (10YR4/4)10YR7/8・ 10YR2/2ブロック少含。
黒褐色土層 (loYR2/3)10YR7/8・ 10YR2/2ブロック多含。
黒褐色土層 (10YR2/2)。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR5/4・ 10YR2/1ブロック多含。
黒褐色土層 (lllYR3/2)10YR5/4・ 10YR2/1・ 10YR7/8・ 10YR2/2ブロック多含。
黒褐色土層 (10YR2/2)10YR7/8ブ ロック多含。
褐色土層 (10YR4/4)。
黒褐色土層 (10YR3/2)。
褐色土層 (10YR4/4)10YR7/8ブ ロック多含。
黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/8プ ロック多含。
にぶい責褐色土層 (10YR4/3)。
暗褐色土層 (10YR3/3)礫 少含。

D4号土坑

1.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR7/6ロ ーム少含。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR5/3粒 子多含。
3.10YR2/2・ 10YR7/6ロ ーム混在土層。
4.明黄掲色土層 (10YR7/6)10YR2/2少 合。

D6号土坑

第157図  下曽根 D3号 ・D4号・D5号
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m×深度1,12mの 規模を有する。中央を水道の攪乱により破壊される。覆土はD2・ 4号土坑と

同様であった。

遺物―削出し高台の須恵器郭 (1)、 須恵器盤 (2)、 須恵器平瓶口縁部 (3)、 土師器ロクロ甕が

出土 してヤゝる。

OD6号 土坑 (第 157図、図版69)

遺構-6次調査西区西半で検出された。■71号住居l■・Pitに 切られる。楕円形の平面プランを呈

し、断面は逆台形を呈する。底面には3基の径20cmの Pitが掘 り込まれている。覆土は明らかに他

の遺構とは異なり黒色であり、プランも明瞭には確認できずばやけている。本l■ は縄文時代の陥

穴と考えられる。

遺物―皆無であった。

OD7号 土坑 (第 158図、図版70)

遺構-6次調査西区東半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。方形の平面プランを呈

し、南北1.8m× 東西1.72m× 深度0,62mの規模を有する。N-31° 一Wに長軸方位をとる。中世の

竪穴の可能性も有するが、判断できない。

遺物―皆無であった。

OD8号 土坑 (第 158図、図版70・ 125)

遺構-7次調査東区東半で検出された。他遺構との重複関係は有さない。北方向に調査区外に延

びるため全容は不明である。Dl・ 2・ 4・ 5号土坑と同様な土坑である。深度は1.48mであっ

た。覆± 2層 と3層 の間には灰の層が認められ、埋没あるいは埋設過程において火が焚かれている。

遺物―土師器と須恵器が出土している。 1～ 3は須恵器の杯で、 1・ 2は回転ヘラケズリ、 3は

右回転糸切痕を底部にのこしている。 4は須恵器有台杯で、回転ヘラケズリ後高台を貼付 してい

る。 5は須恵器甕の口縁部片である。外面平行叩目、内面青海波紋が認められる。 6は土師器甕

の底部である。武蔵甕と思われる。

OD9号 土坑 (第 158図、図版71)

遺構-7次調査西区で検出された。H106号住居址やPitに 切られる。精円形の平面プランを呈 し、

南北1.23m× 東西3.Om× 深度0.6mの規模を有する。N-49° 一Eに長軸方位をとる。底面には径

18cln大のPitが 3基掘 り込まれていた。D6号土坑同様に縄文時代の陥穴と思われる。

遺物―皆無であった。
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l.黒褐色上層 (10YR2/2)。
2.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/4ロ ーム少含。
3.黄橙色土層 (10YR8/6)10YR2/2少 含。
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OTal号 竪穴 (第 158図 )

遺構-6次調査西区西半で検出された。H86号住居址を切る。攪乱による破壊を受けるため、

容は不明である。東西2.Om、 深度55cmの規模を有する。覆土は人為埋土であった。

遺物―皆無であった。

OTa2号 竪穴 (第158図 )

遺構-6次調査西区西半で検出された。H84号・H85号住居址を切る。南北1.lm× 東西1.2m× 深

度45calの 台形状の平面プランを呈す。覆土は人為埋土であった。

遺物―皆無であった。

OMl号 溝址 (第 159図 、図版71)

遺構-3次調査区西端で検出された。北西から東南に向かい走る。両端共に調査区外に延びるた

め全容は不明である。幅4m前後、深度70～ 90c14の 規模である。断面は逆台形を呈 し、底面は比

較的平坦であった。覆土は自然堆積であった。

遺物―皆無であった。

OM2号 溝址 (第 160図～172図、図版72・ 127～ 137)

遺構-3次調査区東端で検出された。他遺構 との重複関係は有さない。北西から東南に向かい走

る。両端共に調査区外に延びるため全容は不明である。下曽根遺跡 2次調査区と6次調査区の間

に位置する、長野県埋蔵文化財センターにより調査された芝宮遺跡群の大溝が、本址と同一の遺

構である可能性が高い。幅10m前後、深度 2m前後の規模である。覆土は基本的には自然堆積で

あるが、多量の土器や炭化物、獣骨、礫、粘土等が含まれており、塵を投棄 したり、焼却 してい

たことが推測される。

遺物―土師器、須恵器、鉄器、石器が極めて多量に出土 している。土師器には 1～ 25の郭、162～

168の高杯、169の遺、170の阻・185の甑、171。 173～ 182の奏、183・ 184の 重ないしは鉢、172の 円

筒土器が認められる。数量的には大まかに須恵器85%に対 し土師器15%の割合である。杯はロク

ロ成形 と非ロクロ成形のものとに2分される。非ロクロ成形のものは 1・ 4～ 8の ような橙色 を

呈 し、焼成が良好で、内面と外面の日縁部がナデ、その他の外面にヘラケズリ調整が施されるも

のと、内面ヘラミガキ調整、外面口縁部はナデ、その他の外面はヘラケズリ調整の 2・ 3、 内面

にナデ調整後に暗文が施される10～ 13に 大別できる。内面黒色処理が施されるのは 2だ けであ る。

また、内面に暗文が施されるものの内13は見込み部分から放射暗文が展開しており、器形も他 の

ものとは異なっている。ロクロ成形されるものは18を 除き内面ヘラミガキ後に黒色処理が加 され



ている。底部が残存するものは25が底部中央に回転方向不明の糸切痕が認められるが、糸切離 し

のままの状態のものはなく、ヘラケズリ調整が施されている。外底周縁にヘラミガキやヘラケズ

リを施すものも多い。高杯は全てのもが内面ヘラミガキ後に黒色処理が施されており、タト面はヘ

ラケズリ後に粗いヘラミガキが施される。郭の体部と口縁部の境に稜をもつ164と 持たずに半球状

を呈する他のものとに大別できる。また、162・ 166の ような小型のものも存在する。阻169は 口

縁部～頸部を欠損する。その他は完形であり、体部中央に径 l cm程 の円孔が穿たれている。内面

ナデ、外面はヘラケズリ後に粗いヘラミガキ調整が施される。甑の内1701よ 甑とは断定できない①

器壁の薄い本体には、内外面に把手の接合部分を中心に指頭圧痕が顕著である。185は内面黒色処

理が施され、径 5111a大 の円孔が複数穿たれている。

甕が173～ 178の武蔵甕ないしは、その祖系のものと、179～ 182の胴張 りの器形のものが存在す

る。胴張 りのものは壼としても良いのかも知れないが、火熟を受けた痕跡も観察されることから、

甕とした。こないしは鉢とした183・ 184の内183は 内面黒色処理が施されている。 2点共に外面ヘ

ラミガキ調整が施され、内面は口縁部を除きナデ調整である。円筒土器172は叩き成形である。外

面には平行叩目が顕著である。内面の当具痕はナデ調整により消去されている。これらの土師器

の他に186の土製の紡錘車が 1点出土 している。

須恵器には26～ 90の 郭、91～ 121の有台杯、122～ 124の盤、125～ 161の郭蓋、187～ 202ま での

三・瓶類、203の 短頸この蓋、204の 円面硯、205～ 223の 奏が認められる。郭は26～43の底部には

回転糸切痕が認められ、33・ 38。 39,41は 周縁にヘラケズリ調整がほどこされている。また、37

は「×」の窯印が認められる。その他の杯の内底部が残存 しているものは、ロクロからヘラで切

り離されており、回転の場合と、静上の場合が観察できるが、手持ちのヘラケズリ調整が施され、不

明のものも多い。86に は刻書、88に は墨書が底部に認められる。全般に火欅が認められるものも

多い。有台郭として一括 したが、91・ 92・ 94・ 96・ 97・ 99な どは碗 とした方が良いのかも知れな

い。高台は全て貼付されており、削出しのもは存在 しない。ロクロからの切離しは高台賄付のた

めに施される回転ヘラケズリにより不明であるが、糸とヘラが存在する。盤122～ 124は佐久市の

通常の古代集落l■では出土 しないものである。特に123や 124の ような大型のものは特殊な存在で

ある。123の底部中央には回転糸切痕が観察できる。イ蓋は「かえり」を有するものはない。つま

みは125'126等の皿状のもの、136・ 145等 の擬宝珠状のもの、最も多い扁平な擬宝珠状のものが

認められる。132や 137の ような天丼の高いものは少なく、天丼の低い扁平なものが多い。重・瓶

類には187～ 190の ような長頸壼や、191～ 193の ような小型の広口重、194の短頸重、195の 平瓶や

197の横瓶、196の提瓶などが認められる。199の底部には窯印の刻書が認められる。甕は丈型品に

完形あるいは半完形品が多い。短頸で、鉢形の210～ 214と 、同じく短頸ではあるが、体部に向か

い頚部から大きく開く205・ 207～ 209、 比較的長頸の215～ 221,223が存在する。全てのものが叩
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1.耕作土。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)φ lcm大 パミス少含。
3.暗褐色土層 (孔OYR3/3)。
4.にぶい黄掲色土層 (10YR4/3)砂 層。
5,暗褐色土層 (10YR3/4)。
6.暗褐色土層 (10YR3/3)。 10YR2/2・ 10YR3/4ブ ロッ
7 にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)砂 層。
3.褐色土層 (10YR76)。 10YR5/8ブロック多合。
9.褐色土層 (10YR4/4)10YR6/8ブ ロック少合、砂層。
10.黒 褐色土層 (10YR2/3)砂 質上。
11.黒 褐色土層 (10YR2/2)砂 質土◇
12.灰黄褐色土層 (10YR4/2)砂 質土。
13.褐 色土層 (10YR4/6)砂 質土。
14.に ぶい黄褐色土層 (10YR4/3)砂 質土。

0   標高 7ワ 735m  2m

Ｂ
一

Ａ
一

0   標高 74あ61m   2m

Ml号溝址

水道管

第159図  下曽根 Ml号 。M3号溝」I
M3号溝址
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1.黒褐色土層 (10YR2/3)。
2.黒褐色土層 (10YR2/3)10YR2/3粘 土・炭化物・土器・礫多含。
3.黒褐色土層 (10YR2/3)炭 化物・灰プロック・上器多含、10YR7/8ブロック・パミス少含。
4.黒褐色土層 (10YR2/2)上 部に馬骨・炭化物少合、パミス・砂粒・礫少含。
5.黒褐色土層 (10YR2/3)10YR7/8ブ ロック多含、10YR8/3ブ ロック少含。
6.黒褐色土層 (10YR2/3)炭 化物少含。
7.黒褐色土層 (10YR3/2)炭 化物・10YR7/8ブロック多含、パミス・砂粒少含。
8.黒褐色土層 (10YR22)戻化物少含。
9.黒褐色土層 (10YR2/2)10YR8/3・ 10YR7/8ブロック・砂粒少含。
10.責褐色土層 (10YR5/8)10YR2/2ブ ロック多含。
11.暗褐色土層 (10YR3/4)砂 層。
12.に ぶい黄褐色土層 (10YR4//3)。

0   標高 74689m   2m

204

第160図  下曽根 M2号 溝址 (1)
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き成形で、外面に叩目をのこすものが多 く、叩目は平行である。214は把手を有 しており、希有な

存在である。また、217・ 2131よ 頸部にヘラ状工具による波状文が複数列施文される。

鉄器には224～ 232の 刀子、223～ 237の紡錘車、238～ 240の鏃、241の鉄鉗、242の釘が認められ

る。また、未図化であるが鉄岸も認められた。石器は混入遺物である縄文時代の石匙 (243)、 打

製石斧 (244・ 245)や 、246の砥石、247の 石鉢状の凹石、248～ 253の軽石製品が出土している。

253は穿孔過程で割れてしまい廃棄された未製品であるが、他のものを含め性格は不明である。

OM3号 溝址 (第 159図、図版125)

遺構-3次調査区西端で検出された。他遺構との重複関係は有さない。北から南に向かい走つて

いる。両端が調査区外に延びるため全容は不明である。幅60cm前後、深度20cm前後の規模である。

覆土は薄く、堆積の形成過程については不明である。

遺物―須恵器と打製石斧の刃部片が出土している。須恵器は2点 ともに甕である。 1は日縁直下

に2条の平行沈線で区画された文様帯に斜位の櫛歯状工具による刺突列が施されている。 2無紋

である。打製石斧は混入遺物である。

OM4号 溝址 (第 173図、図版73・ 125)

遺構-6次調査西区中央付近で検出された。H64号住居址に切られ、H84号住居址を切る。検出

面からの深度力落Ocmと 浅 く、南に向かいプランが不明瞭になる。本来は平面円形を呈していたも

のと推測される。佐久市内の古代遺跡の調査に際し散見される遺構であるが、周溝墓や平地式住

居の周溝等の見解も存在するが、現状では判断しかねる。幅60～ 70cm、 直径6,7mの規模である。

遺構―土師器長胴奏の日縁部片が出土している。口縁部に最大径を有 し、外面には縦位のヘラケ

ズリ、内面にはナデ調整が施される。

OM5号 溝址 (第 173図、図版73)

遺構-7次調査東区中央で検出された。北西から南西に向かって走る。幅1.9～ 1.2m、 深度50～70

cmの規模を有する。 5層上面が貼床状に叩き締められており、この面が使用面であろう。使用面

より上層に堆積 している覆土は砂層であることから、本l■ は流路化 し、違ばれてきた土砂により

埋没したことが推測されるが、本l■の本来の性格が水路であったか否かは判断しかねる。

遺物―皆無であつた。

○遺構外出上の遺物 (第 173～ 174図、図版125。 126)

本来は遺構に帰属するものであったろうが、農地の耕作、重機による表上の掘 り下げ、遺構の
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1.褐色土層 (10YR4/4)砂 粒含む。
2.にぶい責橙色土層 (10YRν 3)砂層。
3.にぶい責橙色土層 (10YR5/4)砂 層。
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第173図  下曽根 M4号 ・M5号溝l■、遺構外出土遺物 (1)



検出過程等において遣構から切 り離された遣物を一括 して取 り扱う。

土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器が出土 している。土師器には 1～ 3・ 7の杯、 4の碗、 5の

皿、 6の高杯、 8～ 11の 甕が認められる。郭 1は橙色を呈 し、極めて良好な焼成が施されるもの、

2は 内外面にヘラミガキ調整が施され、黒色処理が施されるもの、 7は 内面に放射状暗文が施さ

れるものである。以上は非ロクロ成形である。 4は ロクロ成形で、ヘラミガキ後内面黒色処理が

施され、「上Jの墨書が体部に書されている。碗 4は口径の大きなもので、成形・調整は3と 同様

である。 5の皿は高台を欠損する。内面黒色が施され、底部中央には方向不明の回転糸切痕が認

められる。高杯 6は必部の破片である。内面はヘラミガキ、外面口縁部はナデ、その他の外面に

はヘラケズリが施されている。甕は11を 除く3点 は「コ」字口縁を呈する武蔵甕である。11は古

墳時代の器壁の厚い長胴甕の底部片と思われる。須恵器には12～ 19の 外、20の有台杯、21の邦蓋、

22～ 24の重、25・ 26の 甕、27の 高盤、28の 醒が認められる。杯は底部に右回転糸切痕をのこす

14・ 15。 18。 19や 回転ヘラケズリ調整が施される12・ 13・ 16が存在する。有台杯20はヘラ切 り後
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遺構外出土遺物下曽根第174図
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回転ヘラケズリ調整を施 し、高台を貼付 している。杯蓋21は皿状のつまみである。壼22・ 231よ器

種不明、24は長頸壷である。甕は2点共に広口短頸で、頸部が強くくびれ体部に最大径を有する

ものである。高盤271ま本来M2号溝址に伴うものと推測される。脚部を一部欠損する半完形品で

ある。焼成は酸化焔気味で、焼成時の歪みも認められる。28の醒の頸部と思われる破片は特異な

施文が施されている。地文として、縦位に櫛歯状工具による条線が施され、頸部には平行沈線に

より区画されるであろう横位の文様帯に、櫛歯状工具による斜位の刺突列が巡らされている。焼

成は良好である。灰釉陶器は29の段皿片が 1点出土している。内面のみ施釉されている。鉄器は30・

31の刀子、32の鏃が出土 している。

第Ⅳ章 調査のまとめ

第 1節 上芝宮遺跡

○土器様相 (第 176～ 177図 )

昭和62年から現在に至るまで、芝宮遺跡群上芝宮遺跡の周辺では開発に伴う発掘調査が、試掘・

立ち会い、本調査を含め数多 く実施されてきた。特に国道141号線建設に伴う下芝宮遺跡 I～ Ⅳ、

市道 1-1号線道路改良に伴う南上中原 。南下中原遺跡 I、 同じく市道改良事業による上芝宮遺

跡 I～ Ⅲ・Ⅵ、民間開発による上芝宮Ⅳ・V、 南上中原・南下中原遺跡Ⅱ等の調査により、従来、

『上芝宮』、『下芝宮』、『南上中原・南下中原』として別個の遺跡名が与えられてきた遺跡が、ひと

つの遺跡―『上之宮』遺跡として捉えられることが明らかとなった。

これら一連の調査により検出された、住居址出土土器の様相を基に、遺跡全体の上器編年を組

み立て、今回の調査で検出された 6軒の竪穴住居址の時期、さらには上芝宮遺跡の集落変遷を明

らかにしてみたい。

土器編年は1999年刊行の F西一本柳Ⅲ・Ⅳ』に準 じ、堤 隆の鋳師屋遺跡群での編年、高村博

文の前沢遺跡報告書―佐久地方の平安時代土器編年試論の成果を踏襲・援用 した。その結果、 I・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Vの 5段階=5時期の上器様相が把握できた。以下にその概要を記 していく。

I段階

下芝宮遺跡H2号住居址が該当する。現在までのところ他に該当する住居l■ は検出されていな

い。西一本柳報告書における古墳時代土師器杯の分類によるAl・ A2・ G3・ G4の郭が認め

られ、高杯は杯の底部と体部の境に稜を有 している。壺は全容は不明であるが、球形胴で、対 も

存在する。萎は長胴化が認められるが、体部に最大径を有 し、頸部のくびれも強い。甑は大。中・
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小の法量のものが存在する。また、T K23型 式の完形の須恵器杯と、杯蓋が出土している。

以上の土器様相は、西一本柳古墳時代編年の I期 に該当する。

El

Ⅶ l 
蕉輩萎萎 )2□

Ψ  Ⅷ l▽ D2▽ D3V4

0◇ ∪ E2Ψ E3鬱 E4

マ 1鬱 F2鬱 F39F4醐 F5

∨
G2

マ  

墨審□̈
I フ

第175図  古墳時代土師器杯の分類

Al―丸底の底部から体部が内湾しながら立ち上がり、短い口縁部が強く外反する。

A2-Alの 口縁部がやや長く、緩やかに外反する。

B 一Alに共伴する高杯の脚部が省略された形態。

C ―A2の口縁部が更に長くなり、口縁部と体部の境に稜を形成して外反するもの。

Dl― Cの底部が半球状に九く、深くなつたもの。口縁部と体部の境の稜は調整による

段や、凹に変化する。

D2-Dlの 体部下が浅いもの。

D3-D2の 回縁部と体部の境の、段や凹が省略されたもの。Dl・ D2に施されてい

た箆磨き調整も省略化される。

D4-D3に おいて僅かに名残りを止めていた、口縁部と体部の屈曲がなくなり、浅い

半球状を呈するもの。内面の底部と体部の境に段を有する。

El―須恵器郷蓋の模倣、あるいは模倣を原形とするものの内、体部と口縁部の境の段

を有するもの。

E2-須恵器杯蓋の模倣を原形とするものの内、体部と口縁部の境の段を有さず、稜を

つ
々

つ
々



有するもの。

E3-所謂有段口縁邦。

E4-El同 様の形態を呈し、橙色で陶質と表現できるような焼成が施されたもの。概

して、小型で、器壁が薄い特徴を有する。

Fl―須恵器郭身の模倣、あるいはlTh身の模倣を原形とするもので回縁都と体部の境に

段を有するもので、日縁部が直立するもの。

F2-須恵器lTh身の模倣を原形とするものの内、体部と口縁部との境に段を有さず、稜

を有するもので、口縁部が直立するもの。

F3-Flの 口縁部が内傾するもの。

F4-F2の 口縁部が内傾するもの。

F5-Flの 体部が平底から内湾する形態のもの。

Gl―半球状で、口縁部が素直に開くもの。

G2-半球状で、口縁部が外反するもの。

G3-半球状で、日縁部が直立するもの。

G4-半球状で、口縁部が内湾するもの。

G5-半球状で、口縁部が弱く内傾するもので、口縁部と体部の境が明瞭なもの。E4

と同質な橙色陶質なものを含む。

H 一九みを帯びた平底から口縁部が直立するもの。

1 -平底から体部が内湾して立ち上がり、口縁部に至るもの。

J 一深い丸底の底部から、内湾気味に立ち上がった体部から、日縁部が緩やかに外反

するもの。体部と口縁部の境に稜を有する。

K 一平底から口縁部が外形 して開くもの。

OI段 階

下芝宮 Hl・ H5～ H9号住居址、南上中原 。南下中原 Hl・ H2・ H6・ H8～ H10。 H12・

H14号住居址、上芝宮Hl号住居址が該当する。内容的には下芝宮H6号住居址出土資料が最 も

充実 している。

杯はD2・ El・ E3・ F4・ G5な どが認められ、中期的なAl・ A2な どは認められない。

高杯の脚は長脚化 し、内面黒色処理が施 される。甕は長胴 となり、日縁部に最大径 を有するよう

になる。重は頸部の くびれが弱い広回のものが認められる。甑は把手付 きのものが存在 し、 I段

階同様 に複数の法量のものが存在する。須恵器は長頸の磁 が認められる。 T K43～ T K217型 式
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に比定されるものと思われる。以上の上器様相は西一本柳古墳時代編年のⅢ期に該当する。

OⅢ段階

南上中原・南下中原H13号住居址が該当する。現在までのところ他に該当する住居址は検出さ

れていない。土師器杯は非ロクロ成形で、半球状の形態を呈する。土師器甕は「く」字口縁の武

蔵甕。縦位方向のヘラケズリが施される古墳時代的な長胴甕。内外面に刷毛目調整が施され、体

部に最大径を有する奏は他地域からの搬入品の可能性を有する。須恵器杯は、ヘラ切 り後に回転

ヘラケズリや手持ちヘラケズリ調整が施されている。有台杯は身の浅いもので、付高台である。

杯蓋は「かえり」を有 し、皿状のつまみが貼付されるものと、「かえり」を有さないものが認めら

れる。以上の上器様相は西一本柳奈良平安時代編年の I期 に該当する。

OⅣ段階

上芝宮H3・ H4号住居址、南上中原・南下中原H3・ H7号住居l■、上芝宮VH2号住居址

が該当する。内容的には上芝宮VH2号住居址が最も充実している。土師器郭は回転糸切未調整

である。内面黒色処理が施されるものが存在する。土師器には碗・皿も認められ、底部は回転糸

切後に高台接合部に回転ヘラケズリが施され、高台が貼付される。内面黒色処理が施されるもの

と、施されないものが認められる。土師器甕は「コ」字口縁を呈する武蔵甕と、ロクロ甕が認め

られる。須恵器杯も土師器郭同様に回転糸切未調整である。有台不は僅かに認められるが、形態

的には碗とした方が良いようなプロポーションを呈する。須恵器甕や重も少量が認められる状態

であり、器形全体が知れるものは少ない。凸帯文付四耳重などが存在する。光ケ丘 1号窯期の灰

釉陶器が認められる。以上の土器様相は西一本柳奈良平安時代編年のⅥ期に該当する。

OV段階

南上中原・南下中原H4・ H5・ H ll号住居址や第 1号～第 3号竪穴遺構が該当する。須恵器

は存在 しない。杯は径の小さい底部から口縁部が直線的に大きく開くもので、回転糸切未調整で

ある。小皿は顕著な存在であり、回転糸切未調整である。碗は柱状高台のものと、通常の高台の

ものが認められる。柱状高台のもが杯同様に口縁部が直線的に大きく開くものであるのに対 し、

通常の高台を有するものは、体部が緩やかに内湾し、日縁部で外反している。煮沸具は甕でなく、羽

釜が主体であり、鍔が全周するものと、途切れるものが存在する。甕も少数認められる。日縁端

部で短 く、強 く外反するもので、口縁部以外の形態は羽釜と同様である。白磁碗が伴う。以上の

土器様相は西一本柳奈良平安時代編年のⅧ期以降に該当する。

上記の各段階=各時期の実年代は I期 -5世紀後半～ 6世紀初頭、Ⅲ期-6世紀後半、Ⅲ期―

8世紀第 1四半期、Ⅳ期-9世紀後半、V期 -12世紀前半が想定される。
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以上で明らかとした 5時期には、 I期 とⅡ期の間に半世紀、Ⅱ期とⅢ期の間に 1世紀、Ⅲ期と

Ⅳ期の間に 1世紀十四半世紀、Ⅳ期とV期の間に2世紀半の空白期間が存在する。この空白期間

は、今後の調査により消滅する可能性を有するものであるが、反対に存在するのならば、集落が

出現と消滅を交互に繰 り返 していたこととなり、極めて興味深いものがあるが、今後の調査によ

り明らかとなるであろう。

今回の調査により検出された遺構を、各時期に比定すると、 I期は該当なし。Ⅱ期はH2・ H

4・ H5。 H6号住居l■が該当する。Ⅲ期、Ⅳ期は該当なし。V期 はHl・ H3号住居址が該当

する。

○集落の変遷 (第 178図 )

上芝宮追跡の反初の集落は、 I期 (5世紀後半～ 6世紀初頭)に成立 している。しかし、現在

のところその展開は把握できない。集落の広がりが把握できるのはⅡ期 (6世紀後半)である。

Ⅱ期の集落は、現時点で把握できる住居址分布と地形から、上芝宮遺跡の全面に展開すると推定

される。しかし、南上中原・南下中原遺跡の調査で明らかなように、遺跡の東端部分にだけは展
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開しない。上芝宮遺跡が最も成興するのがⅡ期と思われる。Ⅲ期の集落は I期 同様に 1軒の住居

址しか確認されていないため、現時点では不明である。上芝宮遺跡の中央部分は調査が進み、様

相が明らかとなっているので、北東から東南に展開する遺跡の東南半に展開しているものと思わ

れる。Ⅳ期の集落は遺跡の中央部分に展開する。コ期の集落が|の規模で中央部分に収縮 した状

態の展開である。V期 の集落は規模的にはⅣ期と変わらないが、位置的には遺跡の東端部分に移

動する。

第 2節 下曽根遺跡

○土器様相 (第 179～ 180図 )

前節同様に、『西一本柳Ⅲ・Ⅳ』の土器編年を基準に、提 隆の鋳師屋遺跡群での編年、高村博

文の前沢遺跡報告書―佐久地方の平安時代土器編年試論の成果を踏襲・援用 して、下曽根遺跡で

検出された109軒 の住居址の時期を明らかにする。

検出された各住居址を、西一本柳編年に対応させると以下のようになる。

古墳時代 I・ コ期の住居l■ は存在 しないことから、下曽根遺跡の集落はⅢ期 (6世紀中葉～ 7

世紀初頭)において出現し、奈良・平安時代Ⅵ期 (9世紀後半)に終焉を迎えることが明らかと

時 代 時期 住 居 址

古 墳 時 代

I

]

Ⅲ H62・ H66・ H73・ H76・ H路

Ⅳ H61・ H64・ H65・ H71・ H74・ H79・ H80,H82・ H84・ H85・ H86・ H94・ H99 H102

奈良 平安時代

I
H5,H ll・ H13・ H16・ H21・ H27・ H28・ H34・ H39,H40・ H48・ H54・ H55 H60
H96・ H97・ H100・ H103 H106

Ⅱ H18 H25 H41 H52・ H101 H105

Ⅲ H30・  H42・ H49・ H50・ H77

Ⅳ H3 H8 H10・ H63, H89・ H91 H93・ H98

V
H2・ H4・ H6・ H15 H26・ H38・ H45'H46・ H47・ H59・  H68・ H69,H70・ H75
H88・ H95

Ⅵ H9 H12. H20。 H23・ H24・ H36・ H56・ H92・ H109

Ⅶ

Ⅷ

不 明 H17・ H19'H31,H58・ H67H72・ H78・ H81・ H87H90・ H107

第 2表 時期別住居址一覧表
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なった。無論、今回の調査が遺跡全面に及ぶものではないことから、これらのことが今後変化す

ることは十分あり得る。

○文字関係資料 (第 181図 )

文字関係資料としては、土器に記録された文字及び記号、硯、焼印状鉄製品が認められる。土

器に記録された文字及び記号は更に墨書、刻書に細別できる。刻書については焼成前と後の細別

も可能なわけであるが、今回の出土資料には焼成後の刻書は存在 しない。また、硯については硯

として製作されたものと、本来は異なる用途のために製作されたものを、硯に転用する転用硯の

2種類が存在するが、転用硯とされているものの大部分は須恵器や灰釉陶器であり、特に灰釉陶

器の内面見込み部分は多 くのものが平滑な状態に使用されており、この状態を硯として使用 した

結果と見るのか、硯以外の使用方の結果なのかは判断しかねるため、灰釉陶器に限らず、転用硯

は墨痕が残存するなど、確実に硯 として使用されたことが明らかなもの以外は除外 したため、該

当するもは存在 しなかった。

第 3・ 4表がその結果である。

遺構名 時 期 土器の種類・器種 部  位 向  き 内 容 備 考

H2
H4
H8
H9

Ｈ

Ｈ

H36

Ｈ

Ｈ

Ｈ

V期

V期

Ⅳ期

Ⅵ期

期

期

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ期

V期

V期

V期

須恵・イ

土師器内黒・皿

須恵・杯蓋

土師内黒 ,不

土師内黒・皿

土師内黒・杯

土師内黒 郭

土師内黒・イ

土師器内黒・碗

須恵・円面硯

土師内黒・イ

灰釉陶器・碗

土師内黒・碗

土師内黒 碗

焼印状鉄製品

土師内黒・ネ

須恵・杯

土師内黒・杯

土師内黒・杯

土師内黒・杯

須恵・杯

須恵・杯

須恵・郭

外

外

外

外

外

外

外

外

外

体

底

体

体

体

体

体

底

底

外

外

外

外

　

外

外

外

外

外

外

外

外

体

底

体

体

一
体

体

体

体

体

底

体

体

正

一　
一
？
；

；

；

；

二

　
十
９
；

；

；

二

正

正

倒

正

正

一
倒

？

主

？
丘

？
；

；

；

；

；

二

？
；

；

；

手

高

オ

大

大

刑

×

９
…

墨書

墨書

刻書

墨書

墨書

墨書

墨書

刻書、記号 ?

刻書

墨書

朱墨

墨書

墨書

着柄される

墨書

刻書、オあるいは記号

墨書

墨書

墨書

刻書、窯印

墨書、則天文字 ?

墨書

第 3表 文字関連資料一覧表 (1)
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遺構名 時 期 土器の種類・器種 部  位 向  き 内 容 備 考

H59

H63

H68

H69

H70

H74

H88

H89

H92

H93

H95

H109

卜12

遺構外

V期

Ⅳ期

V期

V期

V期

Ⅳ期

V期

Ⅳ期

Ⅵ期

Ⅳ期

V期

Ⅵ期

土師内黒・皿

須恵・円面硯

土師内黒 郭

土師内黒・杯

土師内黒・イ

須恵・杯

土師内黒・ネ

土師内黒・杯

土師内黒・杯

土師内黒・杯

土師内黒・イ

土師内黒・杯

土師内黒・不

土師内黒・林

土師器内黒・杯

土師器内黒・杯

須恵・杯

土師内黒・14h

土師内黒・皿

須恵・杯

土師内黒・皿

土師内黒・碗

土師内黒・郭

土師内黒・皿

土師内黒・杯

土師内黒・杯

土師内黒・ネ

須恵・lT・

土師内黒・杯

須恵器・郭

土師内黒・不

土師内黒・碗

須恵・不

須恵・イ

須恵・壷

須恵 円面硯

須恵・ネ

体・外

体・外

体・外

体・外

体 '外

体・外

体・外
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墨書
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墨書
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墨書
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墨書

墨書

刻書
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1墨書

文字 絵

混入

窯印

第4表 文字関連資料一覧表 (2)

以上のように、当遺跡出土の文字資料は時期的にはⅣ期～Ⅵ期にかけてのみ存在することが明

らかとなった。実年代としては8世紀の第四四半期～9世紀後半が推定される。これは、全国的

な傾向とも一致し、当遺跡に特定されることではない。土器の種類としては土師器が71%を 占め

ており、全て内黒である。器種的には杯・碗・皿などの食膳具が96%を 占める。その内訳は杯―
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第181図  焼印状鉄製品
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75%、 碗-11%、 皿-11%で、杯が圧倒的である。全体的に見ても、当遺跡出土の文字関係資料

の70%は内黒の上師器郭であり、意識的に選択されていることが明白である。部位的には体部の

外面に86%の ものが記されてお り、その他は底部タト面以外は存在 しない。向きは判断できるもの

81%が正位であり、その他には倒位と横位が認められる。文字等の記載方法は墨書が80%を 占め

る。当遺跡の刻書が焼成前のものであることは前述したとおりであり、土器製作時に文字等によ

る、器の性格付けの様な行為が成されることは少なく、多 くは使用に際 し成されていたことが推

測される。実際に記されている内容については 1文字のもが多 く、主・高 。大・刑・土・子・上・

小郡・∪・ 8・ ×・三などである。判読はできないがH69号住居址出土資料には、人面と思われ

る表現や文字が体部外面全面に記載され、寺と読んでも良いような文字も存在する。焼印状の鉄

製品は、本資料を含め佐久市内の遺跡から3例の出土が認められる。本例以外の 2例は、本遺跡

と田切谷を挟んで南隣に展開する聖原遺跡の未報告資料 と、聖原遺跡の南隣に田切谷を挟んで展

開する栗毛坂遺跡群出土資料であり、極めて集中した地域で出土 している。

○土器胎土分析の結果から

1)土師器について  遺跡から出土する土師器の大部分は、暗黙の内に「在地で生産され供

給された」という前提が存在 しているかに思われる。しかし、市内の奈良・平安時代の住居 l■か

ら出土する最も普遍的な甕である「武蔵甕」には何故か武蔵という特定された他地域の名称が冠

され、実在 しない「武蔵」に対する「信濃」あるいは「佐久」の甕と区別されている。また、古

墳時代後期の「有段口縁杯」は外来系土器の範疇に含まれる場合が多いが、出土量はむしろ主体

的な存在である。畿内産暗文土器に対する畿内系暗文土器は、畿内以外の特定された地域で生産

されたものなのか、個々の地域毎に生産されたものなのかを明らかにする必要がある。近年、藤

原直人氏により指摘された南伊勢系の「北野型の甕」についても、搬入品なのか、在地で生産さ

れたものなのかを追求 しなければならないであろう。

以上のような課題の追求のひとつの方法として、土師器胎上の化学分析により在地の土師器を

特定することにより、そうでないもの=外来系あるいは搬入品を区別 し、その生産地を追求した。

具体的には、奈良時代～平安時代の武蔵甕 8点 を基準試料とした、 8点の試料に年代幅を持 たせ

たのは、武蔵甕そのものが搬入品から在地生産に転化 したケースを考慮 したためである。そ して、

武蔵奏の在地生産を確定するために、古墳時代後期の武蔵甕出現以前の試料や、奈良 。平安時代

の普遍的な杯・碗も試料に加え比較した。

基準試料を含め34点の胎上分析により9点の異質な試料が抽出された。井上巌氏により八重原

古窯址群西峯窯跡の須恵器と類似するとされた 4点は

11 三足盤 (9世紀後半)畿内方面の上器かその模倣と推測されたもの



18 内面黒色が施される半球状の邪 (7世紀)在地生産品で基準試料と同じ胎土を推測

30 内面黒色処理、右回転糸切の邦 (9世紀前半)で「大」の墨書が書される。基準試

料と同じ胎土を推測した。特徴的な事として、糸切の際に糸が深く入りすぎ穴があき、

それを粘土塊で塞いでいる。

39 所謂「ロクロ土師器」の鉢 (9世紀前半)である。在地ではなく群馬や埼玉県からの

搬入品を推測 した。

である。18を 除き平安時代 9世紀の製品である。土師器生産の一端を須恵器工人が担っていた事

の傍証と積極的に捉えることも可能であろうか ?

その他の 5点の内、A1203の値の高さから、他とは区別された4点は

22 所謂「鍋」 (7世紀)である。

31 南伊勢系と思われた甕である。(出土住居址は 9世紀前半であるが、混入遺物であろう)

分析の結果、北野遺跡出土試料とは異なる胎土であった。

35 南伊勢系 と思われた甕 (7世紀)で ある。31と 同様に北野遺跡出土試料とは異なる胎

土であった。

40 暗文が施される盤 (7世紀)である。畿内産を推測した。

以上の 4点の内、22を 除 く3点 は肉眼による観察でも、他の土師器とは異なる胎土を有 していた。

また、22も 器形的には畿内にその出自が求められるものであり、外観から、他の土師器と区別で

きるものである。おおまかに畿内方面からの搬入品との想定が可能かも知れない。

最後に、以上の 8点 を加えた全ての土師器試料 と明らかに異質であるとされた24は 、所言胃「畿

内系暗文土器」 とされる杯 (8世紀第 3四半期)であった。今回分析 した「畿内系暗文土器」は、

在地や畿内産の上師器とは異なる胎土であることが判明した。

土師器の胎土分析については、分析試料の数量が現状では僅かであるため、今回の結果か ら断

定できることは極めて少ないが、今回の分析により明らかとなった事を整理すると以下のように

なる。

・武蔵甕は武蔵奏出現以前の在地生産と思われる土師器と異なる胎土ではないことから、在地

の土器と考えられる反面、在地生産と思われた土師器も含め、在地ではない場所で生産され

た可能性も存在する。

,「有段口縁イJは 1点 (38)のみの分析であるが、在地生産の土師器 との差異は認められな

かった。

・ロクロ甕は 3、 12、 14、 32の 4点 を分析 したが、武蔵甕などの在地生産土師器との差異は認

められなかった。同じロクロ土師器であつても、30の杯や39の 鉢とは正反対の面から須恵器

生産と土師器生産の交流を想像させる。
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・くり返 しになるが、11、 18、 30、 391ま土師器生産の一端を須恵器工人が担つていた事の傍証

と捉えることも可能かもしれない。

・畿内ないしはその周辺部からの搬入品と推測された試料の内、 2や 11は 外観的には明らかに

在地の上師器とは異なっているが、在地の製品であつた。22、 31、 35、 401よ搬入品の可能性

が極めて濃厚になった。しかし、31・ 35は北野遺跡出土試料 とは異なる胎土であった。

・畿内系暗文土器24は 在地、畿内、須恵器工人の関与のいずれとも異なる。これらとは異なる

生産地を追求する必要があろう。また、今回は分析試料が 1点であつたが、今後において試

料数が増加 し、それらの胎土に共通性が認められるならば、「畿内系暗文土器」とは異なる名

称が必要であろう。

・円筒土器13と 23は搬入品の可能性を推測していたが、在地生産土師器との差異は認められな

かった。

2)須恵器について  長野県内に存在する窯l■ 出土の須恵器の胎土分析については、今回分

析を依頼 した (株)第四紀地質研究所により行われてお り、その成果は長野県坦蔵文化財センタ

ーの屋代遺跡群『古代 1編』に掲載されている。つまり、遺跡から出土した須恵器の生産窯は、

現在確認されている県内産の窯であれば、生産窯が特定できる状況にあるわけである。そして、

このような資料蓄積は全国レベルで急速に進んでいるため、県外産の須恵器であつても同様な状

況が整備されてきている。

今回の須恵器の胎土分析は、肉眼観察において遺跡から最も普遍的に出土すると識別したもの

12点 を基準試料 として抽出し、生産窯を特定した。この基準試料は全てM2号溝l■から出土 した

ものから抽出したが、これは、M2号溝址からは極めて多量の須恵器が出土し、その年代がほぼ

奈良時代に限定されるためである。当市において住居址から出土する須恵器量が最も多い時期は

奈良時代であることから、M2号溝址から基準試料を抽出することが、遺跡全体の傾向を反映す

ると仮定 したわけである。そのため、分析試料の抽出にあたっては基準試料に対 して異質なもの

とともに同質なものも選択 し、仮定の補強に努めた。

分析試料は14点で、36、 37が 6世中葉～ 7世紀初頭の住屋l■ 出土試料、 8、 9、 10が 8世紀第

1四半期、15。 16が 8世紀第 2四半期、26、 27、 28が 8世紀第 3四半期、 5、 6が 8世紀第 4四

半期、33、 34が 9世紀前半の住居址出土試料であり、時期毎に須恵器の供給元が変化 した状況も

想定した抽出を試みた。

結果として、33が不明、36、 37が陶邑に類似する他は、 5、 16、 27と 基準試料の12、 20は丸子

町依田古窯址群原山窯址に類似、その他の基準試料と試料は北御牧村八重原古窯址群の画峯窯l■

に類似することが明らかとなった。従来、依田古窯l■群は国府や国分寺に瓦や須恵器を代給する

ために成立したと考えられてきたため、製品の供給先には上小地方が想定されていた。しか し、
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今回の分析結果により、原山窯址に類似する須恵器が佐久市北部より出土 したことにより、その

供給範囲は従来より広範囲を考える必要が生 じた。人重原古窯址群の成立については牧との関連

が積極的に考えられてきた結果、自ずからその供給先も漠然と牧とそれに関連する施設が想定さ

れてきたように思われる。今回、人重原古窯址群の西峯窯址に類似する試料が、下曽根遺跡出土

須恵器の主体であることの強い可能性が指摘されたことにより、人重原古窯址群の成立と展開の

背景解明に新たな視点を提供 したものと思う。

土師器の胎土分析を行うにあたり、北野遺跡出土土器の胎上分析試料が必要となった。二重県埋蔵文化

財センターにお願いしたところ、快く試料を提供していただけた。感謝いたします。

このような分析試料のデータは、全ての研究者が共有できる状態での蓄積が必要不可欠と思われます。

そのための共通のシステムを早急に構築していく必要を感じます。
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Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H1
0

Hl
l新

Hl
l旧

=1
12

H1
3

H1
4

=1
15

H1
6

11
17

11
18

H1
9

H2
0

H2
1

11
22

Hl H2 H3

2次
調

査
2次

調
査

2次
調

査
2次

調
査

2次
調

査
2次

調
査

2次
調

査
2次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
3次

調
査

3次
調

査
4次

調
査

4次
調

査
4次

調
査

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

長
方

隅
丸

方

54
0

．
３
４
０

３
４
０

２
０
０

５
‐
２

３
６
８

６
２
８

５
８
０

６
４
０

３
６
０

５
０
０

．
６
‐
２

・ ・ ・ 38
8

38
0

48
0

42
0

２
４
０

４
６
０

３
９
６

５
０
８

・
４
２
０

３
６
０

４
２
４

３
２
０

３
４
０

５
６
０

６
６
０

３
２
０

５
２
〇

一
６
６
０

３
９
６

・
２
７
２

３
０
４

３
４
８

４
０
４

４
２
０

３
４
０

５
４
０

３
７
２

３
８
８

５
２
０

３
９
２

５
６
８

８
４
０

４
５
２

４
０
０

５
０
０

28
-3
2

28
-5
6

48
-6
4

24
-4
0

68
-7
6

32
-4
4

52
-5
6

44
-6
4

20
-4
0

32
-5
2

28
-6
0

60
-6
8

44
-6
0

52
-6
4

8-
44

28
-6
0

16
-4
0

20
-5
6

16
-2
4

8-
28

16
-2
8

32
-4
0

40
-5
0

12
-1
6

28
-4
4

40
-6
0

44
-5
2

56
-7
2

43
-4
9

64
-8
0

68
-7
2

48
-5
2

36
-5
6

36
-4
0

30
 8

17
.7 9.
5?

24
.2
?

12
9

22
 0

34
 9

23
.3
?

14
2

27
 7
?

45
,7
?

15
1

18
.9
?

26
.3
?

21
6

N-
35
°

一
W

N-
25
°

一
W

N-
25
°

一
W

N-
12
6°

一
WV

N-
21
°

一
W

N-
22
°

一
W

N-
21
°

一
W

N-
33
°

一
W

N-
36
°

一
W

N-
25
°

一
W

N-
20
°

一
W

N-
30
°

一
W

N-
38
°

一
Vヽ

N-
63
°

一
W

N-
35
°

一
W

N-
77
°

一
E

東 北 一 一 北 北 一 北 東 北 北 北 北 北 一 北 一 一 東 一 北 一 北 一 北 北 北 北 北 一 一 一 北 一

他 他 他他
1

主
3他

2
主

2他
1

主
2他

2
主

3

主
4

主
4

主
3他

1

主
4他

1

主
4他

1

主
3

主
2他

3
主

4
主

3他
と

主
1

主
4他

3

主
3

主
2他

4

主
2棟

1他
3

主
1他

3
主

2他
2

主
2他

2
主

4他
2

主
3他

1

主
1

主
1

床
下

1

床
下

2

床
下

6

床
下

3

床
下

3

床
下

2
床

下
3

床
下

1

床
下

5
床

下
1

床
下

1

床
下

3

床
下

1

床
下

Pi
t 
7

床
下

Pi
t 
5

床
下
4

床
下

4



第
9表

 
下

曽
根

遺
跡

住
居

址
一

覧
表

(2
)

遺
構
名

旧
遺
構
名

調
査

次
平

面
形

規
模

(c
m。

だ
)

長
軸
方
位

カ
マ

ド
位

置
柱
  

穴
備

 
考

南
 

北
東
 

西
壁
 

戎
 

高
面
 

積

I1
35

H3
6

H3
7

11
38

と
王
39

H4
0

H4
1

H4
2

H4
3

と
14
4

H4
5

H4
6

H4
7

H4
8

H4
9

H5
0

H5
1

=1
52

H5
3

11
54

11
55

11
56

子
15
7

H5
8

=王

59

H6
0

H6
1

と
16
2

H6
3

=1
64

11
65

H6
6

H6
7

H6
8

H4 H5 H6 H7 H8 H9 =1
10

11
11

=玉

12

11
13

Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 と
11
0

〔
11
1

=1
12

=1
13

H1
4

Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H3
0

H9 H1
0

4次
調

査
4次

調
査

4次
調

査
4次

調
査

4次
調

査
4次

調
査

4次
調

査
4次

調
査

4次
調

査
4次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

5次
調

査
5次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

隅
丸

長
隅

丸
方

隅
丸

長

隅
丸

長

隅
丸

方
隅

丸
方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

長

隅
丸

長

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

．
５
６
０

４
８
〇

一
４
６
〇

一 一
４
０
８

・
‐
８
４

３
３
２

３
３
６

・ ・
４
６
４

・ ・
４
８
８

・ ・ 34
4

76
0

34
0

48
8

48
8

４
８
０

４
８
８

４
６
〇

一
５
２
〇

一
２
０
０

４
６
０

５
８
０

２
０
８

３
４
０

３
０
４

３
７
２

５
６
０

５
０
８

・
４
６
４

４
８
０

５
４
０

３
４
〇

一 　 一
３
８
４

４
５
２

６
４
０

６
６
０

３
４
８

６
５
２

５
０
０

５
０
０

． ． ．
５
０
０

48
-6
0

28
-4
8

24
-8
4

48
-7
6

44
-5
2

57
-7
0

27
-4
2

16
-7
3

36
-6
8

12
-2
4

56
-6
8

56
-7
2

40
-4
8

60
-8
0

80
-8
8

58
-6
5

44
-5
2

48
-6
8

54
-6
4

45
-6
1

40
-4
8

20
^V
24

64
′

ヤヽ
80

68
-6
0

32
-6
0

48
-8
0

56
-6
4

48
-7
6

40
-5
6

44
-5
6

48
-5
2

52
-4
0

17
-2
8

32
-6
0

32
.5

22
.1

27
 1

21
.3 4.
3

12
.9

11
8

29
。

3

26
 2
?

15
 2
?

54
.7
?

13
.8

27
.2

27
.3

N-
23
°

一
E

N-
29
°

一
W

N-
90
°

一
E

N-
15
°

一
E

N-
17
°

一
E

N-
49
°

一
W

N-
43
°

一
E

N-
28
°

一
W

N-
34
°

一
E

N-
48
°

一
W

N-
38
°

一
W

N-
22
°

一
W

N-
25
°

一
W

N-
24
°

一
W

北 一 一 北 北 北 北 北 一 一 北 一 一 北 一 北 北 一 北 一 北 東 北 一 北 一

主
2 

他
2

主
4

主
4 

他
4

主
1 

他
1

主
3 

他
1

主
1 

他
2

主
4 

他
1

主
2他

2 他
1

他
2

他
3

他
1

他
1

他
1

他
1

他
1

主
4 

他
1

主
4 

他
4

主
4 

他
2

主
2棟

7他
5

主
4 

他
1

主
2 

他
1

主
3 

他
3

主
2

主
3 

他
1

主
1

主
2 

他
1

主
2 

他
3

主
2 ２ １ ２

主 主 主

床
下

3

床
下

7

床
下

5

床
下

3
床

下
3

床
下

1

床
下

2

床
下

1

床
下

2
床

下
1

床
下
4

床
下

3

床
下

2

床
下

3

床
下

1

床
下

14

床
下

3

床
下

1

床
下

2

床
下

2

床
下

2
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第
10
表
 
下

曽
根

遺
跡
住
居

址
一

覧
表

(3
)

遺
構
名

旧
遺
構
名

調
査

次
平
面

形
規

模
(c
m・

雷
)

長
軸
方
位

カ
マ

ド
位

置
柱
  

穴
備
  

考
膏
丁
  

耳
ヒ

東
 

西
壁
 

残
 

高
面

積

H6
9

=1
70

H7
1

=1
72

11
73

=王

74

=1
75

11
76

11
77

H7
8

H7
9

H8
0

H8
1

H8
2

H8
3

H8
4

=1
85

H8
6

H8
7

H8
8

=王

89

H9
0

H9
1

H9
2

H9
3

H9
4

11
95

H9
6

11
97

11
98

=1
99

H1
00

H1
01

H1
02

Hl
l

=1
12

11
13

=1
14

=1
15

H1
6

H1
7

=1
18

H1
9

11
20

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

11
25

11
26

11
27

H2
8

H2
9

Hl H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H1
0

Hl H2 H4 H5 H6

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査
6次

調
査

6次
調

査

6次
調

査

6次
調

査
7次

調
査

7次
調

査
7次

調
査

7次
調

査

7次
調

査

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

方

一 一 一 一 一 一 一 一
３
５
５

・ ・ ・ ・ ・
４
４
〇

一 一
４
６
〇

一
４
８
０

４
４
〇

一 一 一
２
６
０

３
‐
６

・
３
６
８

２
３
２

４
６
４

２
９
６

・
５
８
８

５
２
０

．
５
８
０

３
８
〇

一
４
８
０

５
０
０

４
０
０

３
２
０

３
４
〇

一 一 一 一
６
８
〇

一
４
０
０

３
６
０

４
４
０

４
７
２

４
７
６

４
８
〇

一
４
０
０

４
９
２

２
７
２

３
３
２

４
０
０

３
８
８

２
５
６

４
４
８

３
２
８

・
５
８
４

４
８
０

26
-3
8

48
-6
0

4.
5-
29

5.
5

37
´
ヤ
71
.5

24
-3
2

39
-5
5

25
-3
4

24
-5
2

10
-1
5

15
-4
3

28
-3
2

36
-4
0

44
-6
6

40
-6
8

39
-5
7

40
-6
0

15
-6
2

16
-6
0

40
-6
0

30
-4
8

52
-6
0

44
-4
8

24
-3
6

28
-3
6

48
-6
0

30
-4
2

13
-6
0

32
-7
9

33
-4
5

40
-4
8

60
-6
8

48
ハ
彰
56

52
-6
0

15
.0

24
.8

26
 9

24
.2
?

8.
7

12
.6

18
 5
?

6.
8

24
 6
?

11
.2
?

38
 6
?

29
.6
?

N-
30
°

一
W

N-
28
°

一
W

N-
59
°

一
E

N-
50
°

一
E

N-
39
°

一
W

N-
32
°

一
W

N-
42
°

一
W

N-
32
°

一
W

N-
5°

一
W

N-
30
°

一
W

N-
10
°

一
W

一 北 一 一 北 一 一 一 一 一 一 一 一 一 北 北 一 一 一 北 北 一 一 北 北 北 北 北 北 北 北 北 北 北

主
3

主
2

主
1

主
1

主
4

主
2

主
2

主
3

他
1

他
4

他
2

他
2

他
1

他
6

他
1

主
3 

他
1

主
3 

他
1

他
4

主
3 

他
1

主
3 

他
4

主
2 

他
7

主
3

主
3

主
2

主
3

主
3

主
3

主
1 

他
1

主
3 

他
2

主
1棟

2

主
4 

他
13

主
3

５ ６

他 他 他

１ ２ 一 ４ ４

主 主 　 主 主

床
下

10

床
下
4

床
下

1

床
下

2

床
下

4

床
下

2

床
下

1

床
下

1

床
下

1

床
下

1

床
下

4

床
下

5

床
下

6



第
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表
 

下
曽
根

遺
跡

住
居

址
一

覧
表

(4
)

遺
構
名

旧
遺

構
名

調
査

次
平

面
形

規
模

(c
m・

∬
)

長
軸
方
位

カ
マ

ド
位

置
柱
 

穴
備
 

考
南
 

北
東
 

西
壁

残
高

面
 

積

=王

10
3

H1
04

H1
05

H1
06

H1
07

H1
08

H1
09

H7 H8 H9 11
10

と
王
11

子
11
2

H1
3

7次
調

査

7次
調

査

7次
調

査

7次
調

査
7次

調
査

7次
調

査

7次
調

査

隅
丸

長

隅
丸

方

隅
丸

方

隅
丸

長

３
９

４
２

一 一 一

３
６

３
４

４
５

４
４

一 一 一

３
４

３
８

5～
9

47
-5
3

42
-5
0

41
-4
7

32
-3
7

23
-5
9

27
-5
2

21
.3

?
N―

一
E

N-
41
°

一
W

N-
9°

一
W

N-
30
°

一
W

一 北 北 一 一 北 北

主
2

主
4

主
1他

2

主
1棟

4他
5

主
2

主
2他

6

床
下

2

床
下

3

第
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表
 
下

曽
根

遺
跡
掘

立
柱

建
物
址

一
覧
表

(1
)

遺
構
名

旧
遺
構
名

調
査

次
桁

行
×
梁

間

(間
)

桁
行

×
梁

間

(m
)

桁
行

柱
間

(m
)

梁
間

柱
問

(m
)

柱
穴

規
模

長
軸
方
位

備
 

考
径

(c
m)

深
度

(c
m)

Fl F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F1
0

F 
ll

F1
2

F1
3

F1
4

F1
5

F1
6

F1
7

F1
8

F1
9

F2
0

F2
1
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1 実験条件

1-1 試料

分析に供 した試料は第 1表胎土性状表に示す通 りである。

X線回折試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥 したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料 と

して実験に供 した。

化学分析は土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコー

テングしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入 し、分析 した。

1-2 X線 回折試験

土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電子製

」DX-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験 した。

Targei Cu,Filter:Ni,Voltage:40kヽ た,Curreni 30mA,ス テップ角度 :0,02°

計数時間 :0.5秒。

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300 L V型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセッ

トし、実験条件は加速電圧 :15k V、 分析法 :ス プリント法、分析倍率 :200倍、分析有効時間 :

100秒、分析指定元素10元素で行った。

2 実験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表に示す通 りである。

第 1表右側にはX線回折試験に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各

胎土に対する分類を行つた結果を示 している。

X線回折試験結果に基づ く粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャー トの中に現わ

れる各鉱物に特有のピークの強度を記載 したものである。

2-1 組成分類

1)Mont一 Mica― Hb三角ダイヤグラム

第 1図に示すように三角ダイヤグラムを 1～ 13に分害Jし、位置分類を各胎土について行い、各胎

土の位置を数字で表 した。

Mont、 Mica、 Hbの 三成分の含まれない胎土は記載不能として14に いれ、別に検討 した。三 角ダ

イヤグラムはモンモリロナイ ト (Mont)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (恥)の X線回折試験におけ

るチャー トのピーク強度をパーセント (%)で表示する。

モンモリロナイ トはMont/MOnt+Mica+Hb*100で パーセントとして求め、同様にMica,IIbも 計算

し、三角ダイヤグラムに記載する。三角ダイヤグラム内の 1～ 4は Mont、 Mica、 Hbの 3虎分を
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第 4図  M。 一Ch、 Mヽ 一Hb菱形ダイヤグラム

三角 ダイヤグラム位置分類図

100%

第 2図 菱形ダイヤグラム位置分類図

50

Mont
第 3図  Mo一 Mヽ 一日b三 角ダイヤグラム

記 載 不 能  5、 8、 9、 14～ 16、 22、 23、 26～ 28、 31、 33、 34、 36～ 38
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含み、各辺は 2成分、各頂点は 1成分よりなっていることを表している。

位置分類についての基本原則は第 1図 に示す通 りである。

2)Mont― Ch,Mica一 Hb菱形ダイヤグラム

第 2図 に示すように菱形ダイヤグラムを 1～ 19に 区分 し、位置分類を数字で記載した。記載不能

は20と して別に検討 した。

モンモリロナイ ト (Mollt)、 雲母類 (Mica)、 角閃石 (Hb)、 緑泥石 (Ch)の 内、a)3成分以

上含まれない、 b)Mont,chの 2成分が含まれない、 c)Mica,Hbの 2成分が含まれない、の 3

例がある。

菱形ダイヤグラムはMOnt Ch,Mica― IIbの 組合せを表示するものである。

Mont Ch,Mica― Hbの それぞれのX線回折試験のチャー トの強度を各々の組合せ毎にパーセン

トで表すもので、例えば、Mont/MontttCh*100と 計算 し、Mica,Hb,Chも 各々同様に計算 し、記載

する。

菱 形 ダ イヤ グ ラム内 にあ る 1～ 7は Mont、 Mica、 Hb、 Chの 4成 分 を含 み、各 辺 は

Mont,Mica,Hb,Chの うち3成分、各頂点は 2成分を含んでいることを示す。

位置分類についての基本原則は第 2図 に示すとお りである。

3)化学分析結果の取 り扱い

化学分析結果は酸化物 として、ノーマル法 (10元 素全体で100%に なる)で計算 し、化学分析表を

作成 した。化学分析表に基づいてSi02~A203図、Fe203~Mgo図、K20~CaO図 の各図を

作成 した。これらの図をもとに、土器類を元素の面から分類した。

3 土器胎上の分析結果

下曽根遺跡出土の土師器と須恵器および遺跡出土土器のうち、在地と推察される出土数の多い

土器を基準試料 として、これらについてX線回折試験 と蛍光X線分析を行なった。分析結果を取

りまとめたものが第 1表 X線回折試験結果表、第 2表化学分析表である。これらの分析結果より、

第 5図  Qt― Pl図、第 6図Si02~A1203図、第 7図Fe203~Mgo図、第 8図K20~CaO

図の各図を作成 した。各図は土師器と須恵器を記載 した総合図と土師器と須恵器に分類 した個別

図を作製 した。また、須恵器に関しては長野県須恵器窯跡対比図として図-1～ 4、 群馬県・埼

玉県須恵器窯跡対比図として図-5～ 8、 陶邑窯跡群・美濃須衛須恵器対比図として図-9～ 12、

三重県北野遺跡対比図として図-13～ 16図 を作成 し、生産地の同定を行なった。分析結果につい

ては土師器と須恵器を個別に記述する。
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3-1土師器の分析結果

3-1-lX線 回折試験結果

1)タ イプ分類

第 1表胎土性状表には下曽根遺跡より出土 した須恵器と土師器が記載 してある。

第 3表タイプ分類一覧表に示すように土師器の胎土はA～ Gの 7タ イプに分類された。

Aタ イプ :Hb l成分を含み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

Bタ イプ :Mica,Hb,Chの 3成分を含み、Mont l成分に欠ける。

Cタ イプ :Mica,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。

Dタ イプ :Mica,Hb,Chの 3成分を含み、Mont l成分に欠ける。組成的にはBタ イプと同 じであ

るが検出強度が異なるためにタイプが異なる。

Eタ イプ :Mica,Hbの 2成分を含み、Mont,Chの 2成分に欠ける。組成的にはCタ イプと同じで

あるが検出強度が異なるためにタイプが異なる。

Fタ イプ :Mica l成 分を含み、Mont,Hb,Chの 3成分に欠ける。

Gタ イプ :MOnt,Mica,Hb,Chの 4成分に欠ける。

主に、 nA1203・ mSi02・ lH20(ア ロフェン質ゲル)で構成される。

最も多いタイプはAタ イプで、34イ固の土師器のうち12個が該当する。次いで、Eと Gタ イプの

各 5個、Cタ イプの 4個、Dと Bタ イプの各 3個、Fタ イプの 2個である。

2)石英 (Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりが

ある。土器を制作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合 して素地土を作るということは個々

の集団が持つ土器制作上の固有の技術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有 している。この比は後背地の地質条

件によって各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂はおのおの固有の石英 と斜長

石比を有 していると言える。

第 5図 Qt― Pl図に示すように土師器はQt(石 英)力電00～ 2800、 Pl(斜長石)力認00～

1200の 領域に集中する。下曽根-11は Plの 強度が高 く異質である。下曽根-35は Qtの強度が

い くぶん高 く異質である。

3-1-2 化学分析結果

1)Si02~A1203の 相関について

第 6図 Si02~Alヮ 03図 (土師器)に示すように Iと Ⅱの 2グループに分れる。

Iグループ :Si02が 52～66%、 A1203が 18～ 28%の 領域に集中する。これらのうち下曽梃-22、
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31、 35、 40の 4個はA1203の値が高 く異質である。

Ⅱグループ:Si02が64～ 74%、 Alヮ 03が15～23%の 領域に集中する土器で、須恵器の領域にあ り、下

曽根 -11、 18、 30、 39で構成される。

そ の 他 :下 曽根 -24は Si02の値が低 く異質である。下曽根-38と 武蔵甕 (基準)-8は A1203の

値が低 く異質である。

2)Fe203~Mgoの相関について

第 7図Fe208~Mgo図 (土師器)に示すように、Fe203が 5～ 17%、 MgOが 0～ 3.5%の 領域

にあり、土師器と武蔵甕 (基準)の土器が集中する。

下曽根-7は MgO力Ⅵ%+と 高 く異質であり、下曽根 -31はFe203が3%と小さい。

3)K20~CaOの 相関について

第 8図K20~CaO図 (土師器)に示すように Iと コの 2グループに分れる。

Iグループ :K20が 1～ 2.5%、 CaOが 0.3～ 1.4%の須恵器の領域にあり、異質である。

ログループ :K20が 1・ 5～ 4.5%、 CaOが 0～ 3.0%の 領域にあり、土師器と武蔵甕 (基準)が集中

する。

そ の 他 :下曽根 -241ま K20が 0・ 50/0と 低 く、異質である。

3-2須恵器の分析結果

3-2-lX線 回折試験結果

1)タ イプ分類

第 1表胎土性状表には下曽根遺跡より出上 した須恵器と土師器が記載してある。

第 3表 タイプ分類一覧表に示すように須恵器の胎土はAと Gの 2タ イプに分類された。

Aタ イプ :Hb l成分を含み、Mont,Mica,Chの 3成分に欠ける。

Gタ イプ :Mont,Mica,Hb,Chの 4成分に欠ける。高温で焼成されたために鉱物が分解 してガラス

に変質している。

最も多いタイプはGタ イプで、26個 の須恵器のうち22個 が該当する。次いで、Aタ イプの 4個

である。

2)石英 (Qt)一斜長石 (Pl)の相関について

第 5図 Qt― Pl図に示すように須恵器は2グループに分類される。

Iグループ:Qt(石英)が700～ 1800、 Pl(斜長石)が100～500の領域に集中する。ここでは

在地の土器と共存する。
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ログループ:Qt(石英)力認000～ 300、 Pl(斜 長石)が0～ 100の領域に集中する。下曽根 -16、

27、 33、 36が集中する。 (原 山系の領域 )

3-2-2 化学分析結果

1)SiOヮ ーA1203の相関について

第 6図Si02~Alっ 03図 (須恵器)に示すように Iと 口の2グループに分れる。

Iグループ i Si02が52～ 66%、 A1202が 18～ 280/Oの 領域は土師器の領域で、下曽根 -33と 37が分

布する。

Ⅱグループ :S10ヮ が64～馳%、 A1202が 15～ 23%の須恵器の領域にほとんどの土器は集中する。

2)F e203~Mgoの 相関について

第 7図Fe203~Mgo図 (須恵器)に示すように、Fe208が3～ 11%、 MgO力Ю～0.70/Oの 領域

に集中する。

下曽根 -33は Fe203が 12%、 MgOが 1.3%+と 高 く異質である。

3)Kヮ O― CaOの相関について

第 8図K20~CaO図 (須恵器)に示すように Iと Hの 2グループに分れる。

Iグループ :K20が 1～ 2.5%、 CaO力沌.3～ 1.4%の領域に須恵器が集中する。

Ⅱグループ :K20が 2～ 3%、 CaO力湘～0.4%の 領域に集中する。

そ の 他 :下 曽根 -281ま CaOが 2.0%と 高 く異質である。下曽根-33と 37は K20カW,0%+と

高 く、異質である。

4 まとめ

下曽根遺跡出土の土器の分析結果は第 4表分析結果表に取 りまとめた。第 4表には土師器 と須

恵器が各種類ごとにわけて分類してある。表の上段には須恵器、下段には土師器を表示してある。

須恵器については、長野県内の佐久市周辺の窯跡群の土器と対比 し、それらとは異なる異質なも

のについては群馬県窯跡群・埼玉県の窯跡群および陶邑窯跡群・美濃須衛窯跡群の土器と各 々対

比 した。土師器については三重県の北野遺跡の上器と北野型の土器を対比 した。

1)第 4表に示すように、基準試料 と下曽根遺跡の須恵器の大半は北佐久郡北御牧村の八重原

窯llL群の西峯窯跡の土器の組成と類似する。下曽根 -5、 16、 27、 基準 -12、 20の 5個は小県郡

丸子町の依田窯趾群の原山窯跡の上器と組成が類似する。下曽根-33の須恵器は群馬県と埼玉県

の窯跡群の土器と対比 したが、組成が類似するものがなく、不明である。下曽根 -36と 37は図一

9～ 12図の陶邑窯跡群と美濃須衛窯跡群の土器 と対比 したところ、陶邑窯跡群の土器と組成 が類

似するように見受けられる。

2)土師器は第 4表に示すように、遺跡出土土器の大半は基準試料である武蔵奏の組成と類似
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する。下首根‐11-、 1よ 30(39の 4個の上師器は八董療窯証群の百勒 顔恵器の組成と報 ,

する蔓下首根―鍛、魏、1転.4004個はA1203の値が鳶く、異質である。下曽根T244は前記つ13

タイ
.プ
と―は明ら―かに異質で_異なる地域からもたらさ|れたものであるう。

下曽根一-01.と 35は図一18-16図の三重朝 の上器と対比したがQt一 PI相闘におぃて !ヽ、

化学組威においても暴なる.組成を示しており、自接の関連性―はなし、
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第 2表 科学分析表

試 料 番 号 M宜0 A1203 102 MiO Fe203 Total 器 種 器 型 時 代

下 曽根 1 20 53 55 30 100 00 上師器 碗

下曽根 2 23 98 59 93 0

下曽根 -3 0 88 20 27 63 47 0 77 99 99 ロクロ 9CL

下曽根 4 1 77 18 72 67 94 1 93 2 29 100 01

下 曽根 5 18 46 70 27 0 67 0 51 10001 8CL

下 曽根 -6 19 93 7 48 100 01 杯

下曽根 -7 1 11 18 60 58 36 2 77 10 77 99 99 土師器 不

下曽根 8 21 85 65 10 0

下曽根 -9 1 09 21 67 46 100 00 8CE

下 曽様 10 0 22 214ユ 64 80 1 69 100 00 添 8CE

下 曽根 -1 21 04 67 21 0 67 100 00 9CL

下 曽根 12 62 96 1 11 100 00 9CL

下 曽根 -13 1 55 23 31 64 49 0 88 0 27 100 00 土師器 円筒 上器 8CM

下曽根― 4 20 28 62 29 0 72 11 35 100 00 土師器 ロクロ甕 8CM

下曽根― 5 21 92 66 68 1 13 74 99 99 杯 8CM

下曽根―6 0 17 1991 70 51 0 52 0 8CM
下 ,根―7 1 25 2 41 19 75 60 22 0 34 10 00 0 00 100 00

下 ユ根―8 20 38 67 05 1.46 0 00 100 00

下 ,根―9 0 96 20 83 63 25 1 57 6 88 99 99

下 曽根 20 19 80 58 38 1 52 12.65 0 00 100 01

下 曽根 -21 1 38 19 82 59 67 10 2.02 12 47 100 00 土師器 甕

下曽根 22 26 34 59 15 1 07 100 00 土師器 鍋

下 曽根 -23 1 70 22 20 62 30 2 42 1 22

下曽根 24 0 32 25 95 52 40 15 00 0 39 100 00 8CM

下曽根 -25 22 34 63 36 0 70 99 99 8CM

下曽根 -26 20 57 66 08 2 05 0 00 100,00 8CM

下 曽根 27 0 12 0 14 18 35 722 100 00 8CM

下 曽根 28 2 78 0 42 21 07 65 58 5 18 100 01 有 台邦 8CM

下 曹根 29 23 85 59 53 0 72 100 00 土師器 不 9CE

下 曽根 30 18 93 68 54 と 23 100 00 9CE

下 曽根 31 26 96 63 99 0 58 9CE

下曽根 32 1 76 20 31 63 31 7 32 100 00 ロクロ 9CE

下曽根 -33 1 37 24 71 54 54 4 22 12 26 99 99 9CE

下

'根

34 17 98 69 99 1 27 0 55 100 01 イ 9CE

下 ユ根 -35 27 14 61 39 1 99 0 78 100 01 7C

下 曽程 -36 22 7 68 47 0,07 100 00 器 邦 蓋 6-7CE
下 警根 37 26 54 4 02 0 29 0 76 99 99 恵器 然 6-7CE
下 曹根 -38 18 50 65 27 2 77 1 12 100 01 杯 6-7CE
下 曽根 39 20 14 67 37 0 68 0 53

下曽根 40 26 10 56 65 11 00

基準 1 1 10 20 77 57 82 10 89 10001
基準 2 0 87 1 15 2221 61 51 100 00

基準 3 1 42 21 83 59 37 4 32 0 46 100 00 8CL

男モ当き-4 60 98 221 100 00 土師器 武蔵甕 8CB

屡 牽 5 17 97 55 44 14 95 100 01 土師器 9CL

基 準 6 20 53 61 36 10001 土師器 8CM

丞 準-7 1 12 22 08 60 88 0 0 8CM

基準-8 18 97 65 36 0 00 99 99 9CE

基準 9 21 37 66 58 0 64 7 27 0 00 100 00

基準―0 1 39 20 64 68 97 0 94 0 06 10000
基 準 ― 1 15 19 64 67 59 100 00

暴 牽― 18 98 71 79 0.29 4 44 0 00 100 01

暴 導― 19 89 68 55 0 90 6 37 10000
丞 牽 -14 20 17 64 64 46 10 03 [00 00 不

基準― 1 31 1961 69 11 100 01 須恵器

基準― 19 46 65 24 1 47 0 00 00

基準― 19 85 66 29 100 02

基準― 0 99 19 87 67 59 0 69 1 30 100 00

暴 準― 22 13 66 99 0 88 1 23 99 99

基 準 20 71 86 2 98 5 30 00 00 須恵器 不

ヨヒ學騒-1 40 27 51 36 4 93 00 00 土師器 甕

君ヒ要甲-2 34 77 55 93 0 22 5 67 00 00 十日而器 星 胴 霜

引ヒ里予-3 36 25 53 75 1 36 00 00

舅ヒ野 -4 41 90 48 56 0 07 99 99 蓬

ヨヒ邸予-5 35 10 54 05 100 01 土 師 甕
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第 3表  タイプ分類一覧表

試料No タイプ

分類

考

器種 器 型 時 代

基準 9 須恵器 盤

Σ蛋当三-17 須恵器 杯

FEヨ 月長-6 須恵器 イ

下曽根 10 須恵器 不 8CE

下曽根 4 土師器 碗

F曽 1長― 1 土師器 三足辮

下曽根― 土師器 ロクロ甕

下曽根― 土師器 円筒土器

下曽根― 土師器 al.

下曽根― 土師器 イ

下曽根― 土師器 窒

下曽根 30 土師器 イ

下曽根-32 土師器 ロクロ甕

下曽根-35 土師器 甕

下曽根-39 土師器 鉢

基準 6 土師器 武蔵甕 8CM

下曽根 7 上師器 イ 8CE

下曽根 24 土師器 イ 8CM

基準-5 土師器 武蔵甕

下曽根-3 土師器 ロクロ甕

下曽根 40 土師器 盤

茜≦コ畜-2 土師器 武蔵甕

去曇当≧-4 土師器 武蔵甕 8CE

下 習 根 1 土師器 碗 9CL

基準■ 土師器 武蔵甕
去曇当謹-3 土師器 武蔵甕

冒根 -2 土師器 碗

冒刺k-20 土師器 甕

冒刑R-29 土師器 イ 9CE

歯曇当室-7 土師器 武蔵甕 8CM

宏曇当室-8 土師器 武蔵甕 9CE

試料No タイプ

分類

備 考

器種 器 型 時 代

下曽根 21 土師器 甕

冒 刺監-25 土師器 不 8CM

下曽根-5 G 須恵器 杯

下曽猫手8 G 須恵器 然

下曽根-9 G 須恵器 杯 蓋

下曽根-15 G 須恵器 杯 8CM

下曽根 16 G 須恵器 郷 8CM

下曽根 26 G 須恵器 杯 8CM

下曽根-27 G 須恵器 イ 8CM

下曽根-28 G 須恵器 有台イ 8CM

下曽根-33 G 須恵器 杯 蓋 9CE

下曽根 34 G 須恵器 杯

下曽根 36 C 須恵器 必 蓋 6～ 7CE

下曽根 37 G 須恵器 不 6～ 7CE

下曽根 14 G 土師器 ロクロ甕 8師

下曽根-22 G 土師器 鍋

下曽根-23 G 土師器 円筒土器
下曽根 31 G 土師器 甕

下曽根 38 G 土師器 不 6～ 7CE

宏曇�圭-10 G 須恵器 盤

基 準 -11 G 須恵器 有台イ
壱曇当室-12 G 須恵器 有台杯
壱曇当≧-13 G 須恵器 有台不
茜当当吾-14 G 須恵器 杯

宏曇当畜-15 G 須恵器 杯

去曇当旨-16 G 須恵器 邦

壱≡当豊-18 G 須恵器 邦

去曇当圭-19 G 須恵器 鉢

去曇当畜-20 C 須恵器 杯
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第 4表 分析結果表

奈 良第 4四半期 (8 CL) 基準資料 と同 じか ?

基準資料 と同 じか ?

H13号住居址

奈 良第 3四半期 (8 CM)

奈 良第 3四半期 (8 CM) 基準資料 と同 じか ?

基準資料 と同 じか ?

6C中 寮 ～ 7C初 函 (6 Chl～ 7

茶 良第 2四半期 (8 CM) 準資料 と同 じか

奈 良第 3四半期 (8 CM) 基準資料 と同 じか ?

7世紀 (7C
9世紀前半 (9 CE)

7世紀 (7C)

び群馬・ 埼玉 と比較

7世紀 (7C
9世紀後半 (9 CL)

平安 9世紀後半 (9 CL) 準 :武蔵 甕 と同 じ

9世紀後半 (9 CL) 群馬 '埼玉方面、及び長野市周辺と比較 基準 :武蔵 甕 と

料 と同 じか ?

奈 良第 2四 半期 (8
7世紀 (7C) 準 :武蔵 甕 と同 じ

基 準資料 と同 じか ?7世紀 (7C) 基準 :武蔵 甕 と同 じ

基準資料 と同 じか ?

H41号住居

9世紀前半 (9 CE)

C中葉～7C初頭 (6 CM～ 7 CE) 基準 :武蔵 甕 と同 じ

9世紀後半 (9 CL

奈 良第 3四 半期 (8 CM)

四半期 (8 CM) 基準 :武蔵 甕 と同 じ

コの字 日縁・在地 ? 基準 :武蔵 竃 と同
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第 7図 Fe203-Mgo図 (総合 )

第 8図 K20-CaO図 (総合 )
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MgO(Wt%) 図-7 Fe203-MgO図 (群馬・埼玉窯跡 )
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2日 佐久市下曽根遺跡・深堀遺跡出土ベンガラの分析

平成12年 12月

(株)第四紀 地質研究所 井上 巌

X線回折試験及び化学分析試験

1 実験条件

1-1 試料

分析に供 した試料は第 5表ベンガラX線回折試験結果表に示す通 りである。

X線回折試験に供する遺物試料は乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕 し、粉末試料として実験

に供 した。

化学分析はX線回折試験に使用 した粉末試料を450kg/cぽ の荷重を2分間かけ、錠剤を作成し、

直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析 した。

1-2 X線 回折試験

ベンガラ試料に含まれる鉄鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回折試験によった。測定には日本電

子製」DX-8020X線回折装置を用い、次の実験条件で実験 した。

Targei Cu,Filter Ni,Voltage:40kV,Curreni 30mA,ス テップ角度 :0,02°

計数時間 :0.5秒。

l-3 化学分析

元素分析は日本電子製5300 L V型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置を

セットし、実験条件は加速電圧 :15k V、 分析法 :ス プリント法、分析倍率 :200倍、分析有効時

間 :100秒 、分析指定元素10元素で行つた。

2 分析結果

2-l X線 回折試験結果

第 1表ベンガラX線回折試験結果表に示すように、検出された鉄鉱物は赤鉄鉱 (Fe203)で あ

る。

ベンガラー 1:Qt(石 英)と PI(斜長石)は全 く検出されず、赤鉄鉱 (腱 203)だ けが検出

された。

ベンガラー2:Qtと PIが少量検出され、赤鉄鉱 (Fe203)は 352と 高い強度で検出された。

ベンガラー3:Qtが 1567、 Plが 158と 普通の土器胎土の検出強度に近い状態で検出され、赤
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鉄鉱 (Fe203)は137と 低い強度で検出された。

ベンガラー4:Qtと PIが少量検出され、赤鉄鉱 (Feっ 03)も 189と あまり高くない強度で検出

された。

2-2 蛍光X線分析結果

分析結果は第2表ベンガラ化学分析表に表示したも

ベンガラー1は赤鉄鉱 (Feゥ 03)力S60`02%と 高く、次いでベンガラー2が乾172%、 ベンガラー

4が41.47%、 ベンガラー3が18.60%である。

本来、土器などに塗布されているベンガラは15～25%程度の含有量のヽのが多く、60%と いう

高い含有量のものはほとんどない。このことから推察すると、ベンガラ‐ 1と 2は顔料の原材料

に近く、この原材料に粘土などを混入して、土器などに塗布する顔料を調整したのではなかろう

か。
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3.佐久市下曽根遺跡における種実同定

株式会社 古環境研究所

1.は じめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多 く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出し

その群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行 うこ

とが可能である。また、出土 した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べること

ができる。

2.試料

試料は、下曽根遺跡より検出されたH15号住居址床面 (平安時代)、 M2号溝l■ (奈良時代後半

～平安時代 )、 F13号掘立柱建物l■pit 6(時代不明)の各遺構より出土の試料 37点である。

3.方法

試料を肉眼及び訊眼実体顕微鏡で観察 し、形態的特徴および現生標本との姑比によって同定を

行った。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

4.結果

(1)分類群

樹木 2、 草本 2の計 4が同定された。学名、和名および粒数を表 1に示 し、主要な分類群 を写

真に示す。計測可能なイネ呆実の計測値を表 2に示す。以下に同定の根拠となる形態的特徴 を記

す。

〔樹木〕

ヒ メ グ ル ミ 訊昭 肋熔 ηo夕τα魏 万ca Carr.var.θ伊口乃 紘 Kitamura 核  クル ミ科

淡褐色で円形を呈 し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面にはオニ

グルミと比べて明瞭な隆起はない。断面は円～楕円形である。

スモモ 助 跡 saιあCttα Lindley核  バラ科

淡褐色で扁平楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。表面は粗い。



〔草本〕

イネ 0ヮza saιιυa L.果実 イネ科

果実は黒色で楕円形を呈 し、胚の部分が くぼむ。表面には数本の筋が走る。

オオムギ Fro疱鉗協 υ傷りatt L.果実 イネ科

炭化 しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝があ

る。側面の形は曲率が大きく、胚と胚乳との接する輪郭線は山形である。

5.所見

H15号住居址床面からはイネとオオムギが検出された。イネ、オオムギは栽培植物である。い

ずれも炭化 していたので、火を受けたものが遺構内に残存 したと考えられる。

M2号溝址からはスモモが検出された。スモモは在来の果樹であり古 くから栽培される。

F13号掘立柱建物址pit 6か らはヒメグルミの核破片が検出された。ヒメグルミの種子は食用に

なる。

参考文献

南木睦彦 (1991)栽 培植物.古墳時代の研究第 4巻生産 と流通 I,雄山閣出版株式会社,p.165-

174.

南木睦彦 (1992)低 湿地遺跡の種実.月 刊考古学ジャーナル陥355,ニ ューサイエンス社,p.18-

22.

南木睦彦 (1993)葉 ・果実・種子。日本第四紀学会編,第 四紀試料分析法,東京大学出版 会 ,

p.276-283.

吉崎昌― (1992)古代雑穀の検出.月 刊考古学ジャーナルNo355,ニ ューサイエンス社 ,p。2-14.
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下曽根遺跡の種実

生 ヒメグルミ核

4 イネ果実

“
HHl.Omm

日 1.Omm

5 イネ果実

……Hl.Omm

2 スモモ核

6 イネ果実

“…Hl.Omm

3 同左
-1,Omm

7 イネ果実

“
H口 1.Omm

H10mm

8 イネ果実

“
H口10mm

オオムギ果実
HH口1.Omm

オオムギ果実     14 同左
HH-1.Omm

オオムギ果実
H“

“1.Omm
オオムギ果実

“
HHl.Omm

12 同左

15 オオムギ果実

“
H… 1.Omm

“
H-1.Omm

“
H口1.Omm

下曽根遺跡の種実

“
HHl,Omm

16 同左

273



4口 下曽根遺跡出上の獣骨類

日本ほ乳類学会 宮崎 重雄

I はじめに

下曽根遺跡は、小諸市・御代田町に隣接する佐久市北部にあり、古墳時代から平安時代にかけ

ての住居址、溝l■からそれぞれ獣骨が出土した。

ここにその調査結果を報告する。

I 本文

A ウマ (Eqss Caballus)

OHll(奈良時代 )

下顎枝を久損する左右の下顎骨で下顎切歯・臼歯が残存 している。第 3後臼歯は歯根が分岐し

始めて間もない。大歯が確認されないことで、牝馬と推定される。

切歯の咬耗度から推定される年齢は8～ 9歳程度であり、天命を全うする年齢にはまだ至って

いない。

全臼歯列長は166.0剛 ,前臼歯列長は85,711un,後 臼歯列長は79.2Hullで 、中型在来馬相当の値であ

ることから、馬格・体高も中型在来馬程であったろう。

下顎骨だけの出土で、上顎骨や、体幹・体肢骨が伴出してないのは、下顎骨だけが切 り離され

て、住居内へ持ち込まれたことを意味 している。

OH33(古墳時代後期)

下顎臼歯片 5片が出土 したもので、最大歯冠高34.5malで、咬耗が中程度に進んでいることか

ら、壮齢馬であろう。この住居跡でも、下顎骨のみの出土である。

OH59(平安時代)

距骨の細片で、滑車には摩耗による縦溝が観察される。おそらく、老齢馬で、長年の重労働に

よって関節炎を患い、歩行に障害を来すこととなったのであろう。

この他、大腿骨片と思われる骨片が出上している。

OH60(奈 良時代)

睡骨片など肢骨片10数片が出土している。保存履大長は84.Ollunで ある。

OH62(古墳時代後期)

上顎臼歯の前小禽,後小寓片など10数片が出土 している。最大歯冠高は76.OHMl十 。で、まだかな

り高いことから、まだ若い個体である。この住居跡では下顎臼歯は見あたらない。

OM2(時 代不明)

上顎乳臼歯はすべて埋存 していたようだが、現状で歯種が確認できるのは、左 。右の上顎第 2
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乳前臼歯、第 3乳前臼歯の 4本である。永久歯で萌出しているものはなく、未咬耗 (未萌出)の

第 1後臼歯と思われる歯片が、いく片か認められる。このことから、生後1年以内の幼令馬と推定

される。下顎臼歯は伴出していない。

おそらくこの個体のものと思われる上腕骨近位骨端部,大腿骨遠位骨端部など数片の肢骨片も

伴出している。

B ウシ (Bos taurus)

OH28(奈良時代 )

左上顎第 3後臼歯1本の出土で、歯冠高が25.5111fll° しかなく老齢牛である。

OM5上 部 (時代不明)

左 。右下顎骨片、下顎臼歯6本,遠位2/3の 残存 した左上腕骨などの出土である。どれも、おそ

らく同一個体に属するのであろう。咬耗が進んでいて、歯冠高が低 く、老齢牛である。

上腕骨の計測値は日本在来牛の口之島牛と見島牛の中間値を示 し、在来牛相当の体格・体高の

個体であったと思われる。

C ニホンシカ (Cervus nippon)

OH59(平安時代 )

加工痕 (切断面)のある角幹部の角片と中手骨片などの骨片数10片 の出土である。角の切断面

は緩やかに凸湾 し、保存最大長は43.Ollull。 である。

OH82(奈良時代 )

近位1/3の残存 した左撓骨 と左踵骨の出土である。撓骨全長は99。7mll・ で、現生足尾産ニホンジ

カの雄のそれが謎。lHun・ に比べるとかなり大きい。榜骨近位端最大幅も43.8111n。 で、現生の8.8HIll・

よりはるかに大きい。

OH84(古墳時代後期)

脳頭蓋片、右距骨片、肢骨片など37片 の出土で、すべて焼骨で暗褐色化 し、亀裂の生 じている

ものもある。距骨は現生足尾産雄ジカより大きく、大きな個体であったこと示している。

OH 105(奈良時代 )

焼骨化 した肢骨片17片 である。保存最大長は41.Ollllll。 である。細片すぎて種の同定に困難があ

り、イノシシの可能性 も残されている。

OH88

焼骨化 した肋骨片で自色を呈 している。イノシンの可能性もある。



D 鳥類

01区 粘土坑

上腕骨の骨体片で両骨端部を欠いている。骨質がまだ緻密でなく若鳥のものを思わせる。

Ⅲ まとめ

(1)古墳時代から平安時代にかけてのH軒の住居址からウマ、ウシまたはニホンシカが、奈良時

代の住居l■、溝址からそれぞれウシが出土 した。

(2)ウ マは、天寿を全うする年令に至ってなく、歯や肢骨の部分骨が住居址から出土 している。

解体後か、靭帝や歯根膜の腐敗・消失後にその部分だけを持ち込んだと思われる。関節炎を

患った老齢馬の可能性のある個体 も一例ある。

(3)ウ シはいずれも老齢牛で、溝址のものは見島牛の雄に相当する体高である。

(4)ニ ホンシカは、いずれも足尾山地産の原生種より大きく、H84や H105の ものはカマ ド火床

内から出土 した焼骨で、焼肉料理の残途であろう。

参考文献

西本豊弘・松井章 編 1999「 考古学と動物学」 考古学と自然科学-2 同成社

西中川駿 編 1991「古代遺跡出土骨からみたわが国の牛、馬の渡来時期 とその経路に関する研究」

平成 2年度文部省科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書

野村晋- 1977「概説馬学」西川書店

下曽根遺跡出土獣骨一覧表 1(単位 :mm)

遺構 時 代 種 名 部 位 計測値 備 考
HH 奈 良 ウマ 下顎枝を久損する下顎骨、下顎切歯、下顎臼歯 別 掲 8～ 9才 (切 歯の咬耗度から)

H28E区 奈 良 ウ シ 左 上 顎 第 3後臼歯 男町フ巳

H33 古後 ウマ 下顎 臼歯 片 最大歯冠高345
I159 平安 シ カ 距骨片 滑車 に摩耗 に よる濫が数本あ り

I159 平安 シ カ 中手骨など骨片数 10片 保存長540
と王59 平安 ウマ 大腿骨 ?片 保存長630
I159 平安 シ カ 角片 最大長430 加 工 面 は ゆ るや か に凸湾

I160 奈良 ウマ 歴骨片 保存長700
H60 奈 良 ウ マ 睡骨片など10数片 最大片長84,0
H62 古 後 細骨片数片
H62 古 後 上顎臼歯 (前小禽、後小宙)片など10数片 最大歯冠高760+ 若い個体
H82 奈 良 焼 ?骨片 1、 肢骨片など細骨片 2
H82 奈 良 シ カ 左瑾骨 全長997(881)
H82 茶 良 シ カ 左携骨近位 1/3 近位最大幅438(388)
H84 古 後 シ カ 脳頭蓋骨片、左距骨、手根骨又は足根骨、肢骨片など 最 大骨 片 長 570 焼骨片37、 距骨は原生種より大
H85 奈良 微細骨片数片

M2 ウ シ 肢骨片多数

M2 タマ 大腿骨遠位骨端部、上腕骨近位骨頭部 最大片長n40
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下曽根遺跡出土獣骨一覧表 2(単位 imm)

遺構 時代 種   名 部 位 計測値 備 考

M2 ウマ 左・右上顎乳前臼歯4、 未萌出前臼歯2な ど 別 掲 乳臼歯は全歯残存していたらしし

M5上 部 シカ ? 下顎骨片 (臼歯片数本残存 )

M5上部 ウシ 左・右下顎骨片、下顎臼歯 4な ど 別 掲 老齢 牛

M5上部 ウシ? 脆弱な肢骨片

M5上 部 ウシ 左上腕骨遠位2/3 別 掲

夕1粘土坑 キジ ? 上腕骨 全長448 骨端部の離脱 した若鶏

M5上 部 ウ シ 左下顎骨片、第4前臼歯、第 1後 臼歯 別 掲

H105 奈 良 ンカまたはイノンシ 焼肢骨片17 最大片410X208
H88 平 安 ンカまたはイノシシ 焼肢骨片

下曽根遺跡出土牛骨計測値 (単位 imm)

牛  歯
M5上部

下顎第 1後臼歯

M5上部

下顎第 3後 臼歯

H28

上顎第 3後 臼歯

近遠心径 24 0-ト 400+ 260+

類舌径 148+ 200+

歯冠高・頬側

歯冠高・舌側 25.5

老齢牛 老齢牛 老齢牛

上腕骨 M5上 部

遠位骨端最大値

骨体最小幅

骨体最小矢状径

下曽根出土馬歯計測値 (単位 :mm)
M2上顎臼歯 左第 2乳前臼歯 右第 2乳前臼歯 左第 2乳前臼歯 右第 2乳前臼歯

歯冠近位遠心径 30 3 250+ 31.2

原錐幅 87

歯冠高頬側 26 0

H■下顎骨と臼歯 第 2前臼歯 第 3前臼歯 第 4前臼歯 第 1後臼歯 第 2後臼歯 第 3後 臼歯

下顎厚 237

歯冠近遠心径 24 3

歯冠頬舌径・前葉

歯冠頬舌径・後案

歯冠高 。舌側

下後錐谷長 77

下内錐谷長

下内錐幅 42
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四

五

六

七

八

九

十

十一

十二

十三

十四

十五

十六

十七

十八

十九

二十

二十一

二十二

二十三

二十四

二十五

二十六

二十七

二十八

二十九

三十

三十一

三十二

三十三

三十四

H4号住居址、Hl・ 2号住居址、H.3号住1居址

H5号住i居雄、H6号住居址、H6号住居址カマド

Fl号掘立在建物址、D2号土抗、D3号土坑

上芝宮 6次調査区全景、D4号土携

Hl号住居址、H2号住居址、H2号住居批―カマド

H.3号住居址、H4号住居址、■5号住居址―、H5号住居エカマド

HO号住居址、■6号住居址カマド、H8号住居址

H8号住居址カマド、H9号住居エ

H10号住居址、■■号住居址、H ll号住居址

H12号住后址、H12号住居址カマド周辺、i14号住居址カマド

H13号住居址、H14号住居址

H15号住居址、■16号住居址

H19号住居址、H20号住居址

■22号住居址、H25号住居址

H26号住居址、H26号住居辻カマド(H27号住居址

H28号住居批、■28号住居址カマド志材

H30号、■33号、H32号住居証

H34号住居址(H35号住居址カマド、H35号住居址

H36号住居址、H37号住居址

H38号住居址、H39号住居址、H3F号住居址カマド

H39号住居址、H40号住居址、H41号住居エ

■42号住居址、■43号住居址

H44号住居址、H44号住居址カマド

H45号住居址、H46号住居址

H47号住恩址、H48号住居址
＼

H49号住居難カマド、■49号住El■、H49号住居址
―

H50号住居址、■51号住居址

H52号住居址、H53号住居エ

■54号住居址、H55号住居址、H56号住居址

H57号住居址、H58号住居址

H59号住居址、車5弱1住居址、H60号住居址

H61号住居址、H¢号住居祉

■63号住居址Ⅲ H64号住居址

H65号住居址、H68号住居址、H弱号住居址



三十五  H70号住居址、H71号住居址、H74号住居l■、H75号住居址

三十六  H73号住居l■、H73号住居址カマ ド完掘

三十七  H74号住居址、H75号住居址、H76号住居址

三十八  H77号住居l■、H79号住居址、H80号住居l■

三十九  H81号住居址、H82号住居址、H83号住居l■

四十   H83号住居址、H83号住居址カマ ド

四十一  H84号住居lur_、 H84号住居址カマ ド

四十二  H85号住居址、H86号住居址

四十三  H88号住居址、H88号住居l■

四十四  H89号住居址、H90号住居址

四十五  H91号住居址、H92号住居址

四十六  H93号住居址、H94号住居址

四十七  H95号住居址、H96号住居址

四十人  H97号住居址、H98号住居址、H100号住居址

四十九  H98号住居址、H99号住居址

五十   H101号住居址

五十一  H102号住居址

五十二  H103号住居址、H104号住居址、H104号住居址

五十三  H105号住居址、H106号住居l■

五十四  H107号住居址、H108号住居址、H109号住居址

五十五  Fl号 ・F2号・F4号掘立柱建物l■、F3号掘立柱建物l■

五十六  F5号 掘立柱建物址、F6号掘立柱建物l■、F9号掘立柱建物l■、 F ll号 掘立柱建物

址、F15号掘立柱建物l■

五十七  F10号掘立柱建物l■、F14号掘立柱建物l■、F12号掘立柱建物l■

五十八  F13号掘立柱建物址、F16号掘立柱建物址、F17号掘立柱建物l■

五十九  F18号 ・F19号掘立柱建物址、F22号掘立柱建物址、F20号掘立柱建物址、F14号掘

立柱建物l■

六十   F23号掘立柱建物址、F17号掘立柱建物l■、F24号掘立柱建物址

六十一  F26号掘立柱建物l■、F25号掘立柱建物lt、 F27号掘立柱建物址

六十二  F28号掘立柱建物l■、F29号掘立柱建物址

六十三  F30号掘立柱建物l■、F31号掘立柱建物l■、F32号掘立柱建物l■

六十四  F33号掘立柱建物址、F34号掘立柱建物ldL

六十五  F35号掘立柱建物址、F36号掘立柱建物l■、F37号掘立柱建物l■

六十六  F38号掘立柱建物址、F39号掘立柱建物址

六十七  F40号掘立柱建物l■、F41号掘立柱建物l■

六十八  Dl号 土坑、D2号土坑



六十九  D4号 土坑、D5号土坑、D6号土抗

七十   D7号 土坑、D8号土坑

七十一  D9号 土坑、Ml号 溝址

七十二  M2号 溝址遺物出土状態、M2号溝址完掘

七十三  M4号 溝址、M5号 溝址

七十四

七十五

七十六

七十七

七十八

七十九

八十

八十一

人十二

人十三

八十四

人十五

八十六

八十七

八十人

八十九

九十

九十一

九十二

九十三

九十四

九十五

九十六

九十七

九十人

九十九

一　
一
一　
〓
一　
四
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